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「あっ……あぁっ……んっ……」

　軋むベッドで情を交え合う。深い間柄ならばそれは普通のこと。

　ぬちゅぬちゅと愛液の混ざり合う音がやけに耳に付いた。

「静しず夏か……もっと腰を揺らしてみて」

　耳元で甘く囁かれる声に背筋がゾクゾクする。私は、この人の声が好きなのだと気づいたのはいつだったっけ。

「あっ、あ、ああっ……響きょう也や、さん……っ」

　打擲音が響く。膣壁を穿つ熱塊に身体が仰け反った。

　獣のように、四つん這いにされて後ろから攻め立てられる羞恥に、感覚が麻痺する。深く届く彼の欲望が、快感を引きずり出していく。

「ふっ……んっあ、あ、……はっ……」

　ぐちゅ、ぐちゅと音を立てて内壁を欲望で掻き回されると腰が揺らめいた。

「静夏はこっちも好きだよな」

　後ろから腕を回され、下腹部に手を当てられる。そのまま脚の間まで滑り、敏感に膨らむ花芯を彼の指が捉えた。

「ああっ……、あっ、んぁっ……」

　ビクビクと身体が震える。快感が全身を駆け巡って、頭がおかしくなりそうだ。

「両方は……だめ……です……」

　精一杯の抗議をしても彼はふっと吐息を零して私の耳を舐めた。ぬちぬちといやらしく水音が聞こえる。ねっとりとした彼の舌が生き物のように耳を這い、耳朶を舐めていく。

「中、痛いくらい締めつけてくるな。……気持ちいい？」

　自分でもわかるくらい、内壁がうねって彼を締めつけている。彼の熱を強く感じて、自分の腹に手を当てた。

「わかんな……あ、あっ……そこ……やっ、だめ……」

　容赦のない抽送に、手足を突っ張っていることもできず、ベッドに倒れ込む。彼の楔と手に支えられて、臀部だけが高く上げられたままの格好にされ、彼はさらに内壁を穿つ。

「ああっ……、あっ、んっ……響也さ、んっ……あ、あぁっ」

　背中を舐められるとゾクゾクと甘く震えてしまう。身体を這って胸先を摘まむ彼の指に、声を漏らさずにはいられない。

「は……っあ……あ、ああっ……」

　身体が強張った。ねだるように彼へ臀部を押しつけてしまう。

「ん……、ここ？」

　私の気持ちいい場所なんて、彼のほうが知っているのではないだろうか。それでも聞いてくるなんて、意地悪だ。恨めしく彼を振り返った。抗議をするつもりだったのに、熱を帯びる彼の視線に捕まって言葉が出なくなる。胸が痛いくらいにときめいてしまう。

「んあっ……」

　中で彼の欲望がさらに質量を増す。

「やっ……なんで……あ、あっん……」

「なんでって……いまのは静夏が悪いだろ」

　深い場所を突かれると、抗議の声なんて最後まで言葉にならない。それを、彼はわかっていてやっている。ずるい。

「響也さん……あっ、や、だめ……待って……あ、ああっ」

　腕を掴まれ、身体を強引に起こされる。脚に力が入らず、踏ん張ることもできないせいか、より深く熱塊が届いた。

「もっと静夏をめちゃくちゃにできたらいいのにな……」

　ぎゅっと抱きしめられながら、最奥を突き上げられる。腿を伝って流れていく感触があるが、汗なのか愛液なのかわからない。ただ、彼にこうして乱されることは嫌いじゃない。

「も……むり……あ、あ……あぁっ……！」

　ガクガクと全身が痙攣した。彼の欲望を締めつけて絶頂へ押し上げられ、内側で彼が強く脈動するのを感じる。快感を極めたはずだ。お互いに、間違いなく。けれど、彼はさらに揺さぶってくる。ぬちゅぬちゅと音を立てて。

「響也さん……待って……本当に……」

　名残惜しそうに、耳や首にキスをしてようやく交わりを解いてくれた。

　仰向けに寝かされ、事後の始末をする彼をぼんやり見つめながら呼吸を整える。

　左の薬指にはめられたマリッジリング。この行為は夫婦の営みにほかならず、間違いなく婚姻届も提出した夫婦なのだけれど。

　のろのろとベッドを這い出した。今日こそは。今日こそは、彼に渡すのだ。

「静夏。どこに行くんだ？」

　腕を取られ、せっかく這い出したベッドに引き戻された。

「ひゃっ……」

　膝に乗せられ、彼の腕に抱かれる。こんなに幸せなことはない。だけど、私たちの結婚は偽装から始まった。

「膝も腰も立たないだろ。もう少し休んでろ」

　身体が重たくて仕方ない。閉じそうになる瞼にキスをされる。離婚届、今日こそ……渡そうと思ったのに……。うとうとと彼の腕の中で眠りに落ちてしまう毎日だ。
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　私の幼少期は、地元の駄菓子屋さんで形成されていた。少ないお小遣いを握り締めて、たくさんあるお菓子の中から選ぶ作業が大好きだった。

　そんなお菓子好きな私は、大学卒業後に琴こと田だ製菓という製菓メーカーに就職した。琴田製菓は隣の敷地に製造工場があり、営業部に配属されている私は工場を訪れることも珍しくなかった。最近は甘い香りに包まれていることが多くて、なんて幸せなのだろう、と頬を緩ませる。朝一番に工場を訪れ、優しい工場長から試作品を台車いっぱいに持たされた。そして、毎日持ち歩くトートバッグも、実家から届いたお菓子でパンパンだ。

「営業部に戻ったらお菓子、配り歩かなきゃ！」

　始業してすでに一時間が過ぎている。朝のおやつにはいい時間。……のはず。

　よし、と気合いを入れて営業部にガラゴロと音を響かせて入っていく。

「常とき盤わさん、おはようございます！」

「おはよう。あ、それ苑その矢や木ぎ商事の試作品？」

「はい。すでに試食済みです。美味しかったぁ！」

　常盤さんが「やっぱり」と吹き出す。入社当時からどんな生意気も笑って許してくれる、優しい私の上司だ。部長だけど、そう呼ぶと嫌がるのでみんなが名前で呼ぶ。そのため、すごさがあまり伝わらないけど、実はものすごく優秀な人なのだ。たとえば、デパートやホテルを経営する超大手企業、苑矢木商事の案件をさらっと持って帰ってくるような。

「それじゃあ、私はお菓子を配り歩いてきますね」

「琴田のサンタクロースは年中無休だね」

　そんな声を背中で聞きながらお菓子を配り、空っぽの台車は所定の場所へ返却する。

　営業部の自席へ戻ったあとは、苑矢木商事の新商品を再び試食した。まん丸なカステラは、しっとりとしていて素朴な甘みがすごく好みだ。発売されたらいっぱい買おうっと。

　少しでも苑矢木商事の売り上げに貢献できたらいいな、なんて思っていると常盤さんが私に外線が入ったことを告げる。担当は常盤さんなのに、と思いながら受話器を取った。

「お電話代わりました、天あま野のと申しますが……」

「苑矢木です」

　低く聞こえる男性の声にドキリとした。

「お、お世話になっております」

　声が震える。心臓がバクバクとうるさくなっていく。

「先日の和菓子博覧会を拝見しました。仕事を依頼したいのですが、お目にかかれますか」

「あ、ありがとうございます。ご都合のよろしい日時をご教示ください。伺います」

「では、本日十六時に弊社へお越しいただくことは可能でしょうか」

「かっ、かしこまりました。失礼ですがご担当者様のお名前を……」

　言って、あっと声が零れた。担当者の名前は苑矢木さんだ。〝苑矢木商事〟ではなく。

　電話口で、ふっと彼が笑う。

「苑矢木ですよ。それでは、十六時にお待ちしています」

　電話の相手は苑矢木響也。私が大学時代にもっとも仲良くしてもらっていた先輩だ。

　受話器を置く手が震えている。

　先輩とは、彼が大学を卒業して以来会っていない。連絡をしたかったが、相手は大企業の御曹司で忙しいだろうし、私も就活で手一杯になってできず仕舞いになっていた。

　……いや、それはきっと言い訳。彼は、いまも引きずっている片思いの相手だ。

「先輩……」

　だれにも聞こえないように、俯きながら小さく呟いた。




　十六時。苑矢木商事の大きなエントランスで、私はひとり緊張していた。

　仕事の依頼は電話の内容からして、ほぼ間違いなくイベントの話だろう。いろいろと担当させてもらって、企画の立案も準備も全部が好きな仕事だけど、苑矢木商事が依頼してくるイベントってどんなものだろう？

　そんなことを考えていると緊張がどんどん増してきて、一階へエレベーターが到着するたびに心臓が早くなっていく。そろそろ酸欠になりそうだ。

「お待たせして申し訳ありません。苑矢木です」

　後ろから声を掛けられ、くるりと振り返った。

　すらりとした長身。目を疑うほどきれいな顔立ち。記憶にあるよりもずっと大人びた雰囲気の男性は、紺のストライプスーツを着て私の目の前に現れた。そして。

「ひゃああっ!?」

　少し遅れてびっくりした。そんな私を見て、彼がふっと顔を背けて笑う。

「あ、あまっ……天野ですっ。あ、琴田製菓の……」

　慌てて平静を装って挨拶をしてみたが、こんなひどい挨拶は新人のころでもしなかった。

「どうぞ、こちらへ」

　笑いを隠しきれていない彼のあとをついて歩き、エレベーターに乗った。彼がボタンを操作すると上昇を始めてあっという間に到着してしまう。おそらくミーティングフロアだろうと見当が付いた。

　彼が奥の一室へ入る。そのあとに続いて入っていくと、ようやく彼が口を開いた。

「急の呼び出しで悪かった。ちょうど都合が付いたから早いほうがいいと思ってな」

「……先輩、ずっと他人行儀だから私、どうしていいかわからなくて緊張しました……」

「距離を掴みかねてた。座ってくれ」

　出入り口に一番近い角へ腰を下ろした。彼はその隣に座り、書類を私の目の前に置く。

「電話でも伝えたとおり、和菓子の展覧会を見てオファーを出した。担当者が天野だとは思わなかったけどな」

　少し前、和菓子展覧会というものを企画した。地方のお店を回って出店をお願いし、商品を並べてもらったのだ。職人さんが来てくれるお店もあって、あの企画は大成功したのだ。それが、彼の目に留まった。

「ありがとうございます」

「ああいう仕事もしてるんだな。知らなかったよ」

「イベントの仕事は稀なんですけど、和菓子のよさを知ってほしくて頑張りました」

「お菓子好きは相変わらずか」

　彼が笑う。その表情は昔と変わらず優しげで、少し幼く見えた。

「今回頼みたいのはうちが経営してるデパートでの催事だ。客足を伸ばせる企画を考えてほしい」

　渡された書類に目を通す。広い催事スペースで、企画を考えればあれこれと思いつくことはできそうだけれど、客足を伸ばせる企画……か。

「あの、先輩。どうして弊社にオファーしてくださったんですか？」

　たしかに和菓子展覧会は成功したと言える。だけど、客足を伸ばす企画を考えるのならば、広告代理店やイベントマーケティング企業といった、専門の企業があったはずだ。なぜ、製菓メーカーにオファーを出したのだろうか。

「展覧会の内容がよかったからだ」

「客足を伸ばす企画なら、別のアプローチをしたほうがいいのではと思うのですが」

「それなら自社でどうにかできる」

　先輩の言うとおり、苑矢木商事が運営母体なのだ。むしろできないことを探すほうが難しいくらい、自社でなんでも完結できてしまう。

「俺が求めているのは戦略じゃない」

　戦略じゃない……。つまり、データ以外のことを求められてるってこと……かな。

「あの展覧会、正直荒削りだと思った。もっと手を入れられる部分は多くあったが、客足は俺の予測を超えていた。人の心を動かすなにかがあったんだと思う」

「みんなが協力して、力や知恵を貸してくれたお陰だと思いますが」

「周囲を巻き込めるのは、強い武器だ。天野はそういう力を持ってるんだと思うよ」

　先輩は、そんなふうに私を評価してくれたんだ……。

「ありがとうございます……！」

　嬉しくてそう応じると、先輩が微笑んだ。そして、一度目を伏せたあと先輩がゆっくりと口を開く。

「今回の依頼は、あの展覧会の企画者に賭けてみたかったんだ」

　一瞬、眼光に射貫かれた気がした。まっすぐ見つめられ、逸らされることのない視線に身動きができない。それは、もしかしたら先輩の熱意やこの企画への思いの強さの表れなのかもしれないと思った。

　いまやデパートといえども苦戦を強いられる時代だ。ネット通販でなんでも揃ってしまうから、わざわざ人混みに飛び込む必要がない。

　そんな状況で苑矢木商事も苦しんでいるのは間違いないのだろう。そして、その苦境を打破するための一手を求められている。先輩の期待には、全力で応えたい。

「弊社は製菓メーカーなので、お菓子を基本とした企画になりますけど」

「かまわない」

「では、一度持ち帰って企画を考えますね。知恵を貸してもらえるように頼んでみます」

　とは言ったものの、どんな企画ができるか見当も付かない。客足が伸ばせて、お菓子を売り込めて、できるなら苑矢木商事のプライベートブランドも売りたい。……難しいな。

「……天野。このあと帰社するのか？」

「いえ、今日は直帰で出てきました」

　荷物を片付ける手を止めて答えると、先輩がそっと身を寄せてきた。

「ちょっと付き合ってくれないか。久しぶりに会ったし、もう少し天野と話したいよ」

　普段よりも色を増す声に身震いしそうだ。こんなときの先輩の顔を見たら、きっとまたときめいてしまうんだろうなと思いながら彼を見た。

　優しげに微笑みながら柔和な雰囲気を漂わせ、まるで甘えるような目を向けられる。こんな表情で話したいなんて言われたら、断れるわけがない。

　先輩は、昔からこうやって私の心をときめかせる。彼に誘われて、だれが嫌だなんて思うだろう。端麗な容姿。圧倒的なステータス。それだけでも寄ってくる人は多いというのに、私には断ち切れないほどの恋心がある。絶対に断れない。

「はい、もちろんです。私も先輩と話したいと思ってたんです」

　昔のように、どこにでもいる後輩を装って頷いた。




　苑矢木先輩と出会ったのは、大学生のころ。大手企業、苑矢木商事の次期社長。端麗な容姿。ほかにも高級車の送迎があるとか、ボディガードがついているとか、恋人が両手で足りない数いるとか。そんな噂もあって、学内でもっとも有名な人物として彼は名を馳せていた。

　どこまでが事実かはわからないが、先輩の傍にはいつも女性がいて、そうかと思えばすぐに一人になってはあちこちを走り回っていた。

　そんな彼を、私は中庭のベンチに座って『忙しい人だな』と思いながら見ていたものだ。

　中庭は風が気持ちよくて、人がたくさんいて、でも意外と静かで。どこか田舎の風景に重なっていた。駄菓子を見てホームシックにかかっていたのかもしれない。

　私はかなりの田舎で育ったので、娯楽といえばお菓子を食べることくらいだった。食べすぎてよく母に叱られたけれど、勉強をしているといくら食べても怒られなかったお陰で、都会の大学へ通えるようになったのだ。

　先輩と出会ってからは楽しくて、だけどちょっとだけ切ない日々だった。

『悪い、ちょっと匿って！』

　走ってやってきた苑矢木先輩が、私の座るベンチの後ろへ身を隠したのは蒸し暑い時期だった。しばらくして女性が一人、目の前を通り過ぎたのを見送ったのだが、どうやら彼はその人から逃げていたようだ。

『行った？』

『……たぶん』

　学内一の美形と言われる苑矢木響也。その人の顔を近くで見て、なるほど女性が騒ぐわけだと得心した。長い脚でベンチを跨ぎ、私の隣に座った彼の顔を間近で見てしまう。本当に、きれいな人だった。

『なあ、天野って毎日なに食ってるんだ？　ずっと気になってたんだ』

　心臓がトクンと高鳴った。なんでだろうと思ったけれど、気にせず話を続ける。

『駄菓子ですよ。スルメの酢漬け、食べます？』

『美味いの？』

『もちろんですよ。駄菓子には夢と希望と人生が詰まってますから』

『人生までか』

　気にしない振りを続けた。いつも多くの人に囲まれているだろう先輩が、たった一度、しかも軽い挨拶を交わしただけの私の名前を覚えていてくれたなんて。きっと、あまりの田舎者っぷりに興味を持っただけだろう。でもどうしてだろう。心臓がトクトクと早くなっている。

『よければ好きなのを食べてください。まだたくさんありますから』

　古めかしい巾着袋を開いて差し出す。中身はもちろん大量の駄菓子だ。

『あー……じゃあこれ』

　先輩が手にしたのは、真っ青なキャンディ。

　彼が口の中に放り込むのを待って、私はにまりとした。

『それ、舌の色が変わっちゃうんですよね』

『……そういうことはもうちょっと早く言ってくれ。しかもこれ、めちゃくちゃ甘いな』

『甘い物は幸せになりますよ。……体重は幸せじゃないけど』

　ぼそっと言ったからか、先輩が吹き出した。端麗な顔立ちで大人びて見えるけれど、笑うと少年のようだ。可愛い。このときそう思ったのが先輩を好きになったきっかけ。

『このあたりに駄菓子屋なんてある？』

『私は見つけられなかったので、実家から送ってもらってます。段ボール箱いっぱいに詰め込まれてますよ』

『夢と希望と人生がな』

『そうです！　お菓子は人生と私をふくよかにします。本当に罪な食べ物』

　ちょっとお腹周りが気になり始めていて、先輩の視線が気になって手で隠した。彼は、優しい笑顔で私を見つめる。

『気にせずたくさん食べろ』

　ああ、だめだ。彼は人の視線を奪うだけでなく、意識も気持ちも全部持っていく。話すほど、いろんな表情が見えて好きになる。だけど、そのときはまだ恋じゃなかったのだ。

『それじゃあ、次の講義があるからそろそろ行くよ。またな、天野』

　手を振って別れて、それだけで終わるはずだった一瞬の出会い。それなのに、先輩はその日を境に、私に話しかけてくれるようになった。講義が終わって休憩に出ていると、すぐに先輩が隣に座るようになったし、お昼を一緒に摂ることも珍しくなくなった。

　私は取り立てて気にすることはなかった。どうして先輩が私を見つけては傍へ来てくれるのか。楽しそうにしてくれるのか。薄々と、わかっていたから。

　先輩は、苑矢木商事という大企業の御曹司で、私は田んぼの広がる田舎出身。都会で生まれ育った彼が、物珍しがっていることくらいだれにだってわかることだ。

　だれもが一度は憧れる、高嶺の花と言って過言ではない先輩の傍にいる私が、特段の嫉妬をされないのも、嫌がらせをされないのも、そういったことが理由だ。

　先輩が、本気で私を相手にするはずがないとみんなわかっていた。もちろん、周囲が大人だったということもあるのだろうけれど。

　そんな、先輩と過ごす時間が増えていた秋の中頃。

『天野、今日はなに食って……』

『……あ、先輩。こんにちは』

　いかげその酢漬けを食べながら、いつもの挨拶をしたが先輩が明らかに狼狽している。

　私の手には、プラスチック容器に入ったいかげその酢漬け串五十本入りがあるが、これが原因ではないはずだ。……たぶん。

『相変わらず珍しいものを食うな、天野は』

『そうですか？　スーパーでたまたま見かけて買っちゃったんです。先輩も一本どうぞ』

　先輩がいかげそ串を一本取ってかじりつく。上品そうな美青年がいかげそを食べる姿はなんとも微笑ましいというか、可愛い。

『ふうん。……美味いな』

『でしょ！　駄菓子は美味しいんですよ。スナック菓子とは違う味わいがいいんです』

　屋台の食べ物感というか、なんだか幸せになる味なのだ。

『俺、駄菓子屋とか行ったことないんだよ』

『楽しいですよ。子どものころは、お手伝いをして貯めた小銭を握り締めてなにを買うか一生懸命考えてました。くじ付きで当たりが出るとすごく幸せなんです』

　そんな他愛ない話を繰り返した。先輩とは一緒に冬を過ごし、クリスマスも思い出を共有していた。そのときもらったプレゼントは、いまも使っているリボン付きのポーチだ。

　きっと、私が彼に恋をしたのはこのころだ。プレゼントを渡してくれる先輩の、少し照れた横顔を見て好きだなと実感した。もっといろんな表情を見てみたいと思ったのだ。

　季節が巡って春を迎えて学年が上がったあとも、先輩との縁は途切れず続いていた。

　そのころには、私の片思いは止められなくなっていて、明日も、明後日も一緒にいられるだろう喜びを噛みしめた。

　告白しようと思ったことは何度もある。いつも一緒にいてくれるのだから、嫌われていないかもしれないという気持ちがあったからだ。だけど、先輩の気持ちが恋としての好きかはわからない。先輩と後輩という関係だからこその親密さかもしれないと思うたび、伝えようとする勇気が砕けてしまう。ずっと傍にいたかった。だから気持ちを一度も伝えられなかった。

『天野、また食ってるのか？』

　ベンチに座る私にそう声を掛けてくれる先輩が好きで、好きでどうしようもなかった日々。駄菓子好きの田舎娘は、先輩にどんなふうに映っていたのだろう。

　先輩が笑う。その笑顔に何度ときめいてきただろう。しぼんでは膨らむ彼への気持ちが、また揺らぎ始める。もう、ただの後輩でいたくない。先輩に、女として見てもらいたい。気持ちを伝えたらそれが叶うかもしれない。でも……この関係は終わっちゃうかもしれない。先輩の隣にいたい。そのためにはなにも言わずにこのままでいたほうが……。思ってかぶりを振った。そうして何度も告白しようとして諦めてきた。そのたびにやっぱり伝えたいと思ったのだ。だったら今日、この瞬間のときめきに勇気をもらって告白したい。

　先輩からもらったポーチをぎゅっと握り締めて、今日こそはと思った。

『先輩……っ』

『天野ってさ』

　うわあっ、声が被った。最悪のタイミング！

『……ん？　なに？』

『い、いえっ。先輩からどうぞ！』

　あたふたする私に先輩が笑いかけてくれる。いつも眩しく感じて見ていた、大好きな先輩の表情。

『天野って、傍にいると落ち着くなと思って』

『落ち着きますか……？』

　嫌な予感がする。この言葉の先を聞いてはいけないとなにかが警鐘を鳴らす。

『仲良くなっても距離感を保ってくれるところとか。そんな友達なかなかいない』

　友達……。やっぱり、友達でしかないのか。

『これからも、こうしていられたらなって思ったんだ』

　このまま、こうして。距離感を間違えず、友達として。

　先輩から扉を閉ざされたような気がした。これ以上は踏み込んでくるなと言われたようで、気持ちがしぼむ。

　ポーチをじっと見つめて俯いていると、先輩が心配そうに顔を覗き込んだ。

『天野？』

『はい。ずっといいお友達ですよ』

『……、……うん。そうだな』

　先輩が、複雑そうな顔をした。ここはいい後輩でいますと言うべきだったかな。

『先輩。酢昆布食べますか？』

『ああ……うん。もらうよ』

　二人して酢昆布を食べながら、奇妙な沈黙の時間を過ごした。

　言葉少なになった先輩と別れて家に帰った私は、ぼろアパートで一人、布団にくるまって訳もわからずぐすぐす泣いていた。たぶん、先輩に友達でいることを告げてしまったからだろう。これでもう、彼に恋をしているとは言えなくなってしまった。言ったら、関係が壊れてしまう。

　めそめそと一晩中泣いて、翌日は最悪のコンディションで学校へ行ったっけ。あの瞬間の最適解は未だにわからない。だけど、この日を境に先輩とは少しずつ距離ができてしまった。就職に向けて先輩が忙しくなったこともある。私も、課題や就活に追われていた。

　先輩はいずれ苑矢木商事という大企業を継ぐ。私は、苑矢木商事に就職はしないだろう。先輩を追いかけたい気持ちはあるけれど、ただの後輩がそこまでしたら彼はどう思うだろうか。こうして距離ができていくのは必然だったのだ。だから、私たちは大学を卒業したら別々の道を行く。同じ道を歩くことはできない。きっと、交わったことさえ奇跡で、これから先の未来に共生する瞬間は訪れないのだろう。

　はじめて恋をした。楽しくて、嬉しくて、だけど切ない初恋だった。一度も気持ちを伝えられなかったけれど、先輩と一緒にいた時間は宝物だ。いままでも、これからも、私の中で輝いていてくれるはずだ。

　もう終わった恋。だけど、いまでも忘れられない人。この気持ちはずっと彼へ向けられたまま褪せることはきっとない。それくらい、大好きだった。




　打ち合わせを終えたあと、先輩に食事に行こうと誘われた。彼が車を回してきてくれる間、苑矢木商事のビル前で待っていたが、どうにも落ち着かない。

　先輩は、少し変わったような気がする。学生のころには見なかった厳しい表情が垣間見えた。仕事の話をしているときの彼は、目つきが鋭くなるというか。ふとした瞬間に向けられる笑顔は昔と変わっていないけれど、社会人として、副社長としての責任を背負っていることが、あの少しの時間でも窺えた。

　大学を卒業してからの、知らない先輩がたくさんいる。もともと大人びていたけれど、副社長の顔をしているときは別人のように見えるし、そのせいか色っぽく見えてしまう。

　これがいまの先輩なんだなぁ。ほかにもたくさん知らない姿があるんだろうな、なんて考えていると、スマホが着信して現実に引き戻された。母からのメッセージだ。

　またお菓子を送るということと、お見合いの話。いい縁談があるのだとか。でも。

「お母さん。ごめんね、結婚はまだ考えられないんだよ」

　独りごちた。母には何度もそう繰り返してきたのだ。心の中にいる、初恋の人を忘れられないから。気分が滅入る。こうも毎回結婚を急かされたら余計に意固地になってしまう。いっそ私が諦めてお見合いをすれば、母も納得してくれるのだろうか。

　そんなことを考えていると、視界が急に陰った。顔を上げると先輩が傍に立っている。

「すみません、先輩」

「いや。いいのか？」

「母からのメッセージでしたから。お菓子をたくさん送ってくれるって。その連絡です」

「そのわりには嬉しそうじゃないな」

　大好きなお菓子を送ってもらえるのだから、もっと浮かれてもいいはずだ。

「お菓子は嬉しいんですけど、そのたびに結婚はまだかって言われるので……」

「そうか」

　いままで一度もお付き合いのチャンスがなかったわけじゃない。先輩を忘れようと思って合コンに参加してみたり、友達に紹介されたりしたこともあったけれど、無理だった。

　お付き合いをしてみれば好きになれるのかもしれないが、好きな人を忘れるためにだれかとお付き合いをするというのは、不誠実な気がするのだ。

「すみません、こんな話しちゃって……」

　彼を忘れるための恋を、どうすれば始められるだろう。

　好きだったから告白できなかった。関係を壊したくなかった、意気地無しの自分に何度も後悔した。彼にとってはただの学生時代の後輩で、だからいまさら告白もできない。できたとして、やっぱりする勇気はないだろうなと思う。忘れる方法があるなら知りたい。

「車、乗って」

　先輩に促されて助手席へ座った。彼も運転席へ乗り込み、車が動き出す。

　隣を見れば、昔とは違う先輩がいる。大人になって大企業を背負う役目を間近にした、私の知らない横顔。遠い存在になってしまったのかな……なんて考えながらじっと先輩を見つめていると、視線に気づいたのか彼が私を見た。そして、昔と変わらない笑顔を向けてくれる。そんな顔を見たら、やっぱり胸はときめいてしまって切なく疼いた。

「さっきの話。なにかアドバイスをしてやれればいいんだけど、俺も同じ状況だからなぁ」

「先輩も？」

「そう。結婚しろって親がうるさいんだ。縁談まで持ち込んでくるしな」

　先輩の言う縁談は、私とは違うような気がする。ただのお見合いではなくて、いわゆる政略結婚なのかもしれない。大企業を背負うのだから、そんな話もありそうだ。

　先輩は、恋人とかいないのかな……。

　聞いてみたい。でもそんなことを聞いて嫌な顔をされるのも悲しい。それなら知らなくてもいいのかな……。恋人がいたら縁談なんて持ち込まれないだろうし。でも、政略結婚ならそういうこともあったりするのだろうか。恋人と別れさせる……とか。

　やっぱり知りたいかも……。

　聞くべきか、聞かざるべきかぐるぐる悩んでいると、先輩が「あのさ」と続けた。

「確認だけど、天野は恋人いない……んだよな？」

「はい。いたらきっと、ここまで急かされないかな、と思います」

「……そうだよな」

「せっ……先輩は……っ？」

　直前まで考えすぎていたせいか、そんなことを口走ってしまった。つっかえたのに止まらなかった自分の口を恨みたい。

「いないよ」

「そっか……。いないんだ……ちょっと意外」

　すごくモテる人なのに。

「……天野。気づいてないのかもしれないけど、声に出てる」

「えっ。え、……えっ!?」

　本当に、私の口は我慢してくれないのか。先輩に久しぶりに会って浮かれてるのかな。気持ちがうまく制御できていない気がする。

「すみません。失礼なことを……」

　赤信号で車が停まり、先輩が困ったような笑顔を見せた。

「いいけど、俺は天野にどう思われてるんだろうな」

　その問いかけに、好きな男性ですと答えたかった。でも、そうすれば、なにもかもが終わってしまう。学生時代に我慢した気持ちも、先輩への長い片思いも、ひょっとしたらこの仕事も。だから、今度は手で口を押さえた。うっかり心の声が漏れないように、物理的に塞いで言葉を探す。そして。

「先輩は先輩ですよ」

　そう言うのが正しいと思った。無意識に舞い上がっている自分への戒めだ。

「……だろうな」

　だけど、そう呟いた先輩の表情が一瞬暗くなった気がした。

　なにかまずいことを言ったのかもしれないと思って口を開く。だけど、先輩が話し始めるほうが早かった。

「俺は、忘れられない人がいるんだ。だから前に進めない」

　チクリと胸が痛んだ。そっか……先輩の心には大切な人がいるんだ……。

　大学生時代、彼は女性からの告白を断り続けていたけど、それも好きな人がいたからかもしれない。あるいは社会人になってから、素敵な女性と出会ったのだろう。彼の胸に住み続けている人を、少しだけ羨ましく思った。

「私も……好きな人がいて……だから結婚とか考えられないんですよ」

　いまの私には、これが精一杯。彼に伝わるはずなんてない。わかってるけど、どうしよう。涙が零れそうだ。俯いて、意味もなくコクコクと頷き続けた。

　車が走り出してからは、先輩も言葉を収めてしまって重苦しいような、ちょっと嫌な沈黙が流れた。だけど、次に車が停まったタイミングで彼が沈黙を破った。

「……その好きな人とは付き合ってた？」

「ずっと片思いです」

「気持ちは伝えたのか？」

「いいえ。いまさらかなって。良好な関係を続けていけたらいいなと思っています」

「伝えなくていい？」

「伝えたら、きっと関係が壊れちゃうので」

「そんな脆い関係なのか」

　膝の上でぎゅっと手を握り締めた。先輩との関係って、どれくらい強く結ばれているものだろう？　単純に、出会ってからの時間が絆の強さに比例してくれるなら、それなりの強さはあるかもしれないけれど、人の心はそう簡単じゃない。

「わからないですけど、その人は私を女としては見てないんじゃないかな……」

「……じゃあさ……」

　車が再び動き出す。交差点を曲がって、大きなホテルへ入っていくのをぼんやりと見つめながら、先輩の言葉を待った。

　ホテルのロータリーへ入って、スタッフが近づいてくる。車はそこで預けてしまうらしく、荷物を手に車から降りた。場所は、ホテルノソヤギ東京。

　ハイクラスに名を連ねる、苑矢木グループが運営する立派なホテルを見上げる。

「おっきいですね……素敵なホテル」

　浮かれ気味の足取りでホテルへ入ろうとすると、腕をぐいと引っ張られた。

「先輩？」

　見上げると、ふっと視線を外されてしまう。どうかしたのかなと思って先輩に向き合うように立った。今度はしっかりと見つめられる。その眼差しのせいだろうか、心臓がバクバクと早く、高くなっていく。なにか言わなきゃ……と言葉を探したが、見つけるよりも早く先輩の声が聞こえた。

「天野。俺と結婚しないか？」

　先輩が放った言葉に、大きな衝撃を受けた。だけど、彼は答えを求めていないかのように私をさりげなくエスコートして、ホテルにあるフレンチレストランへと向かう。彼が流れるようにオーダーをして、出てきたものを食べて、飲み物も口にした。コースはすべて提供され終わったけれど、食事中の記憶がほとんどない。直前の先輩の言葉にびっくりしすぎてしまったせいだろう。いきなり結婚しようなんて言われるとは思わない。縁談を勧められるのだという話はしたけれど、それだけ。じゃあ結婚しようには繋がらないはずだ。

「天野。アイスクリーム追加する？」

「はい。氷たっぷりで」

「……いまから肉食べる？」

「パン大盛りで」

　そこまで答えて、はっとした。いま私はなにを言ったのだろうか。パン大盛りって。その前もなんか、変なこと言っちゃったような気が……。

　恥ずかしさに顔が熱くなって、両頬を押さえながら先輩を見た。目が合うと、彼は耐えかねたように吹き出して、声を抑えながら笑っている。

「あ、あの……これは、その……」

「出ようか」

　私の的外れな答えに気分を害した様子もなく、先輩が椅子を立って手を差し出してくれた。その手を取り、レストランをあとにする。

　人生ではじめての高級フレンチだったのに、なにを食べたか全然覚えていないのは残念だ。たぶん美味しかったと思うけど、お肉もお魚も食べた記憶がない。どこにいっちゃったんだろう。先輩は本当に怒ってないのかな。だいぶ上の空だったし。

　恐る恐る先輩を見上げると、すぐに目が合った。

「!?」

　いまのタイミングで目が合うって、ずっと見られてた？　食事の記憶がなくてちょっとしょぼくれ気味だったのも？　収まりかけていた羞恥心がまたぶり返してくる。今度は両手で顔を覆い隠して立ち止まった。もう、恥ずかしすぎる。

「天野って酒強い？　バーに行く？」

　先輩に声を掛けられて、首を横に振った。

「引くほど弱いです」

「そうか。だったら今日はやめておこうか」

　先輩に手を引かれ、ロビーの隅っこで顔を覗き込まれる。

「ちょっと待ってて」

　こくんと頷いて、豪奢なロビーの隅っこで待った。

　先輩は食事中もきっと話しかけてくれていたはずだ。その記憶もない。私が先輩の立場だったらきっと悲しくなる。申し訳ないことをしてしまった。

　でも。でも。先輩があんなびっくりするようなことを言うから……。冗談……だったのかな。だとしたら、珍しい気がする。先輩はすぐに冗談だとわかることしか言わなかったはず。それを、あんなに真剣な顔で言うから私も本気にしてしまったのだ。

　先輩に恋愛関係の話をしたのってはじめてだよね。先輩もびっくりしちゃったかな。それで、困らせてしまって、あんなことをとっさに言ったのかもしれない。ただの後輩だと思っていただろうに、いきなり恋愛の話なんてしたから……。あー、ばかばか。

　ぶんぶんと頭を振っていると、クスッと笑われた。

「ひとりでなにしてるんだ」

　先輩に変なところ見られた。ちょっと笑われた。恥ずかしい……！

「行こう。こっちだ」

　先輩がエントランスを背に歩き出した。慌てて付いていったけど、逆方向じゃないかな。

「あ、あの、先輩……出口と逆方向ですけど……」

「帰るなんて言ったか？」

　あ、あれ？　食事が終われば帰るものじゃ？　バーも断ったよ？

「天野。乗って」

　エレベーターが到着したことにも気づかないくらい必死で考えたけど、見当も付かないままエレベーターに乗った。

「帰りたかった？」

　上昇していくエレベーターの中で聞かれて、首を傾げた。帰りたかったのかな？

　先輩を見上げる。でも、横顔しか見えなくて表情はうまく読み取れない。声の感じからして、揶揄しているわけでもなさそうだ。どう答えるのがいいんだろう……。

「……そうじゃないですけど、帰るのかなって思ったので」

「食事中も上の空だったし、酒もだめそうだから、部屋に行くしかないだろ」

「ど、どうしてそうなるんですか。部屋以外だってあるじゃないですか」

　動揺して噛んでしまった。だいたい、上の空にしたのは先輩なのだけれど。

　ぷうっと頬を膨らませてひとりで拗ねていると、エレベーターが到着を告げる。

　降りていく先輩のあとを慌ててついて歩く。ふかふかの絨毯に足を取られて前につんのめって先輩の服を掴んでしまったけれど、なにもない素振りで体勢を立て直した。彼が肩を震わせて笑っているけど、もう気にするもんか。

　部屋の前まで来ると、扉を開いて彼が「どうぞ」と私を促す。恐る恐る入ってみると、とんでもなく広い部屋が視界に飛び込んできた。

「うわぁっ、広い！　スイートルームですか？　すごーい」

　ぱたぱたと駆け込んで、部屋を手当たり次第覗く。大きなベッドがふたつもある。リビングも広いし、ソファもある。お風呂もびっくりするくらい広かった。

「私の借りてるアパートより広いです……！」

「嬉しそうでなによりだよ」

「先輩はいつもこういう部屋に泊まるんですか？」

「いつも泊まりに来てたらスタッフが仕事しづらいだろ。滅多に来ないよ」

　そっか。先輩はこのホテルを経営する側。しかも、上から数えたほうが早い立場の人だから、たしかに頻繁に来られると従業員は働きづらい。

「私だったら毎日来ちゃうかも」

「うちに転職してきてもいいぞ。福利厚生で使える」

「……お菓子の配給がないと嫌です。台車に山積みくらいの量で」

「店でも開く気か」

「開きませんよ。みんなに配り歩くんです。琴田のサンタクロースとは私のことですよ」

　えへん、と胸を張ってみたが、あんまり格好よくないかも。

「食事のときもそれくらい楽しませてやれればよかったな。悪かった」

「なにを食べたか、ちっとも思い出せませんけど、いいですよ。許してあげます」

　ちょっと生意気にそんなことを言ってみた。

　私ひとりでは、一生立ち入ることのなかった部屋に入れただけで充分だ。

　子ども並みのはしゃぎ様は自分でもちょっと引いてしまうけれど、ここで気取ったって仕方ない。景色を眺められるように窓の傍に置かれたソファにぼふっと勢いよく座ると、思った以上に沈み込んだ。

「なあ、天野。さっきの話、少しは考えてくれたか？」

「……さっきの……」

　彼が私の足元に膝をついて屈み、まっすぐ見つめられる。この視線からは逃げられない。

「天野さえよければ、俺と結婚しないか」

「……本気……だったんですか？」

「冗談でこんなことを言うわけがない」

　だけど、本気で言う意味もわからない。

「突拍子がなくて……冗談だと思っていました」

「それは俺も自覚してるよ。でも、お互い忘れられない人がいて、結婚を急かされて辟易してる。だったら、周りのプレッシャーから逃れるという意味でも手を結ばないか。利害は一致してるはずだ」

　たしかにそうかもしれない。だけど。

「私じゃなくても……先輩ならほかにいるんじゃ？」

「いるように見えるか？　恋人はいないって言ったぞ」

「そうですけど……話を合わせてくれる人とかならいるのかなって……」

「俺の名前がほしいだけの連中と関わる気はない」

　昔、一度聞いたことがある。いつもだれかから逃げているような節があったので、そこまで逃げなくてもいいのではないか、と。彼はそのときも同じことを言ったのだ。

「先輩の人柄に惹かれているんじゃ？」

「少なくとも、いままで親父が持ってきた縁談の相手は、開口一番に俺の顔を褒めたよ」

「会ってはみたんですね？」

「相手は得意先だったり古い付き合いのある要人だったりするから、無碍には断れない。でも、こんなことを続けてたら、いずれ断れなくなって結婚することになる」

　人生を預け、預かる相手と渋々結婚をするのは嫌だよね。先輩の気持ちはわかるけど。

「私とだって仕方なく結婚するんですよね。周りにあれこれ言われたくないから」

「俺は天野を大切にできるよ。だから持ちかけてる話だ。仕方なくじゃない」

　一瞬で顔が熱くなった。大切に……か。不思議な言葉に聞こえちゃうな。

「でも先輩、好きな人がいるんですよね……？　忘れられるんですか？」

「忘れられないと思う」

　彼は好きな人を胸に秘めたまま、違う相手を選ぶしかないのか。

「天野も、それは同じだろ」

　私の好きな人は先輩だから、この話が悪いものだとは思えない。だからといって嬉しいものでもないけれど。

「俺とは絶対に一緒にいたくない？」

　そう言った先輩は不安そうな、縋るような顔をしていて、私はすぐに首を横に振った。そんなわけがない。

　先輩は、ここで断られたくなかったのかもしれない。望まない縁談を回避する術をひとつ失うから……だよね。だけど、この気持ちを隠して先輩の隣にいていいのだろうか。

「……一応確認するけど、天野はさ……俺のこと、好きじゃないよな……？」

　ああ……そっか。隠して隣にいないといけないのだ。

　先輩は、私が恋愛感情を持っていないと思っているから選んでくれた。

　彼を前にして、恋をしない女性なんていったいどれだけいるだろうか。きっと、とても少ないはずだ。端麗な容姿と彼について回る肩書きは、いつだって注目されてきた。本気じゃなくても、一瞬くらいはときめくはず。だけど、幸か不幸か、私の気持ちは先輩には気づかれなかった。だからこそ先輩は私を選んだ。

「先輩として尊敬してますよ」

「……うん。そうだよな」

　心を偽った。少しでも動揺したら、心が透けてしまうような気がしたから。先輩の顔もなるべく見ないよう俯いた。

「……先輩と結婚したら、私は先輩の役に立てますか？」

「どういう意味で言ってる？」

「なんでもいいので、なにかひとつでも役に立てたら嬉しいなぁって思ったんです。だから、お役に立てますか？」

「その言葉が適切かどうかはわからないけど、もちろんだよ」

「そっかぁ……。だったらそのお話、受けてみようかな」

　きっと、この初恋は終えられない。引きずっても引きずってもすり切れなくて、いろんなものを巻き込んで重たくなる一方だ。

　気持ちに嘘をつくことにはなるし、絶対に隠し通さないといけない。もしも先輩にこの気持ちが知られたら、先輩はほかの女性たちにそうしたように、私から離れていってしまうだろうから。どこまでもずるい選択。それでも彼の役に立てるなら少しくらいは救われるかもしれない。

「ありがとう……天野」

　手を握られた。先輩とはいろいろと一緒に出かけることもあったけれど、手を繋ぐことはなかった。はじめて、彼にアクシデントではなく触れられた。それが嬉しくて、切ない。

「いろいろと準備をしないといけませんね」

「……そのことなんだけどな。悪いけどちょっと急ぎたい」

「どれくらいですか？」

「いま、親父が出張に出てる。二週間ほどで戻ってくるんだが、帰ってくるまでに済ませてしまいたい。親父に事前報告をすると絶対に反対するだろうからな」

「縁起のいい日とか……大丈夫ですか？」

「天野さえ了承してくれれば、問題はないと思ってる」

　これが最後の返答だ。頷けばもう引き返せない。でも、戻る選択肢もなかった。

「……私は、大丈夫です」

　こうして、私の初恋は実ることも散ることもなく、時を止めたのだった。







二








「おはよう、天野さん。昨日の苑矢木商事の件、どうなっ……、すごい寝不足顔だね」

　翌日、出社してきた常盤さんの第一声がこれだった。

　本当に、一睡もできなかった。ずっと片思いをしてきて、どうやって諦めようかと悩み続けていた相手と結婚が決まってしまったのだから無理もない。幸せなものではないことくらい覚悟していたけれど、想像以上に苦しいのだ。先輩に気持ちが知られてしまったらどうしよう、嫌われてしまうかもしれない……考え出すと、全部悪い方向に転がっていって涙が止まらなくなってしまった。そして、気づけば夜が明けていたのだ。

「寝不足ですが、いろいろご報告したいです。いまいいですか？」

「わかった。ミーティングルームに行こう」

　常盤さんのあとについて、営業部にあるミーティングルームに向かう。部屋へ入って席に着いて私から切り出した。

「昨日の苑矢木商事の件ですが、デパートの催事場での企画イベントを立案してほしいという依頼でした。客足を伸ばせるような、という条件付きでしたが」

「苑矢木商事だったらどこも使いたがるだろうに、向こうからオファーを出すなんてね。企画の枠組みは天野さんが作って。そのあとはみんなで話し合いながら調整していこう」

　先輩がほしがっているのは、人を惹きつけられるイベント企画だ。だけど、そんなものを私が考えられるだろうか。不安は拭えないけれど、やるしかない。

「僕も協力するから頑張ろうね」

「はい。よろしくお願いします。それと別件でもうひとつ、いいでしょうか」

「いいよ、なに？」

　できるなら、もっと幸せな顔で、言葉で報告をしたかった。常盤さんにも隠しておきたいけど、それはできないこと。だから、覚悟を決めて口を開いた。

「……私、結婚をすることになりました。急な話で申し訳ないですが、半月以内には……」

「ちょ、ちょっと待って。僕はどこから驚けばいい？」

　常盤さんが困惑した顔で私の様子を見つめる。なにか答えないと。

「えっと……」

「ごめん、急だったから本当にびっくりしただけ。おめでとう」

　答えを迷った私にすぐに気づいて言葉を挟んでくれる常盤さんの気遣いが胸に染みる。

「みんなには自分から伝える？」

「そのことですが、ご内密にお願いできないでしょうか」

　常盤さんが探るように私を見る。いままでも結婚を報告していた人はいた。私まで嬉しくて、お菓子を配りまくった。だから、本当はみんなに伝えるべきなのだろうけれど。

「……わかった。僕からも関連部署に釘を刺しておくね」

「よろしくお願いします。それじゃあ、仕事に戻りますね」

　そうして椅子を立った。

　常盤さんは、なにも聞かずにいてくれる。それがどれほどありがたかったか。

　営業部へ戻る途中、スマホにメッセージが届いた。見てみると先輩からで、仕事が終わったら会いたいというものだった。私の両親への挨拶も日程を合わせてくれと頼まれている。両親の休日が重なる今週末くらいがいいだろうか。結婚を急かされていたとはいえ、こんな話を急にされたらびっくりするだろうな。

　本当なら嬉しいはずの報告。だけど、すごく……。




　先輩との結婚が決まったあと、婚約指輪まで買ってもらった。そして、両親への挨拶のために休みを利用して土曜日に先輩と一緒に実家へと戻った。

　慣れた場所だし、あまりかしこまりすぎてもと思って、スーツはやめて大人っぽいフィッシュテールスカートをマネキン買いしてきたのだけれど、新しく買っている時点で気合いが入っている。

　実家まではあっという間に時間が過ぎて緊張を実感する暇もなかったけれど、スーツを着た先輩が両親と顔を合わせている姿を見てようやく、緊張感がこみ上げてくる。

　母は終始嬉しそうにしていたし、父は複雑そうな顔をしていたが、思いのほかあっさりと結婚を認めてくれたので拍子抜けしてしまった。

　先輩が中心に話を進めてくれたお陰だろう。婚姻届は七月七日に出す予定だと、そんな具体的な話までしてくれたし、先輩が真剣に、本当の彼氏のように振る舞ってくれたことが大きかったかもしれない。両親はすっかり先輩のことを気に入ってくれたようだ。

　そうして夕方、先輩の運転する車の助手席に乗って実家をあとにする。先輩がネクタイを緩めてため息をついた。

「お疲れ様です、先輩」

「ん。さすがに緊張したよ」

「無事に終えられてよかったです。私、なにもしてないですけど」

　ちらりと先輩を見る。車が信号で停まると、彼の手が伸びてきて頭をわしゃわしゃと撫でられた。

「わわっ、なにするんですか。髪ボサボサ……」

「あの場面で静夏にうっかり〝先輩〟なんて呼ばれなくてよかったよ」

　瞬間的に顔が熱くなった。な、なんで急に名前で呼んだりするの。

　頬を両手で押さえながら、先輩はどんな顔で名前を呼んだのだろうと見てみれば、いつもとまったく変わらない様子。なにも変わったことがないような素振りだから、私だけが恥ずかしがっているのはちょっとだけ悔しい。

「……先輩は先輩だもん」

　むうっと唇を尖らせて拗ねた。

「結婚する相手をずっと先輩って呼ぶ気か」

「じゃあ……きょ、響也……さん……とか？」

「うん、それがいい」

　それがいい……か。なんか嬉しくなっちゃう。

　えへへ、と気味悪く一人で笑いながら、彼にボサボサにされた髪を直す。

　そういえば両親と話しているとき、少し気になったことがあった。

「先ぱ……じゃない、響也さん。どうして婚姻届の提出日、七月七日なんですか？」

　車が動き出すタイミングで、響也さんが笑った。

「俺がはじめて静夏に声を掛けた日が七月七日だよ。大量の菓子を持ってたな」

　目を見開いた。そうだ、思い出した。私はあのとき、実家から量のお菓子を送ってもらったのが嬉しくて、大学にまで持っていって友達に分けたのだ。

「そんなことを……覚えてたんですか……？」

　私はすっかり忘れていたのに。

「記憶力はいいんだ」

「お菓子を持ってる私が珍しかったんですね？」

「そこにいたからだよ」

　出会いなんてそんなものだ。たまたまそこにいたから声を掛けて、なんとなく繋がりが増えて親しくなる。もしもあの日、私がお菓子を大量に持っていなければ……あるいは彼が気づかなければ、私たちは出会うことさえなかったかもしれない。

「あ、あのね先ぱ……、あ、響也さん」

「毎回間違えるなよ。慣れろ」

　困ったように笑いながら、先輩がやんわりと注意する。何年先輩と呼び続けていると思っているのか。むうっと拗ねながら、いつものトートバッグからお菓子を取り出す。

「指輪、ありがとうございます。ちゃんとお礼言えてなかったから……」

「俺はもうちょっとわがままを言ってくれたほうがよかったよ。静夏が気に入ってるならそれでいいけど」

「それでね、私も先輩に指輪をと思って用意してきました。手、出してください」

「なんで俺に……」

　次の信号で車が停まると、彼の手にお菓子の包みを乗せる。

「…………」

「子どものころから大好きだったんです。おっきな飴の付いた指輪」

　響也さんが沈黙する。言葉を失ってしまっただろうか。だとすれば、きっと嬉しくて言葉が出ないだけだ、と現実から目を背ける。

　本当は、もっと素敵なものをプレゼントしたかった。指輪は無理でもネクタイとかカフリンクスとか、普段使いができるものを。でも、手元に残るものは重たいかなとも思ったのだ。だからお菓子にした。子どもっぽいと思う。だけど、あまり本気で恋人を気取るような真似もしたくなくて、ちょうどいいのかもしれない。

「舌の色が変わらないことだけを願ってるよ」

　彼が、困ったように笑う。この、「しょうがないな」と言いたげな笑顔が、私は昔から好きだった。ほかの人の前ではそんなふうに笑わないと気づいたころから、ずっと。

「でも、ありがとう」

「ちゃんと食べてくださ──」

　腕が伸びてきて、頭を押さえられた。

　なにが起こっているのかわからなくてぽかんとしていると、響也さんの顔が近づいてきて、ゆっくりと唇が触れ合わされる。本当に、ちゅっと触れ合うだけのものだったけれど。

「あ……」

　思わず声を漏らした私に、響也さんが笑った。ドキリとするくらい優しくて、どこか艶めかしい表情で。

　信号が青に変わって車が動き出す。でも、私の思考は停止したままだ。

　……き、キス……された……？　って、キス!?

　頭が真っ白になって、このあと車中で交わした言葉はまったく覚えていなかった。




　実家から東京へ戻ってきたのは二十時前だったが、響也さんが「家へ来ないか」と誘ってくれた。結婚後は、彼の暮らしているマンションに引っ越すことになっているので、いつかは彼の家を訪れることになるのだが、今日だとは思わなくてちょっとびっくりした。

　断る理由も特になくてお邪魔することにしたものの、マンション内に入って私の歩みは亀にさえ負けそうだ。

　立派なマンションの建ち並ぶ、閑静な住宅街。その中のひとつに、彼の暮らす部屋がある。そして、彼の部屋があるマンションに足を踏み入れて言葉だけでなく思考も、感情も無になってしまった。常駐コンシェルジュ。堅牢なセキュリティ。エレベーターホールを照らすのは大きなシャンデリアだ。見上げるとランプパーツがキラキラ光っていて目が眩みそうだ。毛足の長い絨毯を爪先でちょんちょんとつつきながら、アラベスク文様を目で追いかける。エレベーターホールの奥には書架と広そうな部屋がちらりと見えた。エレベーターが到着したので覗き込むことはできなかったが、住人の交流する場所が備えられたマンションがあると聞く。それだろうかと思いながらエレベーターで七階まで上った。

　七階の廊下にも一階と同じ絨毯が敷かれていて、やっぱりふかふかだ。足元の感覚が廊下を歩いているときのそれではない。頭上にはやっぱり豪華なシャンデリアがあって、奥にはゲストルームとパーティールームがあるのだとか。ほかにもジムスペースがあって運動し放題。しかも、フロアごとにあるらしいので、外へ通いに出る必要もなさそうだ。そして、このフロアにもコンシェルジュがいることには驚いた。

「静夏、入って」

「は、はいっ」

　部屋へ通されると、また緊張してしまった。響也さんの暮らしている部屋だから、というのもあるのだが、想像のはるか上をいく広さに言葉が出てこなかった。

　ここ、マンションだよね。ホテルじゃないよね？

　玄関を入ると自動で照明がついてびっくりした。センサーがつけられているのだろうか。それに、玄関だけで私が借りているアパートがすでに半分くらい収まりそうだ。廊下には間接照明が置かれていて、温かみのある光が足元を照らしている。まっすぐ奥の部屋まで続いていたが、途中でいくつか扉を見かけた。なんの部屋だろう、と気になりはしたが、あまりじろじろ見るものでもないかと思って響也さんの後ろをついて歩く。もう、心臓が出てきそうだし、ドキドキしすぎて息苦しい。

　奥の部屋へと続く扉を彼が開いた。促されて入っていくと、すぐ近くにキッチンと、その向かい側にダイニングテーブルが。奥にはリビングルームが見える。右手には扉がふたつ。

　彼は、この空間のどこかで生活をしているはず。そう思うとますます緊張が高まった。

「これ、合い鍵」

　何事もないように、彼が私の手に鍵を持たせる。圧倒されて返事もできない私は、ぺこりと頭を下げる程度の反応しか返せなかった。

「廊下の途中に扉があっただろ。リビング側がバスルーム。玄関側が洗面所。クローゼットはその向かい側」

　後ろを振り返って廊下を見た。場所を確認してこくこくと頷く。

「で、静夏の部屋はここの右側を使って。こっち」

　ふたつあるうちの、扉に近い部屋へと案内される。開かれた扉の奥には、ドレッサーやテーブルなどが配置されている。

「わあっ、素敵。ありがとうございます」

「シンプルなものをなるべく選んだつもりだけど」

「選んでくれたんですか？　響也さんが、私のために……？」

　嬉しくて、つい頬が緩んでしまう。そんな私の顔を見たからなのか、響也さんにまた頭をわしゃわしゃと撫でられた。

「わわっ。もう……犬じゃないんですよ」

「ここはもともと空き部屋だったんだ。だからちょっと埃っぽいかもしれない」

「そんなことないですよ、大丈夫です。入っていいですか？」

「どうぞ」

　遠慮がちに一歩踏み込む。よく見ると、カーテンも可愛らしいデザインを選んでくれているようだ。机もあるし、持ち帰りの仕事があっても大丈夫そう。

「素敵です。ありがとうございます」

「どういたしまして。足りないものは好きに足してくれ」

「はい。あ、せっかくだからお布団新調しようかなぁ」

「布団？」

「アパートから持ってきてもいいかなと思ったんですけど、使い古しを入れるのもなと」

「……ベッドはあえて置かなかったんだけど」

　首を捻った。いろいろと揃えてもらっているけれど、この部屋にはベッドがない。そのことを特段不思議に思わなかったのは、私が普段から床に布団を敷いて寝ているから。

「寝心地的な意味ですか？」

　扉の前に立つ響也さんを振り返って尋ねた。

「一緒でいいかなと思ったんだ」

「？　なにと？」

「俺と」

「なにを？」

「ベッド」

　目をしばたたかせた。不思議に思って響也さんに近づいて顔を上げる。背が高いな、なんて考えながらじっと見つめていると彼が身を屈める。ちゅっと唇が触れ合わされて、思考が止まった。

「なっ、なっ……んでキス……」

「嫌か？」

「い、嫌とか嫌じゃないとかじゃなくて」

「さっきはなにも言わなかった」

「言えなかったんです！　びっくりしちゃって！」

　なんでこのタイミングでキスするの？

　響也さんの表情を窺ってみても、考えていることがさっぱりわからない。

「キスってするものですか？」

「夫婦ならするだろ」

「私たちは、言ってみれば偽装結婚をするんですよ。キスとか必要ないじゃないですか」

　周囲の目を欺くために。煩わしい縁談を避けるために。契約にも近いかもしれない。そんな関係の私たちが、恋人みたいな真似をする必要はないはずだ。こんなことをされたら、だいぶ色褪せてくたびれてしまった私の片思いは、また色を取り戻してしまう。もっと彼を好きになってしまう。

「偽装結婚……な」

「そうですよ。私たちは結婚というものに対して消極的だったでしょ。それでお互い結託することにしたわけで……」

「悪の組織みたいだな」

　茶化すわけではなく、彼は目を伏せてそんなことを言った。

　親にしてみれば実際そうだろう。この結婚が嘘で塗り固められたものなのだから。

「……俺は……」

　彼の腕が私を引き寄せ、抱きしめる。困惑していると、前髪が触れ合って顔を上げた。吐息が混ざり合い、唇が重ねられる。

「んっ……」

「俺はこの関係まで嘘にするつもりはない」

　目を逸らされることなく言われ、ドキリとした。こんなに真剣な顔で言われたら、また勘違いしてしまいそうになる。

「どういう……意味ですか……？」

「そのままの意味だ」

　顔を寄せられ、唇を舐められた。びくっと反応すると、彼の腕が強く私を抱きしめる。

「先輩……」

「響也だ。慣れろって言っただろ」

　熱を帯びるような声が囁く。吐息が触れ合って、鼓動が高鳴った。

　彼の舌先に唇を割られ、ぬるりと口内に舌を差し込まれる。

「んっ……ふ……っ」

　生き物のように蠢く彼の舌は、歯列をなぞって粘膜を舐め上げた。

「んぅっ……、んっふ……」

　くちゅくちゅと水音を立てながら舌を絡め取られ、身体から力が抜けそうだ。

　この行為を、嫌だと思えたらよかった。そうすれば、私は彼を全力で拒めただろう。ひどいことをするとなじることもできたかもしれない。だけど……。

「っは、んっ……んっ」

　なんとか呼吸を継いでも、すぐに彼は唇を塞ぎにくる。まるで、絶対に逃がさないと言わんばかりだ。

「響也……さ……んっ」

「嫌ならもっと拒め」

　ひどいことを言う人だ。ずっと好きで、諦めることさえできなかった人に触れられて、こんなキスまでされて、拒めるはずがない。私は、彼とこういう関係になりたかった。ずっと、隣にいて寄り添い合うような関係になりたかった。

「響也さんは、私とこんなことができるんですか……？」

　唇が離され、荒くなった呼吸を少しでも整えながら彼に尋ねる。けれど。

「できるよ」

　あっさりと答えを返されたあと、唇が重ねられる。服をたくし上げて、裾から手が忍び込んでくる。

「んっ……あ、だめ……」

　彼がキスのその先を望んでいることはわかっている。だからこそ腕を掴んで制止した。

　これ以上先に進んだら絶対に拒めない。私の片思いはまだ終わってない。

「……どうすれば好きな奴を追い出せる？」

　肩口に顔を埋めて、彼が掠れた声で呟いた。

「響也さん……？」

　もしかしたら、彼はいまとても苦しい思いをしているのではないだろうか。

　好きな人を諦める決断というのは、想像するよりずっと苦しい。容易くできるなら、きっとこんな道は選ばなかったはずだ。彼も、私も。

「私は……婚姻届を提出して、表面上だけ夫婦になるのかなって思ってたんです。だからちょっとびっくりしましたけど……」

「うん。……そういう関係でいたほうが、たぶんいいんだろうな」

　そう言いながらも、彼の腕は私を強く抱きしめ続ける。苦しいほど込められた力は、響也さんの決意なのかもしれないと思った。

「無理を要求しすぎた。悪い」

「あ、あの、響也さん」

　離れようとする彼の腕を思わず掴んだ。このまま離れてはいけないような気がしたから。

「わ、私でよければ……あの……」

　もうちょっとさらっと言えたほうが恥ずかしくないだろうし、様にもなったのだろうけれど、私はこんなところでももじもじと決まり悪く口ごもってしまう。

「女性は好きな相手としかできないって言うだろ。無理しなくていいよ」

　額にちゅっとキスをされる。このまま、そうですねと言えば彼は身を引いてくれるだろう。でも、響也さんだっていろんなものを飲み込んで決めたことのはず。

「私……っ、先輩のこと、好きですっ」

「…………」

　勢い余ってなにを口走ったのか。こんな形で好きなんて言うつもりはなかったのに。私の気持ちが彼に伝わるのはまずいのに。ちらりと響也さんを見上げると、なんとも複雑そうな顔をしていた。ああ、やっぱり伝わってしまっただろうか。それでこんな顔を……。

「後輩として、好きな先輩……なんだよな」

「えっ。あ、そ、そうですっ」

　……ひょっとして気づかれてない？

　それはそれで悲しいが、伝わっていないのならばごまかせる。そう思ったのだけれど。

「……せめて名前で呼んでくれよ。頼むから」

　苦しげな声で彼がそんなことを言った。なにかを訴えられているようで、響也さんの顔を覗き込もうとしたが、肩を掴まれ、壁に身体を押しつけられた。両手を押さえられ、唇を重ねられる。

「んんっ……」

　容赦なく舌を差し込まれて、口内が蹂躙される。粘った水音を立てながら舌を絡め取られた。

「ふ……んっ……ん……」

　ブラウスのボタンが外されていく。前を開いて、彼の手が肌を撫でた。

「今日、ずっと思ってたんだ。この服、よく似合ってるなって……」

「本当……ですか？」

　スカートはもちろんだけど、クリーム色のレースブラウスも可愛いと思って選んだ。それを、似合っていると言われたら嬉しくなる。

「俺の……って、……で……たよ」

「えっ？」

　彼の言葉がほとんど聞き取れなかった。聞こえないように、声を潜めたのだろうけれど、聞き逃したくない。でも、彼はなにかを言いたげで、けれど首を左右に振って目を伏せた。

「……なんでもない」

　胸に手をあてがわれ、ゆっくりと揉まれると身体がびくりと反応してしまう。

「響也さん……んっ」

　性急だ。でも、嫌じゃないのは相手が響也さんだからだ。心から結ばれるわけじゃないとわかっていても、好きな人に触れられる喜びは存在する。

「続けていいか……？」

　響也さんの声がかすかに上擦った。これは、生理的な現象……？

　それでも、彼が私に興奮してくれているなら嬉しい。ほんの少しだとしても。

「静夏……？」

　焦れたように、彼が額を擦りつけてくる。まるでねだられているようで、自然と頷くことができた。

「だったら、場所を変えよう」

　そう言って、身体がふわりと浮き上がる。とっさに彼の首筋へ腕を掛けたが、こんなにあっさりと抱き上げられるなんて思ってもみなかった。

　部屋を移され、ベッドへ横たえられる。部屋はシンプルで、ベッドの傍にサイドテーブルがあるだけ。クローゼットはあるのかもしれないが、この瞬間には見つけられなかった。ここが響也さんの部屋かなと視線をさまよわせると、彼が覆い被さってきた。

「静夏、口開けて」

　彼の指が唇に押し当てられ、促されるまま口を開く。唇が重ねられ、ぬるりと舌が差し込まれた。

「んっぅ……ふ、っんん……」

　くちゅくちゅと水音が立つ。その音がやけに反響して耳に届いて、恥ずかしいのに頭がぼうっとするくらい気持ちいい。

　彼の手が白いブラを押し上げる。

「あ……、ま、待って……」

「これ以上は嫌か？」

「嫌というか……」

　触られたことがない。見られたことも当然ない。だから恥ずかしくてたまらないのだ。それをうまく伝えられなくて言葉を探していると、彼が焦れたように私の胸先を擦った。

「ひぁ……あっ……」

「嫌ならもっとわかりやすく抵抗してくれ。止まってやれない」

　耳朶を食まれ、首をすくめた。

「あっ、んっ……」

　耳元を這う舌の感触にぞわぞわとした感覚が湧き上がる。胸の肉粒を摘ままれて、身体がびくっと反応して恥ずかしい。

「やっ……あ、……恥ずかし……」

「可愛いよ、大丈夫」

　落とされる声さえ身体を甘く疼かせる。

　着ているものを脱がされて、露わになっていく自分の身体から目を背けたい。けれど、彼が胸先に吸い付くと、どうしてもそれを目で追いかけてしまう。

「あ、ああっ……」

　こんなに恥ずかしいことをされているのに、全身がどんどん熱くなっていく。気持ちいいかどうかわからないはずなのにビクビクと身体が跳ね上がった。

「響也さ……、あ、んっ……響也さん……っ」

　舌先で粒を捏ねられる感覚が怖い。疼くような鈍い感覚が引きずり出され、それは時として暴れ出したくなるほど焦れったい。そんな波が続くことが怖いのだ。

「静夏、もっと見せて」

　スカートを引き下ろされたあとショーツに手を掛けられ、するりと脱がされてしまう。身体を覆うものがなにもなくなって心細い。恥ずかしくて顔を隠すと、彼の手がそっと私の手を掴んでどけさせた。

「……可愛いな」

　ちゅっと、戯れるようなキスをされる。優しく微笑みかけられて少し安堵した。

　次々と起こる不慣れな出来事に戸惑ったけれど、いま目の前にいるのは私がずっと憧れ続けた人。怖がる必要はない。

　気持ちを落ち着かせるように目を閉じて、ふっと息を吐いた。

「静夏」

　名前を呼ばれてキスをされる。その行動にどんな意味があるのだろう、と彼の動きを目で追いかけた。響也さんが一度身体を離すと、着ている服を脱ぎ始めた。衣擦れの音が耳につく。彼の身体が露わになっていく。その様子から目を離せない。

　広い肩も、程良く鍛えられた体も、息を飲むくらいきれいで喉を上下させる。それが、緊張だったのか期待だったのかはわからない。でも、彼が脱いだ服を邪魔そうにベッドの脇へ落としたあと、目が合って、思った。ああ……嬉しい、と。

「肌が触れ合うほうが、静夏も少しは落ち着くんじゃないかと思ったんだけど」

　そう微笑んで抱きしめてくれた彼は、どこか照れているようにも見えた。

　気遣ってくれたことはわかったけれど、たぶんこれは落ち着いていられない。肌が直接触れ合う。彼の体温が直に伝わってくる。

　背中をそろりと撫でられた。

「っ……あ……」

　羽根が触れるような刺激だったのに、びくんと身体が跳ね上がる。私は恥ずかしくてたまらないのに、響也さんの顔を見れば少し機嫌がよさげに見えた。

　彼の手が背中を伝って下り、腰を撫でる。そのまま下腹部へ流れると、身体をずらして臍のあたりに舌を這わせ始めた。

「あ、あっ……」

　くすぐったい。でも、なんだかぞわぞわする。身体の中心がむずむずするような、熱くなるような不思議な感覚だ。

「響也、さん……」

　彼の頭に手を伸ばし、髪を指に絡める。制止したかったのか、ただ触れたかっただけかはわからない。彼に触れていると、鼓動は高鳴ってしまうけれど、不思議と落ち着いた。

「静夏。もっと、いい？」

　頭では瞬時に意味が理解できなかったが、無意識に頷いていた。思考とは違う場所が彼を求めているのかもしれない。

　返事をした私に彼が視線を向ける。その瞬間見せられた笑みに、きゅうっと胸が疼いた。

　彼の手がゆっくりと下肢へと下っていく。脚の間に滑り込まされ、膝に掛けられると左右に割られた。

「っ……、響也さん……っ」

　慌てて手を伸ばして制止したが、その手は彼に握られてしまう。

　指を絡めて繋がれ、指先にキスをされる。大丈夫だよ、と言われたような気がした。それなら、彼に身を委ねてしまおう。

　深呼吸をすると、彼が脚の間に身体を滑り込ませた。心臓が、バクバクとうるさくなっていく。目を閉じて、見ないようにすればいいのかもしれないが、それはそれでかえって緊張する。だから顔を逸らして横目で見ていると、両脚を持ち上げられて焦った。

「ま、待って響也さ──」

　言い終えるよりも早く、彼が秘部へ顔を寄せる。

「きょ……や……さん……」

　声が震えた。なにをされるのか知っているけどわからない。怖いのとも違う。でも、震えが止まらない。これは──。彼が花芯に唇を寄せた。優しく食まれ、ちゅっと吸われる。

「んっ……あ、あっ……」

　持ち上げられた足先がぴくんと跳ねた。

「痛いことはしないから。声、我慢するなよ」

　響也さんと目が合う。言葉の意味はよくわからないが、言っていることはわかる。こくこくと頷くと、彼は秘所へと目を戻した。ちゅうっと再び肉芽を吸われ、シーツを掴む。

「あ、ああっ……」

　なにかが引きずり出されるような感覚に下肢がくねった。びくびくと足先が勝手に跳ねて止まらない。

「響、也……さ……あ、あんっ……」

　ねっとりとした感触が這う。花芯に絡みついて、柔らかな刺激が与えられた。

「んあっ……あ……だ、め……あ、んっ」

　下腹部のあたりが熱くなっていく。ジンジンと身体を火照らせるような甘い疼きが全身を巡っていくようだ。シーツを握り締めていないと暴れ出しそうなくらい焦れったくて、耐えられないくらい気持ちいい。

「だめ？　本当に？」

　ふっと肉芽に息を吹きかけられた。

「あ、んっあ……あ……」

　それだけでびくびくと身体が跳ねる。こんな感覚、知らない。知らないのはやっぱり怖い。でも、逃げられない……。もっと彼に教えてほしい。

「大丈夫だよ、静夏」

　優しい声に宥められ、心が落ち着いた。

　秘裂を舌がなぞっていく。ぬちぬちと音を立てながら、上下に這わされ媚肉を食まれる。

「響也さ……、あっ、んっ……そんなこと……」

「嫌？」

「恥ずかし……んっ、んっ、あっ」

　花芯を吸われ、ねっとりと舐め上げられる。浮いた足がそのたびにビクビクと震えて、ますます恥ずかしくなった。

「は……あ、んっ……」

　ちゅうっと敏感な芯を強く吸われると、全身に熱が灯る。痛いような感覚があるのに、抗いきれない快感を同時に与えられ、身体が切なく疼いた。

「静夏、気持ちいい？」

「……わかんな……、んっ、んんっ……」

　蜜口に舌を差し入れられる。襞を伸ばすように入り口を刺激する動きに腰が揺らめくと、響也さんが吐息を零した。笑ったのかもしれない。

「響也さん……？」

　なにか変だったのかな、と不安になって彼を見ると、響也さんが首を左右に振った。

「静夏がもっと気持ちよくなったらどんな反応するのか想像したら……ちょっと……」

「ちょっと……？」

「ん。なんでもない」

　そこは言葉を濁さないでほしい。ちょっと、なに……？

　答えを求めるように響也さんに手を伸ばすと、やっぱり手をきゅっと握られた。

「たしかめてみるからいい」

「え……？」

　たしかめるってなにを？

　頭が真っ白になった私に「大丈夫」と笑って見せてはくれたけど、全然大丈夫じゃない。彼はかまわず私の秘部へとまた顔を寄せ、秘孔へ舌を差し入れる。

「んっ、あ……っ」

　中へなにかが入ってくる感覚は不思議だった。圧迫感があるような、でもそこまで苦しくもなくて、むしろ焦れったい。

「んんっ……ふ……」

　前戯ってこういうものなのかな、と思考を少し外へ向けると、彼の指が花芯をくにくにと擦った。

「っ……、あ、あっ、ん……っ」

　敏感な場所を刺激されて、また身体がびくりと跳ねる。それだけならいままでと変わらなかったはずなのに──。

「あっ……んあっ……ふ……」

　蜜口で蠢く舌の感覚が鮮明に伝わってくる。内側を押し開くように差し入れられ、かと思えば入り口をこじ開けるように動かされた。その、〝開かれていく感覚〟が先ほどよりずっと強く感じ取れてしまう。

「んっぅ……あ、なに……あ、っ……ん」

　響也さんがなにかしたのだろうかと思って目を向けると、彼と視線が絡んだ。

「あ……、あぁ、あっ……」

　びくびくと身体が快感に震える。どうしてこんなふうに突然強く刺激を感じるようになったのかわからないが、この感覚はだめだ。気持ちいい……。

「静夏。見たほうが気持ちいいならもっと見てていいよ」

「ち、違……、あ、んんっ……」

　どうしてそんなことがわかってしまうのだろう。

「違わないだろ。一緒に弄ると反応が変わったし、なにをされてるか見えたら……」

　秘部へ口を付けると、彼はジュルッと蜜を啜った。

「っ……あ、や……っ、んんっ……」

「溢れて止まらなくなった」

　ぬちぬちと音を立てながら、蜜孔に舌が差し込まれる。抜き差ししながら花芯を捏ねられると、電流が走るような感覚が走った。

「ああ、あっ……んっ、ふ……あ、ぁっ……」

　その感覚は、下腹部に蓄積されていくように内側に留まっていく。

「あ……あぁっ……響也、さん……なにか……、あ、っんっふ……」

　ピリピリとした強い刺激と、ジンジンと熱くなる鈍い快感が入り交じって目の前が白くなった。

「は……、あっ……やっ、響也さん……あ、ああっ……」

　びくびくと悶えながら、甘く痺れる感覚に捕らわれた。

　身体が仰け反って、全身が強張っていく。下肢に力が入って、爪先が丸まるほど緊張すると、直後に目の前でなにかが弾けた。

「あああぁっ……あ、……はっ、んっぅ……！」

　全身がガクガクと痙攣する。身体が、壊れてしまったかと思うほど自制をなくしてみっともないくらいじたばたと暴れた。

「きょう、や……さん……あ、あっ……」

　それでも彼は愛撫を止めることなく、敏感な芯を強く吸った。

「あああっ……、あ、は、んあっ……」

　これ以上続けられたらおかしくなりそうだ。それでも、拒む言葉がひとつも音にならない。だらしなく口を開いたまま、甘ったるく高い声が零れる。

「中、触るぞ」

　それだけを断って、彼が蜜孔へと指を押し込んだ。

「んっ、ああ……あ、あっ……」

　ぬぷぬぷと膣壁をこじ開けて、異物が侵入してくる。達したせいか、ぎゅうぎゅうと彼の指を締めつけていることがわかった。

「きついな……苦しくないか？」

　花芯を捏ねながら、さらに隘路を押し広げられる。

「っは……あ、あっ……」

　圧迫感に眦から涙が零れた。中を擦られると、腰がびくっと大きく跳ね上がる。ある場所を触られると、身を捩って逃げ出そうとしてしまうくらいの強い感覚が与えられた。

「ふっ……ぅ……あ、んっああっ……」

「痛くないか……？　静夏……？」

　心配そうな声が聞こえて、なんとか返事をしなければと思って彼を見る。

「あ……っ、あんっ……あっは……んんっ……ああ、あぁっ……」

　でも、返事なんてできなかった。ぬちゅぬちゅと中で指が蠢いて気持ちいい。私が強く反応する場所を、響也さんは狙って押したり、擦ったりしているのだろう。

　逃げ出したくて身を捩ったからか、いつの間にか背を向けるように反されてしまっている。

「大丈夫そうだな……なら、もう少し……」

　後ろから覆い被さられ、耳を舐められた。

「んあっ……、あっ……」

「静夏。腰、上げて」

　甘く蕩けそうな声と、彼の腕に捕まえられて腰を高く持ち上げる。

「あ……っ、あ、あっ……」

　先ほどより深く指が入り込んできた。膣壁がぐっと押され、耐えきれずに顔を伏せた。

「んふ……っぅ……んんっ……あ、ああっ……」

　内壁の、ざらつく場所を擦られると声が止まらなくなる。じりじりとした快感を伴って、またなにかに追い立てられていく。

「指、増やすぞ」

　耳元に吐息混じりの声が落ちる。それを合図にするように、蜜孔から指が押し込まれた。

「っふ……ぅ、あ、ああっ……」

　先ほどとは比べものにならないくらいの圧迫感に、意識が遠くなる。

　ぐちゅりと内壁を押される感覚に腰が抜けそうなほどの刺激を感じ、逃げようと腰を揺らめかせた。

「あっ……、んっあ、あっ……」

「そんなにイイ？」

　くすりと笑うような声に、恥ずかしくなる。気持ちいいけど、それを認めたらすごくはしたないのではないだろうか。

「ち……違……、んあっ……、あ、んくっ……ふ、ぅ……」

　首を横に振れば、彼は内側の弱い場所をぐっと強く押し上げる。そのまま擦ってぐちゅぐちゅと音を立てられた。

「あっ……や、音……あ、は……んっ……」

「音が嫌？　だったら、ほかはイイ？」

「違……の……、あ、あっ……く……あ、あっ……」

　そんなの屁理屈だとか、ちゃんと話をさせてほしいとか、言いたいことはいろいろあるのに、快感が強すぎてなにも言い返せない。

「……静夏。こっち向いて」

　顔を強引に後ろへ向けられると、唇が重なる。

「んっぅ……、ん、ふ……んんっ……」

　舌を差し入れて絡められ、呼吸を奪われた。それだけでも苦しいのに、さらに指が増やされて膣内を侵入してくる。

「ああぁっ……、あっん……っ……ふ……あ、っきょう、や……あぁっん……」

　隘路を開かれると痛みは感じる。だけど、それ以上に膣壁を擦られる感覚が好きだ。頭はおかしくなりそうだし、内腿を伝っていく雫の感覚は歓待しがたいけれど──。

「響、也……さ……あっ、ああっ……はっ、んっ……」

「痛くないか……？　三本はかなりきついと思ったけど……」

　うなじにねっとりとした感触が這う。そのまま背中を舐められると、蜜口がきゅっと締まったのがわかった。

「あ……っ」

「よさそうだな……」

　内側で彼の指がバラバラに蠢く。不規則なその動きは私の弱い場所を避けているようだ。

「んんっ……、あ、っあ……響也さん……」

　刺激が足りなくて、焦れて腰を揺らした。もっと強くしてほしい。もっと、ぐちゃぐちゃにされてもいい……。

「静夏の好きな場所、ここだよ」

　腰を掴まれ、敏感な場所を指で押し上げられる。

「っ……あ、ああっ……、あ……」

　息が詰まるほどの圧迫感と、強く内壁を擦られる感覚に逃げ出したくなった。手足を藻掻かせ、頭の先まで突き抜けるような深い快感は、私ではどうすることもできない。熱を逃がすことも、気持ちいいとすべてを受け入れることも難しくて、ただ逃れようと足掻く。

「逃げないで、静夏」

　切なげな声で響也さんが囁いた。彼を振り返ってみれば、顔を寄せられ唇が重なる。

「んふ……っぅ……んっ」

　腰を掴んでいた手が前へ回され、彼の指先が敏感に膨らむ芽を捉えた。

「っ……響也さ……待っ……、あ、ああっ、あ、あっん！」

　きゅうっと摘ままれて下肢がぶるぶる震える。また、高みへと押し上げられるのだろうと想像すると、期待に胸が膨らんだ。それと同時に、内側が勝手にきゅっと締まる。

「んあっ……あっ……」

「気持ちいい……？」

　耳を舐められながら、彼の声が鼓膜を震わせる。ぞくぞくと背筋や下腹部にきゅうっと甘い疼きが走って、また彼の指を締めつけてしまう。

「もっとよくなって、静夏」

　指の腹で肉芽を擦られ、シーツをぎゅっと掴む。また、あの感覚が来る。なにかが弾けるような、『気持ちいい』のその先。

「あぁっ……、あ、ああっ……きょ、や……さ、あ、ああっ……んっふ……」

　身体をくねらせながら、無意識に自ら腰を揺らしながらねだる。

「静夏、そんなにイイ？」

　花芯を擦っていた指が止められた。

「あ……、っ、や、響也……さん……っ」

　懇願するように彼を見ると、すぐにまた肉芽に刺激が加えられる。

「あああぁっ……、あっ……んっ……」

「いまの顔、かなりグっときた……」

　さっきから、耳元に落とされる声が熱っぽい。吐息混じりに甘く囁かれて混乱してしまう。だれにでもそんなふうに囁くのかな……とか、私だけだったらいいな……とか、一瞬で脳裏に浮かんでは消えていく感情だ。

　ぐちゅぐちゅと弱い場所を弄られ、敏感に膨らむ花芯を刺激される。じりじりと追い詰められて、髪が乱れるほど頭を左右に振る。おかしくなる。焦れったくて、気持ちよすぎて、全身に力が入っていく。

「ふ……あ、ああっ……んっ、く……」

「……イっていいよ」

　頭の中に直接届けられるような声にぞくりと身体が震えた。

　ぬちゅぬちゅと指を抜き差しされ、追い立てられるとまた抗いがたい快感に飲み込まれていく。目の前で、膨らんだ風船が弾けたような衝撃が走り、緊張が一気に爆発する。

「響也さ、……あ、ああっ……あ、んっ！」

　がくがくと足も腰も跳ねて脱力すると、そのまま私の身体はベッドにぐったりと沈んだ。もう、指一本も動かせない。

「よかったよ、静夏」

　身体を仰向けに反されると、キスをされた。ちゅっと唇を食んで、身体をそろりと撫でられる。その刺激だけでまた、身体がびくりと跳ね上がった。

　好きな人に触れられるって、こんなに気持ちいいんだ……。響也さんに、少しでも好きになってもらえないかな。そうしたら彼だってちょっとくらいは気持ちよく──。

「……今日はこのまま、ここで休め」

　ぼんやりと彼を見つめながら頷いた。

　あれ……響也さんは気持ちよくなれたのかな……。最後まで……してない……よ？

　そんなことを考えたけれど、意識が飲まれるように眠りへ落ちてしまった。




　ゴロゴロと寝返りを打つ。いつもよりふかふかしていてなんだか気持ちいい。

　ごろんと転がると、今度はだれかにぐいっと引き寄せられた。

「落ちるぞ」

「んー……？」

　ぼんやりとした頭で逆方向へ寝返りを打つ。膝がある。……膝？

　寝ぼけ眼を擦りながらむくりと起き上がると、響也さんがいた。

「あ……先輩。おはようございます」

「響也」

　そういえば名前で呼べと言われていたんだった。頭が働いていないせいでつい癖が出てしまった。いけないいけない、なんてぼうっとしたまま、布団から抜け出す。

「…………」

　すると、響也さんがじっと私を見つめる。主に胸元あたりを。そこでようやく自分の姿を見下ろした。

「ひっ……ひゃああっ！　すみませんお見苦しいものを！」

　慌てて布団を被って背中を向ける。寝ぼけていたとはいえ、なんてものを見せてしまったのか。というか、見られた！　いや、見せたのは私……もう、どっちでもいい。顔が熱すぎてちょっと布団から抜け出せそうにない。

「シャワー、空いてるから使えよ。そのあとは昼飯にするぞ」

「お昼？　いま何時ですか？」

「十三時」

　がくりとうなだれた。朝は本当に、得意じゃない。休みの日は一日ゴロゴロしているし、アラームをかけないと起きられない。平日は毎朝どたばたして出勤をするのだ。

　この寝坊癖はどうにかしないとと思っているのだけれど。

「朝ご飯食べ損ねちゃった……」

「そこかよ」

「私にとっては大事なことです」

「いいからこれ着てシャワー浴びてこい。なにか作っておくから」

「はぁい……」

　頭から掛けられたシャツに袖を通したあと、とぼとぼとベッドを下りてバスルームに向かう。お腹は減ったし、お泊まりはしちゃうし、寝坊までした。いまのところ、いいところが全然ない。寝ている間に彼を蹴っ飛ばしたりしていなかっただろうか。寝相の善し悪しは自分ではわからない。

　脱衣所でシャツを脱ごうとして気づいた。

「これ、響也さんの……」

　全然サイズの合わない大きなシャツを着ていたみたいだ。これがいわゆる彼シャツというやつだろうか。……彼氏ではないけれども。それにしても、だ。

　シャツを脱いで、脱衣所の鏡で自分の姿を見た。お腹がぷよぷよしている。腕もたぷたぷしているような……。足は昔から肉付きがよかったけれど、最近はますます……。

　食べすぎかなぁ……。

　響也さんは、私の裸を見ても平気な顔をしていた。それどころか、興味もなさそうだった。あくまでも経験の乏しい私の想像だけど、裸の女を見たらもうちょっとこう……なにか反応を示してくれるんじゃないかと思ったりもする。

　それに、昨夜だって最後までしていないはずだ。それって普通のこと……ではないはず。

　そういうものなのかな、と思いながら、ぷにっとお腹の肉を摘まんで絶望する。

　摘まめるお腹、だいぶまずい。

「これじゃあ、反応のしようもない……よね」

　響也さんが昨夜最後までしなかったのは、やっぱり感情がないとできないから……なのかな。なにも、感じてもらえなかったってことだよね……。

　しょんぼりと肩を落としながらシャワーを浴びて、真新しい下着を身につけて響也さんのシャツをもう一度被った。そこで首を捻る。真新しい下着？

　洗面道具なら持ち歩いているけれど、下着を持ち歩くことはない。せいぜいストッキングくらいだ。では、この下着はどこからやってきたのだろうか。

　脱衣所で、被ったシャツをぺらっと捲ってみた。

「静夏、着替えだけど……」

　その直後、扉がノックされて彼の声が聞こえた。

「ひぃいい！　開けちゃだめですよ！　絶対ですよ！」

「開けないけど……サイズは大丈夫だったかと思って」

「サイズ……」

　すると響也さんが扉の向こうで咳払いをする。

「大丈夫ならいいんだ。終わったら出てこいよ」

　どっと汗が噴き出す。いまの話からするに、この真新しい下着は響也さんが準備をしてくれたのだろう。可能性としては買いに行ってくれた……。

　膝を抱えてその場にしゃがみ込む。

　先輩に下着買わせちゃった……先輩に下着買わせちゃった……！

　もう、ここから動きたくない。どんな顔をして会えばいいのかわからない。

「消えたい……恥ずかしいよぉ……」

　とはいえ、ここに居座るわけにもいかず、のろのろとバスルームを出た。

　リビングへ戻ると、キッチンに響也さんが立っている。

「お風呂……ありがとうございました……」

　壁に隠れてごにょごにょとお礼を言う。

「ああ。そこ、座って」

　ダイニングテーブルを示されて、とぼとぼと席に着く。しばらくして出てきたのは、お皿に山盛りにされた焼きそばだった。

「焼きそば……」

「嫌いだったか？　昔、学食で大盛りを食べてた記憶があったんだけど」

「大好きです。大学の食堂って、追加で薄焼き卵をかけてもらえたんですよね。それにケチャップとマヨネーズをかけて、カロリーお化けにしてから食べるのが大好きでした」

「あー、じゃあそうやって食べる？」

「いいんですか？　ぜひ……あ、いえ、やっぱりやめます」

　お腹のお肉がたいそうまずいことになっているのを忘れていた。

「いいのか？　遠慮ならするなよ」

「遠慮じゃないです。乙女心です」

「？　まあ、いいいけど」

　響也さんが向かい側に腰を下ろし、手を合わせて食べ始める。

　こうしていると、学生のころを思い出す。彼とは時間が合えばいつも一緒にいて、食堂によく通った。昔から食いしん坊だった私は、ひたすらご飯を食べていたのだ。そんな私を彼はなにも言わずに、でもちょっと笑いながら見ていたっけ。

「私、焼きそばが大好きです」

「うん。焼きそばしかメニューを知らないんじゃないかと、昔は本気で心配した」

　カレーもうどんもあるぞ、と言われるくらい、焼きそばを食べまくっていた。

「学食で出してくれる焼きそばって、地元の夏祭りで出る屋台の味に似てたんです」

「夏祭り？」

「はい。イカ焼きとか、あんず飴とか食べ歩いたあとの、締めの焼きそばが最高でした」

「腹一杯になりそうだな」

「響也さんは？　屋台ではどんなものが好きでしたか？」

　身を乗り出して聞いてみた。彼の子どものころの話ってあんまり聞いたことがない。

「俺はそういうものに縁がなかったよ。基本的に勉強をしろって言われるし、夜も出歩けなかった。親父が厳しかったからな」

　あ……。これはまずいことを聞いてしまった。

「……ああ、でも、一度だけ屋台を覗いたことがある」

「どんな屋台ですか？」

「通りがかっただけだからわからないんだ。鳥とうさぎが並んでたような気がする」

　そんなお店ってあったっけ。

　考えながら、焼きそばを頬張る。すると彼がキャベツをひょいと私のお皿へ移した。

「なんでキャベツなんですか」

「なんとなく。静夏の皿は野菜が少なかったなと思って」

「じゃあ響也さんにはタマネギをあげます」

「自分の嫌いなものを押しつけるな」

　彼と笑いながら食事をするのは本当に久しぶりだ。昔に戻ったようで、胸がやっぱりときめいてざわめく。食べているとき、彼は伏し目がちであまり顔を上げない。目を見て話すときは食事の手を止める。私の好きなおかずはだいたい少し分けてくれるし、私が嫌いなものは率先して取ってくれた。そんなひとつひとつが大好きだった。

　食事を終えて彼と二人、キッチンに並んで後片付けをする。こんな未来をまったく夢見なかったわけじゃない。夢が叶ったと言えばそのとおりだけれど、私が想像したのはもう少し違う姿だ。寂しいけれど、彼の気持ちに比べたら私はずっと幸せなはずだ。好きな人と一緒にいられるのだから。でも、どうしてだろう。胸がチクチクと痛い。

「静夏。あとで婚姻届を書いてくれないか」

　隣でお皿を洗いながら、響也さんが言った。

　ああ……そっか。もうすぐ私たちは正式に夫婦となるのだ。想いを交わし合うこともなく、ただ書類にサインをするだけで成立する、手軽なのに大事な契約。

「はい……。間違えないように気をつけますね」

「それが終わったら静夏の家に荷物を取りに行こう」

「今日……ですか？」

「うん。一緒に暮らすなら早いほうがいいだろ」

　これからずっと彼と暮らし、いろいろなことを経験していくのだろう。未来に胸を膨らませるはずの一歩目が、ひどく重たい。

　仮初めの愛情を育てながら、私たちは行き場のない思いを抱え続けるのだ。

　実らなかった初恋。彼の、忘れられない深い愛。

　本当にこれでいいのかな……。響也さんは後悔しないだろうか。

　洗ったお皿をじっと見つめていると、肩を抱かれた。彼の顔がゆっくりと近づけられキスをされる。こんな行為でさえ、夫婦になるための偽装……なのだろうか。

　喜んでしまう私はひどく浅ましい気がする。彼はただ、困っているだけなのに。

「それと、結婚指輪も見に行きたい」

「指輪なら買ってもらいましたよ？」

「それとは別。こういったことはちゃんとしておかないと」

　偽装がばれちゃう……かな。すごく贅沢な気もするけれど、ここは従うべきだろうか。

「では……よろしくお願いします」

「うん。静夏の気に入るものを選ぼう」

　笑いかけられて、大きく頷く。

　こんなふうに言われたら、やっぱり嬉しくなる。好きな人と同じ指輪をはめるというのは、すごく特別に思えてしまう。

　毎日つけられたらいいけど……でもしばらくは秘密にしておいたほうがいいだろう。せめて、今回の苑矢木商事の仕事が終わるまでは。

「あの……響也さん。お願いがあるんですけど」

「なに？」

「……結婚のことは、しばらく内緒にしててもいいですか。急なことだったので……それに仕事のこともありますし」

「ああ……そうだな……。静夏がそうしたいなら、かまわないよ」

　思案した彼の表情に、一瞬陰が落ちた気がした。なにか、彼の意図とは違ったことを言ってしまったかな。でも、電撃婚が珍しいわけではないかもしれないが、いまの私にはあまりよくないように思えた。相手が先輩とはいえ取引先の副社長となれば、なにを言われるかわからない。私はともかく、彼が評判を落とすようなことになるのは避けたかった。

「ありがとうございます」

「いいや。いろいろと思うことがあるのは、お互い同じだろ。なんでも話してくれ」

「はい。……響也さん。これからよろしくお願いします」

「こちらこそ」

　嘘をついて、彼を好きじゃない振りを続ける。

　そうして私はその日から彼の家で暮らすことになり、七月七日。婚姻届を提出した。







三








「進捗はどう？」

「……頭がパンクしそうです」

　苑矢木商事から出された依頼に苦戦する私に、常盤さんが苦笑いを浮かべた。

　机に突っ伏す。多くの人が興味を持ってもらえる企画なんてそうそう思いつかない。

「そういえば、この間ちょっと話題になったんです。常盤さん、お祭りとか行きます？」

「ああ、うん。子どものころや若いときはね、それなりに」

「だったら、鳥とかうさぎの並ぶ屋台ってなにか心当たりないですか？」

　二人揃って首を捻った。響也さんはいったいどんな屋台を見たのだろうか。

「カステラとかかな。キャラクターならありそうじゃない？」

「ちらっと見ただけで判別できたみたいなので、たぶん違うかと」

　常盤さんがスマホを取り出してあれこれと検索を始めた。違うな、なんて言いながら気づけば隣の空いた席に座っている。

「……あ、これじゃないかな？」

　画面が差し出され、覗き込む。

「あっ、飴細工！　なるほど、ありましたね」

　そっか。響也さんは飴細工のお店を見たのか。

「夏祭りって、楽しかったですよね。子どものころは特にワクワクしました」

「お小遣いを握り締めてくじ引きしたなぁ。地元の大人が頑張ってくれてた」

「うちもそんな感じでした。小さなお祭りだけど、浴衣を着て出かけて……」

　常盤さんと顔を見合わせる。

「……苑矢木商事のデパートって、屋上使えるかな」

「確認してみます。だめなら催事場でできる範囲のものを。企画書が捗る！　嬉しい！」

　足をパタパタさせてパソコンの画面に向かう。

　夏祭りとしてはいい時期になるだろう。宣伝もちゃんとしておけば休日に屋台を目当てに来てくれる人もいるはずだ。

　屋台のメインはやはり飴細工だ。職人さんを呼んで実演販売をしてもらいたい。催事スペースでできる範囲のものをやるのももちろんいいけれど、夏の空気感は大事だ。屋上を使えたら、催事スペースには浴衣のレンタルスペースと更衣室を置かせてもらおう。

　響也さんにも楽しんでもらいたいな……。

　ただ一人を楽しませたいと心から思う。縁がなかったと言った彼が、少しでも楽しいと感じてくれると嬉しい。

「よし、これで……」

　猛スピードで仕上げた企画書を常盤さんに提出する。配置や内容はもっと煮詰めていく必要はあるものの、先方が了承をすれば進めていいと承認を出してもらえた。

　あとは響也さんに見てもらうだけだ。

　彼にメッセージを送ってアポを取れるか尋ねてみると、残念ながらいまは出先らしい。帰ってから話を聞くと返信があり、企画書は持ち帰ることになった。

　うまくいくといいな……。

　ワクワクしながら、その日はいつもより早めに退社した。




　婚姻届を出して一緒に暮らし始めてからは、夕飯は私の当番になっていた。

　私は、食べることは大好きだけれど作るのは大の苦手だ。何度か挑戦してみたけれど、お世辞にも美味しいとは言えないものができてしまう。両親の顔が引きつっていたことは、いまでも忘れられないトラウマだ。そんなものを響也さんに出せるはずがない。彼の引きつった顔を見たら、たぶん二度と料理なんかするものかと決意をしてしまうだろう。

　だから、今日もスーパーでお惣菜を買う。コロッケにからあげ、ポテトサラダ……どれも作るのは面倒と言われるものばかりだ。これをお皿に盛り付ければ見栄えはよくなるはず。そう思って、買い物袋を提げて家へ帰った。玄関を開けて、部屋に目を向ける。響也さんはまだ帰っていないようだ。

　キッチンへ向かい、買ってきた惣菜を出す。そのあとは響也さんが帰ってくるまで企画書を見直しておこうと思って鞄を手にソファへ座った。

　彼は、どんな反応をするだろう。許可は下りるかな。屋上を使うのは現実的じゃないかもしれない。そうなったらまたアイデアを出し直すしかない。

「目がしょぼしょぼする……」

　瞬きを繰り返した。ここのところ、苑矢木商事の企画がうまく進まなくて、一日中パソコン画面を見ている。そのうえ、家ではいつの間にか寝室が同じになってしまっていて、夜は響也さんが隣にいる状態だ。そんな状況でぐっすり眠れるはずもなく……。

　ぽてんとソファに横になる。ちょっとだけ……。目を閉じるだけ……。

　響也さんが帰ってきたら物音がするからわかるはず。そう思って瞼を下ろした。




「──夏」

　響也さんの声がする。でも、眠くて起きられない。瞼が重たい。

「静夏、起きろ。こんなところで寝るな」

「んー……」

　ごろんと寝返りを打ちかけると、腕をぐいと引っ張られた。

「だから、落ちるぞ」

　落ちたら痛くて目が覚めるんじゃないだろうか。というか、響也さんが帰ってきたのかな。だったら起きなきゃ……。

「んー、響也……さん……」

　おかえりなさい。

　そう口にしたつもりだったのに、なんだかふにゃふにゃ言っただけのような気がする。

「……人の気も知らないで……」

　むすっとしたような声に、そうだよねとまどろむ意識では頷いた。仕事から疲れて帰ってきた人を前に、いつまでも起きられない私は全然だめだめだ。

「静夏」

　ぐっと身体に重さが加わった。かと思うと、耳朶をねっとりと舐め上げられる。

「んっ……」

「起きろ。どうなっても知らないぞ」

　服の中に手を入れられたが、もぞもぞとしか動かなかった。

「んー……うん……」

　曖昧な返事をする。すると、服のボタンがぷつぷつと外されていく。

「ん……、響也さん……？」

　さすがに目を開けたが、彼の手は容易に私の服を脱がせ、ブラまで外してしまう。

「ま、待って……響也さん……、んっ……」

　意識が次第にはっきりしてきて、とっさに彼を制止する。けれど、彼はかまわず胸元に顔を寄せ、胸先を食まれた。こりこりと舌先で肉粒を尖らせられていく。

「響也さん……あ、っや、んっ……」

　スカートのホックが外され、ショーツごと引き下ろされた。身体を覆うものがすべて取り払われ、恥ずかしさに両手で顔を覆うと、彼に手を取られて顔を近づけられる。

「痛かったら言って」

　吐息が触れ合うほどの距離で囁かれ、つぷりと膣口に指が押し込まれた。

「っ……あ、ああっ……は、んっあ……」

　中を掻き回され、ぐちゅぐちゅと水音が立つ。

「ああぁっ……あっ、んっ……響、也さ……あ、あっ、あっんっ」

「もうこんなに……可愛いな、静夏」

「響也さん……、んっ、んっぅ……ふ……」

　さらに指が増やされ、圧迫感が増して苦しいけれど、それよりも膣内を弄る質量が増したことに高揚した。

「平気か……？」

　ぬちゅぬちゅと音を立てられて、敏感な場所を弄られる。ぐっと押し上げられると、腰が勝手に浮いてしまう。

「うん……、んっあ……、あっ……」

「静夏……もっと感じて」

　言いながら、さらに指が増やされた。

「あぁっ、んっ……」

　きつく窄まる蜜口を押し広げられていく。ぐちゅ、ぐちゅと中を掻き回されながら、びくんびくんと身体を跳ねさせる私を、響也さんがじっと見下ろす。

「こんなに俺の指を咥えて感じてる静夏は、本当に可愛いな……」

　顔を近づけられ、吐息が混ざり合う。唇が重なって呼吸を奪われると、膣壁のざらついた場所を強く擦られた。

「んっふ……、ぅ、んんっ……んっ、……はっ……あっ」

　刺激で身体が跳ね上がる。もっと強く、深い場所を求めるように揺らめかせてしまう。

「イけそう……？」

　花芯を指で擦られた。内側から敏感にされ、すでに硬く立ち上がったそこは、小さな刺激でも大きな快感をもたらす。

「あああっ……、あ、ああっ……や、っん、ああっ」

　きゅうっと彼の指を締めつけながら、一度覚えてしまった大きな絶頂を身体が求める。

「やっ……あ、ああっ……イっちゃ……、あ、ああっ……」

　その瞬間の訪れをまだ怖く思いながらも、期待に胸が膨らむ。彼の指が肉芽をくにくにと擦って追い立ててくると、内壁もさらに感度を増した。

　締めつける肉壁を押し開くように彼が擦り、ぬちゅりと抜き差しする。

「あ、あ、……ああっ……んっ、く……ふ……」

「静夏……そのままイって見せて……」

　甘い声に誘われるように、下腹部が疼いた。はしたなく腰を揺らすと、彼の指がさらに激しく花芯と膣壁を擦る。

「あ、あっ……ああっ……」

「もっと感じたほうがいい？」

　いたずらっぽく笑いながら、響也さんが胸元にちゅっと吸い付く。乳房を舐められ、そのまま先端の肉粒を吸い上げられた。

「ひぁ……、あ、……ああっ、んっ……！」

　敏感な場所を一度に責められ、全身の感覚が増していく。肌を辿って唇を寄せる響也さんの、かすかな吐息にさえ身体が甘く疼いて激しく腰が揺れた。下肢が強張り、絶頂の波が迫ってくる。

「静夏……」

　うっとりと名前を呼ばれて響也さんに目を向けると、彼がじっとこちらを見つめていた。その熱っぽい視線にまた、身体が疼いて彼の指を締めつける。

　ぐちゅぐちゅと中を掻き回されながら、花芯が指でピンッと弾かれた。

「あ……あ、あああっ！」

　電流が流れるような衝撃が走ったあと、ガクンと力が抜けて身体が跳ねる。びくびくと魚のようにのたうって、肉壁を押し上げられるたびに彼の指を締めつけてしまう。

　強すぎる快感に眦から生理的な涙がぽろぽろと零れ、けだるさが押し寄せた。

「あ……っ、あぁ……」

「平気か……？」

　指を抜いて、彼が心配そうに私を覗き込む。でも恥ずかしくて彼の顔を直視できなくて視線を逸らした。一番恥ずかしい瞬間を見られていたなんて、考えるだけで消えたくなる。

「……はい……」

　自分でも聞こえないくらいの声で頷いて彼に目を戻した。今度は彼が視線を逸らす。

　ああ……視線を逸らされると悲しい……。私、いまひどいことしちゃったよね……。

「あ、あの……響也さん……」

「うん？」

　だけど、響也さんはいつもと変わらない様子ですぐに私へ視線を戻してくれる。優しい眼差しを見て、胸が温かくなった。やっぱり、見つめられると嬉しい……。

「あの……寝ちゃっててごめんなさい。それと……お帰りなさい……」

「うん……ただいま」

　いまする挨拶ではないかもしれないが、ちゃんと『お帰りなさい』と伝えたかった。なにより、この色めいた空気感を漂わせ続けるよりいいかなと思った。だけど、彼はそうは思わなかったようだ。

「静夏……続けていい？」

「続け……て……？」

　言われた言葉の意味を理解しようとしていると、身体がふわりと浮き上がった。

「きょ、響也さん……！」

「これ以上先に進むのは嫌か？」

　額にちゅっとキスをされる。これ以上先……ということは、つまり最後までってこと？

　冷静に考えていたつもりだが、理解した途端心臓がバクバクとうるさく鳴り始めた。きょ……響也さんと……し、ちゃうの……？

　そう考えるほど、耳の内側にはドキドキとした心臓の音しか聞こえなくなったし、息もうまくできなくなっていく。

　寝室まで運ばれると、ベッドに横たえられた。手が、少し震えている。

　嬉しい……どうしよう……でも……うまくできるかな……響也さんと……。

　支離滅裂にそんなことを考えていると、彼が着ているものをすべて取り去って、覆い被さってきた。

「これ以上……って……」

「夫婦になったんだ。おかしなことはなにもない」

　一応確認をしてみるが、当然だというように響也さんが返事をする。

「そっ、そうかもしれませんけど……」

　お互いの気持ちが別々の方向を向いているのに、関係を進めてしまっていいのだろうか。そんなことを思うのに、心のどこかで期待もしてしまっている。

「響也さんは……いいんですか。好きな人が──、んっ、ふ……」

　唇を塞がれた。深く舌を差し込まれて、呼吸ができない。

「んっ、んっぅ……、ふ……んく……」

「静夏の気持ちは大事にする。嫌なら断ってくれていい」

「響也さんの気持ちだって大事にしないと……っ、あ、あっん……」

　言いかけた言葉がまた遮られた。胸先を指で擦られ、腰が揺らめく。

「それ、だめ……」

「だめじゃないだろ。ほら、もっと……」

　膝を割って脚の間に身体を滑り込まされたあと、腰を引き寄せられる。すると、秘所に硬いものがまた押しつけられた。

「響也さん……、あの……」

「俺は、静夏を抱きたいよ」

　きゅうっと甘く疼いたのは、私の心だったのか、あるいは身体だったのか。わからないけれど、彼がにやりと笑みを浮かべた。

「さっきより溢れてきた……静夏はこのままでいい？」

　意地悪な言葉に目をぎゅっと瞑る。私だって夢を見た。響也さんと結ばれる夢を。だけど、こんな状況で頷いたらとてもはしたない気がする。

「だって……、こんなこと……」

「嫌か、嫌じゃないかだ」

　彼が腰をわずかに揺らした。

「ふ……っ……あっ……」

　ぬるりと滑る熱い感触に、秘裂が期待に震える。

「静夏。嫌なら俺の手を振りほどいて。嫌じゃないなら握って」

　まっすぐ真剣な眼差しを向けられ、息を飲んだ。指を絡ませて手を繋がれる。

　嫌か、嫌じゃないか……。

「響也さんは本当に嫌じゃない……？」

「嫌じゃない。むしろ……」

　そっと目を伏せて、耳元に声を落とされた。

「もう限界だよ」

　掠れるような切なげな声に、喉が上下する。

　男性にとって、この状況はたしかにつらいのかもしれない。私だって、本当はこの先を望んでいるはずだ。ここまで許しておいて、いまさら貞淑ぶるのも白々しいだろう。

　きゅっと彼の手を握り返した。

「……うん。ありがとう」

　優しいキスに涙が零れそうになる。お互いに望んだ形ではないけれど、こういう夫婦の形があってもいいのかもしれない。

　響也さんが一度身体を離すと、ベッドサイドのテーブルから避妊具を取り出す。それを身につけたあと、再び覆い被さった。

「響也さん……私……」

「力抜いてて」

　蜜口に熱く硬いものが押しつけられる。彼が腰を落とすと、入り口をこじ開けた。

「っ……ぅ……んんっ……」

　ヒリヒリと灼けるような痛みに眉根を寄せる。痛いものだと聞いてはいたけれど、こんなにもつらいとは思わなかった。

「つらくないか？」

「ん……大丈夫……です……」

　でも腰は引けてしまう。できるなら逃げ出したい。だけど、彼の手が腰を掴んだ。

「ゆっくりするから」

　キスをされると少しだけ落ち着くけれど、痛みが消えるわけではない。ゆっくりと隘路を押し広げられ、身体はますます強張っていく。

「静夏、俺を見て」

　目を合わせると、彼が微笑みかけてくれる。私も笑い返すと、髪を撫でられ、額や瞼、唇にキスをたくさんしてくれた。それだけで幸せな気持ちになれる。

　ぬぷ、ぬぷと様子を窺いながら進められ、彼の手を握りながら痛みを越えた。果てしないほど長い時間にも思えたけれど、最後まで彼を受け入れられたことに安堵し、視界がわずかに歪んだ。

「ありがとう……」

　ぎゅっと抱きしめられて、そんなことを言われたら泣いてしまいそうになる。

「響也さん……あの、続けてください……大丈夫なので」

「いいのか？」

　こくりと頷いた。響也さんが私を気遣ってくれていることはわかる。だけど、私だって彼に無理をしてほしいわけじゃない。

「つらかったら教えて」

　そっと彼の指が頬を撫でたあと、ゆっくりと揺すり上げられた。

「んっ……、っ……あっ」

　響也さんが動くたびに、突き上げられる圧迫感に呼吸が止まりそうになる。かと思えば、引き抜かれると物足りないような感覚もして、思考が追いつかない。なにより、慣れていないせいだろうが、動かれるたびに痛みを伴った。

「あぁ……っ、あ……はっ……、んっ」

　胸を揉みしだかれ、胸先を舐められる。小さな快感は追えるが、やはり痛みが勝ってしまう。こんな状態でも、響也さんは気持ちいいのだろうか。私って全然だめなんじゃ……と不安に思って彼の顔を見上げた。

「響也さん……？」

　手を伸ばす。頬に触れると、驚いたように彼が目を向けた。

「ん……つらいか？」

「ううん……響也さんは気持ちいいのかなって……」

　伸ばした手が握られる。指を絡めて繋がれ、手の甲や指先に唇が押し当てられた。

「気持ちいいよ。……想像していた以上で、気持ちを鎮めるのが大変だ」

　困ったように笑う顔を見て、安堵する。

「響也さんが気持ちよくなってくれてるなら、嬉しいです」

　彼の手に自分の手を重ねて、顔をすり寄せた。

「ッ……、静夏……」

　ぐっと強く突き上げられる。

「あっ……あ、あっ……」

　ずっと、緩やかな律動を繰り返していたのに、突然深く抉られて身体が仰け反った。

「っは……あぁっ……あ、んっ」

　彼の手が花芯を擦る。くにくにと撫でられ、痛みの中に小さな快感がもたらされた。

「んあ……、あぁっ……」

　一度快感を捕まえてしまうと、その感覚に意識が持っていかれる。

「あっ……きょ、や……さ……あ、んんっ……」

「中、うねってきたな……気持ちよくなれそう……？」

　甘く優しい声とは裏腹に、ズッと強く突き上げられた。

　揺すり上げられる衝動で声が止められない。恥ずかしくて口を押さえたけれど、響也さんにその手を掴まれてしまった。

「声は我慢しないで聞かせて。静夏の声、好きなんだ」

　両手をベッドに押さえつけられ、腰が強く打ち付けられる。

「あっ、あっ……や、っあ、んっ」

「静夏……可愛いよ」

　顔が寄せられ、吐息が混ざり合った。キスをされるのかなと思ったけれど、鼻先が触れたところで止まる。

「……？　響也さん……？」

「キスしたら、静夏の声が聞こえなくなるなと思って」

　掠れた声でそんなことを言ったあと、すぐに深く口付けられた。

「んっぅ……ふ……んんっ……」

　舌を絡め合って、角度を変えながら何度もキスを繰り返す。揺すり上げられるたびにぬちゅぬちゅと水音がして、頭がクラクラした。

「響也さん……あ、っ……んっ……」

「すごいな……さっきより溢れてる。……わかるか？」

　結合部に目を落として、彼が嬉しそうに言う。

「そんなこと言わないで……」

　恥ずかしくてそっぽを向くと、すぐに彼の手に捕まえられて目を合わせられた。

　いつもと少し違う響也さんの表情に心臓が高鳴る。なにが違うのか、はっきりとはわからないけれど、たぶんこれが普段は見ることのできない男性の顔なのだろう。

「静夏……もう少し……」

　片足を持ち上げられる。大きく開かされて慌てたものの、すぐに腰が打ち付けられた。

「ひぁ……っ……あ、ああっ……」

　先ほどよりずっと深い場所まで彼の熱が届く。奥の、さらに奥をこじ開けるように抉られ、腰が浮いた。ずっと、彼の指先に擦られてきた敏感な場所を、熱塊が擦る。そのたびに、目が眩むほどの快感が与えられ、身悶えた。

「あっ、ああ……っ、響也さ……あ、あっ、それ……やっ……」

「すごい締めつけてくるな……気持ちいい……」

　ずちゅずちゅと淫猥な音を立てながら攻め立てられ、私の頭も変になりそうだった。どうにか逃げ出せないかと身を捩ると、さらに奥を突かれる。

「は、ああっ……あっ、んっ……響、也さ……あっ、待っ……」

「静夏……逃げないでくれ」

　腰を強く掴まれ、打ち付けられた。

「ああっ……あっ……ふ……」

　奥を開かれる衝撃に目の前が真っ白になっていく。身体が熱くなって、本当におかしくなりそうだ。

「きょう……や……さ……あ、あっ……んっく……」

　無意識に這ってでも逃げようとする私を、彼の手がしっかりと捕まえる。こんなことを続けられたら、私が私でなくなってしまいそうで怖かった。

「待っ……ほんとに……変……あ、あっんっ……」

　ぐちゅぐちゅと音を立てて内壁を抉られる。身体が言うことをきかず、腰から下がまるで別のなにかになったような気がして、シーツをぎゅっと握り締めた。

「ふ……っ、ん、んっあ……あっ……」

　びくびくと身体が跳ねる。執拗なほどに敏感な場所を擦り続けられ、もっと強い刺激を求めて自らも腰を押しつけた。

「深い場所……感じる？」

　唇にキスを落とされたあと、首筋に甘く噛みつかれる。ぞくぞくと背筋が震える感覚と、最奥をぐりぐりと擦られる感覚に身体がくねった。

「あ……っ……響也さ……あ、それ……」

「好き？」

　目を細めて聞いてくる彼の声は、どこか嬉しそうにも聞こえる。

「全部受け止めて、静夏」

　パンッと腰を打ち付けられ、最奥まで欲望を突き入れられた。

「あああっ……、あっん、んっく……」

　頭の先から爪先まで電流が走る。ビリビリと身体が痺れ、びくびくと身体が痙攣した。

「ふ……っあ、んっ……あ、あ……あぁっ」

　子宮口を何度も強く突き上げられる。そのたびに膣壁が彼のものを締めつけ、そのたびに快感が強くなっていく。

「静夏の可愛い姿、見せて……」

　顎を掴まれて目を合わせられる。視線が絡むと、どちらからともなく引き寄せ合うように唇を重ねた。

「ん、ふ……んっぅ……」

　舌を絡め合いながら、下腹部が最奥を突かれる。

「っは……、あ……響也、さん……あ、あっ……あぁっ……」

　悲しいわけでもないのに涙がぽろぽろと零れた。その涙を彼の指が拭って、目元にキスをされる。

「静夏……」

　吐息に混ざる切なげな声にきゅうっと身体が疼いた。

「ッ……」

「んあっ……あ、あっん……」

　その直後、膣内に収められた雄が膨らむのがわかった。

「響也さん……、んっ……」

「悪い……もう、我慢できそうにない……」

　より強く腰を両手で掴まれると、彼の腰使いが激しくなる。パンパンと強く打ち込まれ、脚がはしたないほどじたばたと悶えた。

「あ、ああっ……あ、やっ……強……あ、ああっ」

「静夏……気持ちいい……」

　最奥を突き上げられるたびに目の前がチカチカと明滅する。苦しくなるくらいに息が詰まって、逃げ出したくなる。でも、ちらりと視界に映る彼の顔を見たら──。

「あ、ああっ……響也、さ……あ、ああっ！」

　切なげなに、けれど恍惚とした表情で見下ろされたら、つらいほどの快感も全部受け止めたくなる。

　びくびくと痙攣が激しくなって、その瞬間は目の前にあるのだと無意識に理解した。

「きょ、……や、さ……、あ、ああっ……」

　身体が仰け反る。シーツを強く握り締めると、響也さんの手が私の手に重ねられた。

「静夏……、……」

　彼がなにかを囁いた気がしたが、ズッ、ズッと強い打擲に攻め立てられて聞き取ることはできなかった。

「あ、あ、……ああっ……んっ！」

　溢れた快感が弾けると、目の前が白くなって一瞬意識が飛んだ。

「あああっ……、あ……」

　がくがくと身体が震え、下腹部が攣縮する。ぎゅっと熱塊を締めつける肉壁が擦られた。

「ああっ！」

　敏感に引きつる内壁をこじ開けて、深い場所で欲望が放たれる。ドクドクと脈動する熱を感じたあと、響也さんの腕に強く抱きしめられた。

「……大丈夫か……？」

　呼吸を荒らげながら聞いてくれる彼を見上げる。うっすらと汗が滲み、恍惚とした表情に目が離せなくなった。こういった姿を色っぽいというのかな……。

　ぼんやりとそんなことを考えながら、彼にキスをねだった。

「静夏……平気か？」

　こくりと頷く。声を出すのは、まだ無理そうだ。このまま眠りたい。

「すごいよかったよ」

　ちゅっと瞼にキスをされる。はじめてでこんなに感じて、すごくはしたなかったんじゃないかな。いやらしい女だと思われてないかな。でも、響也さんとだからこんなに……よく、わからないや……。あれこれ考えてみたが、思考はまったくまとまらないし、それが声になるわけでもなかった。ただ、とても眠い。響也さんの体温を感じて、このまま眠れたら幸せだ。偽りの関係でもいい。このまま、こうしてずっと彼と一緒にいられたらいいのに……。うとうととしながら、抱きしめてくれる彼の腕にすり寄って、眠った。




　ごろんと寝返りを打って、ベッドから落ちそうな感覚に慌てて目が覚めた。

「うぅ……」

　眠い。身体がだるいし、痛い。

　ベッドの中でもぞもぞしていると、扉の隙間から明かりが見えた。朝……ではなさそうだ。カーテンの引かれていない窓から見える景色から、夜の深さを窺わせる。

「響也さん……」

　ベッドを抜け出し、近くのシャツを手に取って被った。響也さんの匂いがする。また彼の服を着てしまったようだが、いまはいいや。

　ぺたぺたと歩いて部屋を出ると、ソファに座っていた響也さんが気づいてくれた。

「静夏。身体はどう？」

　すぐに立ち上がって傍まで来てくれるなんて、ちょっと嬉しい。

「うん……たぶん大丈夫です」

「無理させたな。ごめん」

　肩を抱かれて額にキスをされる。まるで、本当の恋人みたいだ。

「いま、何時ですか？　夕飯もまだ……」

「先にシャワーを浴びなくていいか？」

「……浴びたいです」

　汗もかいたし、このまますぐに食事をする気分にもなれない。

「あと……響也さんの服をまた着ちゃいました……」

「いいよ、そんなの」

「響也さんはシャワー……まだですか？」

　髪型が帰ってきたときと変わっていない。シャワーを終えた彼は、前髪が落ちていて、子どもっぽくなるのだ。

「静夏のほうが気持ち悪いんじゃないかと思って待ってたんだ」

「そんな。大丈夫ですから、先に入ってください」

「俺は平気だから。先にどうぞ」

「でも、響也さんだって早くお風呂入りたいですよね。だから……」

「……だったら一緒に入る？」

　耳元でそんなことを言われてドキッとした。

　さっきから彼の話し方も声も甘い気がする。恋人にはこんな顔を見せるのかな。

　響也さんと……し、しちゃった……んだよね……。

　いまさら思い出して頭が真っ白になっていく。身体の違和感はすごいし、間違いなく彼と情を交わしたとわかるのだけれど、未だに信じられない。

「い、一緒に入ったら、すぐにさっぱりできますしね……」

　甘い声に顔が熱くなる。それが恥ずかしくて、適当な返事をしてしまう。

「……いや、静夏。そこは……」

　彼の顔をまっすぐ見られない。響也さんがちょっと困惑しているのはわかったが、名案だと思う。

「そうですよ。一緒に入って手早く済ませて、早くご飯食べましょ──」

　腰を引き寄せられ、キスをされた。唇を食んで、舐められると身体がゾクゾクする。耳をくすぐる彼の指先に首をすくめた。

「意味もわからず言ってるんだろうな、静夏は」

「時短になるかなって……」

「ならないよ。でも、撤回もさせてやらない」

　どうして時短にならないのだろうと首を傾げるより早く、彼に抱き上げられてしまう。

「えっ……歩けますよ！」

「違う。逃がさないためだ」

　お風呂に行くのに逃げるわけがないのに、と思ったが、彼にバスルームの前まで運ばれてようやく自分がなにを言ったか理解した。

　一緒にお風呂に入るとか私のばかっ。なんでそんな恥ずかしいこと言っちゃったのよ！

「きょ……響也さん……あの……」

　脱衣所で下ろしてもらえたが、声を掛けても彼は逃がしてくれる気がないらしい。後ろからぐいぐいと迫られて、また頭が真っ白になった。

「やっと自分がなにを言ったか理解したか？」

「私にはハードルが高すぎますのであらためて検討をさせていただけないかと……」

　仕事みたいな口調で話すと、響也さんが笑って耳を食んでくる。

「だめだな」

「そんなぁ……」

「ほら、早く脱いで入れ」

　シャツを引っぺがされて押し込まれたあと、彼も服を脱いでバスルームに入ってきた。たまらず両手で顔を隠す。直視は無理だ。男性の裸なんて恥ずかしすぎて見られない。

　あわあわしているとシャワーが出され、湯気が立ちこめる。これならお互いはっきりとは見えないかもしれない。ほっと胸をなで下ろしたが、すぐに彼の手に身体を撫でられた。

「あのっ。自分で洗いますしっ。響也さんっ」

「洗い合うのは基本だろ」

「基本じゃないですよっ。それに私には無理……」

「だったらおとなしく洗われてろ」

　返す言葉もなくなって口をぱくつかせていると、身体を後ろ向きに反された。彼に背を預ける格好にされたあと、響也さんの手がぬるりと胸元を這う。

「んあっ……」

　ボディーソープがついているせいで、ぬるぬると全身を撫でられる。胸先を掠められると身体はびくっと反応を示すし、下腹部がすぐに熱くなっていく。

　あ……どうしよう……すごく感じちゃう……。

　膝を合わせて、どうしようもない焦れったさをやり過ごそうとした。

「んんっ……、あっ……」

　胸の飾りをこりこりと捏ねられると、すぐに硬く尖ってしまう。

「さっきの感覚が残ってる？」

「きょ、響也さんが触るから……」

　言いながら、気づいた。腰をねだるように押しつけていることにも、硬いものが当たっていることにも。

「ふ……、あっ……」

　気づいたら、下腹部がきゅうきゅうと疼きだす。

「もっと腰、押しつけて」

　耳元に甘い声が落とされ、腕を回して腰を引かれる。熱塊が、脚の間に押し込まれて秘裂をぬるぬると滑った。

「あっ……、あ、それ……」

「ぬるぬるだな……このまま入りそう……」

　ひくひくと秘裂が震えるのがわかる。長大な質量が膣内に押し入れられる感覚を思い出して、身体がぞくぞくと疼いた。

「静夏……気持ちいい？」

　硬くしこる乳首をきゅっと摘ままれ、耳に舌が這わされる。

「あ、ああっ……んんっ……わかんな……、あ、あっ」

「でも、腰は揺れてる」

　指摘されて、顔が熱くなる。秘裂を擦る彼の欲望に、自らも押しつけてしまっているなんて、本当にはしたない行為だ。でも、止められない。

「響也さん……、あ、っん……」

　彼を振り返ると、唇が塞がれる。舌を差し入れられ、くちゅくちゅと粘った水音が大きく響いて聞こえた。

「もっと、気持ちよくなれるように動いていいよ」

　腰を動かされ、ぬるぬると秘裂をなぞられる。花芯を擦られ、びくっと身体が反応すると、彼の手が下腹部を辿って下っていく。

「触ったほうが気持ちいい？」

　そろりと焦らすように恥骨を撫でられた。もう少しで強い刺激が与えられると無意識に期待して、腰が揺れる。

「ん……、響也……さん……」

　彼の顔を振り返った。顔が近づけられて吐息が触れ合うと、そっと唇が重ねられる。それと同時に、肉芽をきゅっと摘ままれた。

「んんっぅ……！　ふ、……んん……、ん、っあ……ああっ……」

「こっちのほうが好きか……可愛いな……」

　うなじを甘く噛まれ、胸と花芯を同時に摘まんで擦られる。

「あぁっ……、それ……だめ……、あ、あっん……」

　膣内がきゅうきゅうと切なく蠢いて、もっと強い刺激を求めてしまう。腰を押しつけて揺らすと、彼が耳元に吐息を零した。

「吸い付いてくるみたいだな……本当にこのまま入りそう……」

　蜜口に硬いものが押し当てられる。それだけで身体が敏感になってしまうのか、花芯を擦られるとびくびくと腰が跳ね上がった。

「あ、あっ……ああっ……」

「イけそう？」

　追い立てるように肉芽を摘ままれて擦られる。

「響也さん……あ、んっ……あ、ああっ……」

　下肢が強張って、絶頂の縁へと手がかかった。自らも腰を揺らして、さらに快感を求めると、さらに激しく彼の指先が応えてくれる。

「あっ……あ、は……んっああっ……！」

　がくがくと下半身が痙攣して力が抜けていく。崩れ落ちそうになると、響也さんの腕が私をしっかりと抱きかかえてくれた。

「静夏……このまま入れていい……？」

　ぴったりとくっつくように抱きしめられ、耳元で熱っぽく囁かれる。

「このまま……」

「そう。……いい？」

　彼の熱を直接感じられるのだと思うと、また身体が期待に疼く。

　返事をねだるように耳を舐られ、こくりと頷いた。

「うん……ありがとう」

　シャワーで石鹸を流したあと、彼の手が後ろから私を前屈みに押さえた。

「壁に手をついて」

　言われるまま、壁に手をつく。するとお尻を突き出す格好になって一気に恥ずかしくなった。この格好……。

　思考が止まりかけたが、すぐに秘孔に彼のものが押し当てられた。

　ぬぷりと侵入してくる熱塊に身体が仰け反る。

「ああぁ……っ」

　痛いかもしれないと身構えたが、先ほどより痛みは少ない。それよりも、違う感覚が襲ってくる。ぬぷぬぷと襞を広げるように押し入られ、甘い疼きが止まらない。なにかが湧き出すような、不思議な感覚だ。

「はっ……あ、あっ……」

「苦しいか……？」

　首を横に振った。苦しくないわけではないが、先ほどよりずっと楽だ。それよりも、この格好だと深い場所まで届いてしまう。

「響也さ……あ、っん……深……あっ」

「奥まで届くな……わかるか？」

　軽く揺すられると、最奥を叩かれる。

「ふ……っ……あ、あぁっ……」

「静夏……もっと、たくさん感じて……」

　腰を掴み、楔が引き抜かれる。直後に強く突き入れられて身体が弓なりに仰け反った。

「あああっ……あ、は……っあ……」

　ぐちゅぐちゅと中を掻き回され、探るように突き上げられる。まっすぐ奥まで届いてしまう彼の欲望に、目の前がチカチカと白く明滅した。

「あっ、ああっ……んっ……きょう、や……さん……あ、あっ」

　肌を打ち付け合う音が響く。浴室だからか、声も、粘液の混ざり合う音も大きく聞こえて、恥ずかしくて頭がぼうっとする。

「静夏、もっと……」

　切なげな声で求められると、身体が勝手に彼を締めつけてしまう。背中を舐められ、胸先を摘ままれて、身体が快感におかしくなりそうだ。

「あっ、んっ……ふ……響也さん……」

　好きと言えたら、この気持ちはなにか違ったものになるのだろうか。愛を交わし合う行為になれるだろうか。

　振り返って、彼の姿を探すとすぐに唇が塞がれた。

　舌を絡ませ合いながら、膣口からも彼を感じる。全身で響也さんを感じられて、喜んでしまう自分と、それは正しくないことだと律しようとする自分がせめぎ合う。

　この行為は、幾許かでも愛情があるだろうか。それとも、ただの捌け口だろうか。

　わからなくて、でも抗いきれない快感が共存して混乱してしまう。

「んっ……あ、ふ……んんっ……あ、ああっ」

　ビクビクと身体が震え、内側で強い脈動を感じた直後、背に生温かいものが吐き出される。崩れ落ちそうになる身体を彼に支えられ、抱き上げられた。でも意識が落ちそうだ。

「……静夏……、────」

　彼の声が、最後まで聞こえなかった。




「静夏、起きろ」

　婚姻届を出して二週間ほどになるが、彼の声で目覚めるのが日常になりつつある。アラームはかけているのだけれど、それよりも早く響也さんが起こしに来てくれるから、憂鬱な朝もなんとか頑張れた。

「はぁい……」

　もぞもぞとベッドを抜け出す。顔を洗って、服を着替えて、ぺたぺたと足音がするので立ち止まり、ストッキングを穿きに戻った。

　朝食は、響也さんが作ってくれる。簡単なもの、と言って目玉焼きとトーストが出てくるなんて幸せじゃないだろうか。それに比べて私は、お惣菜……。

「いただきます」

　まだまだ眠たい頭を抱えながら、トーストにかじりつく。

　ぼーっと響也さんの顔を見ていると、彼が面白そうに笑った。

「まだ眠そうだな」

「はい……すごく眠いです……」

「昨夜は無理させたしな」

　言われて、顔が熱くなる。身体が重たいし痛い。でも我慢できないほどじゃない。

「……あっ。響也さん。企画書ができたので見ていただきたいのですが」

「いいよ。いま見る？」

「食事が終わってからで。昨夜も食べ損ねちゃったし、ご飯に集中しないと」

「静夏らしいな」

「食パン美味しいです」

　高級なものなんかじゃない。どこにでもある普通のものだけれど、響也さんが用意をしてくれるからか、すごく美味しく感じる。

　私も頑張って料理を作ってみようか。得意じゃないからお惣菜を選んでしまうのだけど、あんまりこういうものが続くのもよくないとは思う。

「静夏って、弁当持っていくのは平気？」

「？　はい。コンビニでお弁当を買って持ち込むこともあります」

「だったら、これ」

　紺色の布で包まれたなにかが目の前に置かれる。これはもしかして……。

「夕飯食べなかったから余っただろ。それを詰めただけだけど、作ってみた」

「お弁当……！」

　作ってみたと言ってしれっとできてしまうものだろうか。けっこう手間がかかるのに。

「ありがとうございます。大切に食べます……！」

「普通に食え。そんなにありがたいもんじゃない」

「でも、嬉しいです」

「一緒に食べられるといいんだけどな。静夏が美味そうに食べる姿、好きだから」

　眩しいものを見るように微笑まれてドキリとしてしまった。好きだと言ってくれたのは、私がもりもり食べる姿であって私自身のことではない。わかっているけれど、好きという言葉に反応してしまう。

　いまの生活はたしかに楽しい。好きな人の傍にいられるし、好きな人と肌を合わせることもできる。だけど、それは愛情とは違う気がするのだ。響也さんは別に好きな人がいる。私はその代わりでしかないはずだ。……代わりで、抱いたのかなぁ……。

　それで響也さんは満たされるのかな。快楽を求めるだけならセフレでもよかったはず。響也さんの考えていることは相変わらずわからない。

　朝食を食べ終えて、食器を流し台へ運ぶ。

「響也さん。後片付けはやっておくので、これに目を通してください」

「うん、わかった」

　昨日、勢いで仕上げた企画書を渡すと響也さんの顔つきが仕事モードに変わった。仕事中に見せる顔も、プライベートで見せる顔も、どちらも違う。ベッドで見た顔も違ったから、好きな人に見せる顔も別のものなのだろう。

　食器を洗いながら、チクチクする胸の痛みをやり過ごす。

　書類を出して、揃いの指輪をはめて、一緒に暮らして肌を合わせれば、それで夫婦になれるのだろうか。恋から生まれる愛情とは違う情が芽生えるのだろうか。

　私は、彼と恋がしたかった。恋人になりたかった。

　なんだか、私たちの関係はすごく歪に思える。これでいいのかな。響也さんだって、気持ちを押し隠し続けるのはきっとつらいはず。本当なら、響也さんがその秘めている気持ちを苑矢木社長に伝えて、理解してもらえたらよかったのだろうけれど……。

　後片付けを終え、響也さんの前に座る。

「夏祭り風のイベントか」

「はい。できれば屋上を使えるといいなと思ったのですが……」

「使えるよ。ちょっと片付けないといけないだろうけどな」

「本当ですか!?」

「それに、俺もこういう企画は好きだ。ワクワクする」

　響也さんが優しげな顔で笑うから、胸がぎゅっと締めつけられた。嬉しい。響也さんに楽しんでもらいたい一心で作った企画だからこそ、彼が楽しみにしてくれるのが嬉しい。

「この企画、常盤さんと一緒に考えたんです。この間、響也さんが話していた鳥とうさぎの屋台を調べていた流れで」

「へえ……そういえば俺は常盤さんと会ったことがないな。電話で話しただけだ」

　今回の仕事は、響也さんが直々に依頼を出すという特殊なケースだ。営業部とは異なる。

「だったら、今度常盤さんと一緒にご挨拶に伺いますね」

「この企画、まだ詰めるんだろ。詳細を聞きに行くから、都合を付けてもらえるか」

「わかりました。でも響也さんはいいんですか？　忙しいんじゃ……」

「外出が多いから、待ってるより都合が付けやすいんだ」

　彼がそう言ってくれるのならお言葉に甘えよう。

「常盤さんに確認をして、予定をお伝えしますね」

　そう話していると、響也さんのスマホが鳴った。彼の秘書が迎えにきた合図だ。

「そろそろ行くよ。また夜に」

　スーツのジャケットを羽織る彼を、玄関まで見送りに出る。

「あの、響也さん……お弁当、ありがとうございます」

「ん。どういたしまして。行ってきます」

　笑ってくれる彼に、これからどれだけときめいてしまうのだろう。これから先、何年も。何十年も。叶うことのない想いを抱えて傍にいるのは、きっと苦しい。選んだ道は、もう引き返せない。切ない気持ちになりながら、私も出勤の準備に取りかかった。




　鞄と、いつものトートバッグ。それから今日はお弁当をお供に人混みの電車を耐えて出社する。今日、最初にやることはまず。

「おはようございます。常盤さぁん！」

　営業部に入って荷物を席に置くと、休憩室にいるだろう常盤さんの元へ駆けつけた。

「苑矢木商事の屋上、使えるみたいです。企画書も承認が出ました！」

「お。本当？　意外とすんなりだね」

　でしょでしょー、なんて誇らしげに胸を張る。

「それで苑矢木副社長が常盤さんに会ってみたいと言っていて、うちへ来てくださると」

「……苑矢木の副社長が？」

　常盤さんが困惑している。私だっていいのかなと思っているのだから、当然だろう。

「ですので、常盤さんの予定を教えてください。連絡しなきゃ」

「あとで確認して連絡するよ」

「はい。忘れないでくださいよ？」

　常盤さんはすぐ忘れちゃうから、なんていつものように生意気なことを言いながら自販機で飲み物を一本買った。ビタミンがたっぷり入っていそうな黄色いドリンクだ。

「ねえ、天野さん。気のせいだったらごめんね。なんかやつれてない？」

　ぷしゅっと音を立ててプルタブを開ける。

「やつれてますか……？」

「仕事で無理させてるかな。苑矢木商事の企画が入ってから、疲れてるように見えてて」

「無理はしてないつもりです。でも……」

　最近、いままで以上に朝が起きられない。身体が重たいのだ。

「……朝は起きづらくなりました」

「結婚してから、家事と両立で忙しい？」

「いいえ。家事はその……ほとんどやってません。というか、できません」

　お惣菜を買って帰るだけ。後片付けをするだけ。洗濯もやっているけれど、響也さんが負担してくれている家事量のほうが絶対に多い。

「苦手なんだね」

　常盤さんにふふと笑われて恥ずかしくなる。

「今日はお弁当を持たされました。手作りの」

「え、のろけ話？」

　ぶんぶんと首を横に振って、常盤さんの隣へ腰を下ろした。

「私ももうちょっとできたらな……と思います。じゃないと、嫌われちゃう……」

「好きで結婚したのに、そんな簡単に嫌わないでしょ」

「私は好きですけど、彼はほかに好きな人がいるみたいで……」

「……お見合いとかだったの？」

「相手は大学の先輩なんです。でも先輩は私のことをただの後輩としか思っていなくて」

　常盤さんが眉根を寄せる。そして首を捻った。

「なんで、ただの後輩と結婚しようって話になるの？」

「お互い結婚をせっつかれていて、嫌だなって思っていたところに再会しまして」

「それで、じゃあ結婚する？　的なこと？」

「はい。私が先輩のことを好きじゃないと思っているので、ちょうどよかったのかも」

「……それって、君がその先輩を好きじゃないから結婚するって言ったってこと？」

「そうだと思います」

　缶ジュースをひとくち飲む。炭酸がシュワシュワして美味しい。

「そんな気持ちのない関係、続けられるの？　いっそ好きだって言っちゃえば？」

「でもそうなったら……終わっちゃう……それに伝わらなかったし……」

　泣きそうになった。目頭が熱くなって、涙が零れそうになったからジュースを飲んだ。

「君がその先輩のことを大好きなのはわかったよ。だけど、その関係はどうにかするべきだよ。話し合うなり、気持ちを伝えるなりして」

「でも、気持ちを伝えられなかったけど、だからこそいまの関係があるのかなって……」

「書類を提出するだけの関係だよ。極論、僕と君とだって同じ関係が成立させられた」

「……そう……ですね」

　結婚をするのに必要なのは、気持ちじゃない。親への言い訳でもない。書類一枚だ。

　でも私がほしいのは彼の心。それが伴わないなら、これから先もずっと苦しい。それでもいいかと思ったけれど、身体を繋いでわかった。私は響也さんに振り向いてもらいたい。彼を好きだったと知ってほしい。でも、この関係を手放したくないとも思ってしまうのだ。

「常盤さん……私にできるでしょうか……」

　告白さえできなかった意気地無しが、この関係を終わらせる覚悟で彼に気持ちを伝えるなんてことが。

「やるんだよ。それで全部壊れたとしたら……うん。いっそ離婚して僕にしなよ」

「え……？」

「ん？　気づいてなかった？　僕は天野さんが好きだよ」

　いつもの雑談と変わらない様子でそんなことを言われた。

「……えっ!?」

　びっくりしてガタリと椅子から落ちてしまう。あまりに日常会話すぎないだろうか。

「うそ……」

「ほんとだって。上司と部下だから、なるべく踏み込まないようにしてたけどね」

　口をぱくぱくさせていると、常盤さんに腕を掴まれて椅子に戻される。

「僕は、幸せそうな顔をしてる君が好きだよ。おやつを食べてようが、配り歩いてようが、幸せそうだからそれでいいかと思ってる。つらそうな君は見ていて悲しくなるよ」

「……はい……」

「もう、どうしようもなくなったら一緒にお菓子パーティーでもしようね」

　そう言って立ち上がる常盤さんの腕を掴んだ。

「あの……私……先輩が好きなので、常盤さんのお気持ちには……」

「ああ、わかってるよ。返事がほしくて言ったわけじゃないんだ」

　常盤さんがしゃがみ込んで私と目線を合わせる。

「大丈夫だよ、僕は、君の味方でいるから」

　常盤さんのいまの発言は狙ったものだろうか。だって、常盤さんはわざわざ踏み込まないように距離を保ってくれていたのだ。それが、いまここで……？

　関係が壊れるかもしれないと思ったから、常盤さんは言わなかったんじゃないのかな。でも、それを教えてくれたということは──。

　関係が変わったらどうしようと踏み出せなかった。この関係が終わってしまうことが怖かった。だけど、この関係を終わらせて、変えていかないといけないのかもしれない。

「私……頑張って離婚します」

　一旦、この関係に区切りを付けて、響也さんにあらためて気持ちを伝えよう。

「いや、どうにかするってそういう意味じゃ……。まあ、いいか」

　そうしてその日の仕事帰りに、離婚届を取りに行った。




　仕事中、結婚指輪はネックレスにして肌身離さず身につけている。仕事が終わって外へ出たら指輪ははめる。そんなことを繰り返して二週間。これからも続くと思っていた。だけど、終わりは早く訪れそうだ。

　離婚届は役所であっさり受け取れた。家に帰って書き込む必要があるが、それはそれとして、まずは離婚をしてもらうための理由を考えなければならない。

　好きだから離婚してください、というのはなんだか変な話だ。ならば性格の不一致？　最終的にはそこに落ち着くだろうが、ちょっと違う気がする。想像してた結婚と違う？　そもそも私は響也さん以外と恋をする気がなかったので想像なんてあったものじゃない。

　私から離婚してほしい理由を見つけるのは無理な気がする。ならば、もっと違うアプローチをしてみよう。たとえば食べ物。

　家に帰って、スーパーの袋からお惣菜を取り出す。天ぷらの盛り合わせと、鶏のからあげと、ポテトサラダ。これだとバランスがとても悪いので、刻みキャベツも用意した。

　毎日こんな食事が出たらきっと響也さんだって……。

　キッチンで買ったものを広げながら、完璧だと一人で頷く。

　いつもはお皿に盛り付けていたが、今日はパックのまま出しちゃおう。

「ただいま」

「わあっ!?　お帰りなさい！　気づかなくてごめんなさい」

「いいよ。静夏もいま帰ったところ？」

「はい。お惣菜を買ってきました。お夕飯です」

　パックごとテーブルに並べる。これなら、響也さんだって絶対嫌気がさすはず。

「……静夏は鶏のからあげが好き？」

「えっ」

「好きならいいんだけど、よく見るなと思って」

「……昨夜はニンニク醤油で、今日はネギ塩でした……よ？」

「大好きなんだな。じゃあ、たまには家で揚げてみるか？　二人で作ったら楽しそうだ」

「作れるんですか？　私、お料理はだいぶ苦手で経験ないですけど」

「俺、料理は好きだから」

「わぁ！　楽しみです！」

　……乗せられてしまった。あれ？　おかしいな。自分の担当した家事もできないなんて嫌になるものじゃないだろうか。だいたい、響也さんって料理好きだったの？　上手だなと思ったし、なんで彼がこんなに作れるんだろうなとは思ってたけど。

　ちらりと響也さんの様子を窺うと、いつもと変わった様子もなくジャケットを脱いで食器をテーブルに並べてくれる。

「響也さん……料理もできないなんてだめだと思いませんか？」

　彼の後ろをついて行きながら聞くと、響也さんが首を横に振って笑った。

「得手不得手なんてだれにでもある。それに静夏は後片付けをしてくれるじゃないか」

「毎日お惣菜なんて……とか……」

「いいんじゃないか？　静夏が頑張って考えたんだろうなと思うから、それで充分だ」

　思っていた以上に懐が深い。それに、いまさら毎日お惣菜作戦なんて決行したところでなにも変わらなかった。

「気にしてたのか？」

　肩を抱き寄せられて、こめかみにキスをされる。

「はい……お料理、頑張ろうかな……って」

　帰ってきて、美味しそうな匂いのする温かいご飯が出てきたら幸せだろうなと思う。私も、響也さんにそう思ってもらいたい。

　ちらりと響也さんを見上げると、キスをされた。

「ん……っぅ……」

　いきなり舌を入れられて、身体がびくっと反応をしてしまう。

　くちゅくちゅと唾液を混ぜ合って、彼の首筋に腕を掛けた。

「響……也、さん……」

「そんな色っぽい顔するなよ」

　首筋に顔を埋められる。ねっとりと舐め上げられて、強く腰を抱かれると身体は勝手に期待をしてしまう。私の身体、どうしちゃったんだろ……。

　すぐに熱くなってしまう。下腹部が疼いてしまう。響也さんとまたしたい……なんて。

　考えただけで恥ずかしくなって、彼の胸に顔を伏せた。

「静夏」

　耳元に声が落とされて、びくっと身体を震わせる。腰を抱いていた彼の手が下へと滑り、臀部に添えられた。

「お尻……恥ずかしいから……触っちゃ……」

　そう訴えてはみたものの、響也さんの手はさらに下へと滑り、スカートの隙間から手を入れられた。ショーツをストッキングごと引き下ろすと、尻肉を揉みしだかれる。

「きょ、響也さん……っ、やっ……恥ずかし……から……」

　彼の指が、後ろから秘裂をなぞった。ぬるぬるとした感触に、顔が熱くなる。

「恥ずかしいならやめる？　ここ、こんなに濡れてるけど」

　くちゅくちゅと水音を立てられて、ますます羞恥心が煽られた。響也さんは、こんな私をはしたない女だと思わないだろうか。嫌われてしまうんじゃないだろうか。

「響也さん……ご飯もまだ……」

「……そうだな。先に食べようか。でもこれじゃあ下着も汚れるし……」

　響也さんが足元に膝をついて私を見上げる。いったいなにをするつもりなのだろうと彼を見下ろしていると、スカートをたくし上げられた。

「待っ……」

「静夏、スカート持ってて」

「えっ……えっ、はい……」

　よくわからず、言われるままスカートを掴んだが、これは……。

「そのまま、ちゃんと持ち上げてろよ」

　下肢を晒すように裾を上げさせられていることに気づいたときには、彼が秘所へと顔を寄せていた。

「あっ……あっん……」

　花芯を舌で捏ねられ、ちゅるりと吸われる。いきなり敏感な場所を刺激されて、腰がびくっと跳ねた。

「きょ……や……さ……あ、あ……っや、恥ずかし……」

「もっと脚を開いて」

　内腿を撫でられると、もっと強い刺激がほしくなる。

　のろのろとした動きで脚を開くと、彼はさらに奥まった蜜孔に舌を差し入れた。

「っ……は、んっ……あ、あぁ……や、だ……そんな……」

　脚がガクガクと震える。立っていられなくなる。ぬちぬちと音を立てられては、ジュッと蜜を啜られ、頭がおかしくなりそうだ。

「響也、さ……あっ……あ、んっ……」

「静夏」

　優しく名前を呼ばれたら、恥ずかしくても頑張ってみようと思ってしまうのは、私が彼を好きだから……かな。ちょっとでも好きになってもらえるかもしれない、なんて期待をしてしまうのかもしれない。

　ちゅうっと肉芽が吸い上げられた。

「ああっ……、あっ、だめ……んっぅ……」

　腰が勝手に揺れる。もっと刺激がほしいと身体が疼く。そんな自分が恥ずかしくて消えたくなった。それなのに、彼はさらに私を追い立てる。

　胸に手を掛けられると、ゆっくりと揉みしだかれた。

「ふ……っ、あ、ああ……んっ……だめ……」

「さっきより溢れてきてる。本当にだめか？」

　ジュルっと音を立てて、蜜を啜られるたびに顔を覆い隠したくなる。でもそうしたら、今度はまたスカートを自分の手で持ち上げなくてはならない。それはまるで、彼にねだっているように思えて、とてもできそうになかった。

「響也さん……もう……」

　泣いてしまいたくなるくらい恥ずかしくて助けを求めると、彼は顔を上げて私の腕を引いた。勢いで彼を目がけて倒れ込んでしまったが、しっかりと抱き止められて安堵する。

「……静夏」

　ちゅっと唇を触れ合わされた。身体を引き寄せられ、床に座った彼の膝を跨ぐように座らされる。

　彼が前をくつろげると、さらに腰を引かれて蜜口に欲望の先端を押しつけられた。

「腰を落として」

　言いながら、彼の手が私の腰を引き下ろす。

「ああ、あっ……あっ、は……」

「すんなり入るな……痛くないか？」

　首を横に振った。痛みはない。でも、膣壁を開かれる感覚が強烈だ。肉塊が擦れて奥を侵食していく。深い場所に、灼けるような熱さを感じる。

「響也……さん……あ、あっ……」

　シャツのボタンを開かれ、ブラをぐいと押し上げられた。胸先に彼が吸い付くと、深くまできゅうっと甘く疼いてしまう。

「あっん……ふ……」

「ッ……そんなに締められたら、我慢できなくなる」

　腰を強く引き下ろされる。それと同時に下から突き上げられ、頭が真っ白になった。

「っは……あ、っ……深……あ、ああっ……」

「静夏……気持ちいいか？」

　きっとこの感覚を気持ちいいと言うのだろう。擦られるたび、揺すられるたび、大きくなる感覚がある。それを追いかけていると、響也さんの熱をより強く感じる。

「響也さん……お腹……熱くて……」

　顔を寄せると、キスを返された。唇を舐めて、口内へ舌を差し入れられる。

「んっ……ふ……、あ、あっ……んんっ……」

　同時に揺すり上げられ、頭がふわふわしてしまう。

　ぼうっとする頭で彼にしがみつくと、さらに強く揺さぶられた。子宮口を何度も抉られ、快感が絶頂に達する。

「っ……あ、……あ……んっぅ！」

　ビクビクと身体が痙攣し、達した身体は彼のものをきつく締めつけた。響也さんが揺すり上げるたび、彼の存在を強く、大きく感じてしまうほど膣壁が敏感になっている。

「あ、あっ……きょう……、あ、ああっ……」

　敏感になった襞を擦られ、頭がおかしくなりそうだ。

「静夏……、……ッ」

　彼が、私の身体を床に横たえた。どくりと欲望が膨らむと、腹の上に吐精される。

「動いたら汚れるから、ちょっと待ってて」

　額にキスをされ、離れていく彼をぼんやりと見つめる。

　この行為に幸せを感じるのは私だけなのかな。響也さんも幸せだったらいいな……。

　瞼が重くなる。身体がだるくて、眠くてどうしようもない。

「……静夏？」

　その声を最後に、意識がなくなってしまった。




　昨夜は失敗をしてしまった。私から離婚を申し出ることは難しそうだったので、響也さんに嫌がってもらえたら離婚届を渡しやすいと思ったのだ。それでお惣菜をと思ったのに、すでにその状況だった。そして、寝落ち。申し訳なくて響也さんに謝り倒したけれど、彼は私の頬をむにむにして笑ってくれた。そのうえ、今日もお弁当を持たされてしまう有り様だ。これは離婚届を渡せる方向へちゃんと進んでいるのだろうか。よくわからない。

　会社の食堂で、どうにか自然に離婚届を渡せる方法はないかと思案する。

「お昼、一緒していい？」

　常盤さんが向かい側に座る。

　ぺこりとお辞儀をすると、私の手元を見て常盤さんがクスッと笑った。

「今日もお弁当だ」

「はい……また作ってもらっちゃいました」

　ひそひそと声を潜める。お弁当は一応、手作りと言ってある。だれが作ったかは明かしていないが、嘘じゃない。

「そういえばさ。苑矢木さんとの打ち合わせ、明日だったよね」

「はい。朝ならみんな都合が付きますし、なるべく早いほうがいいかなと思いまして」

「飴細工の職人さんたちはどう？」

「出張してもらえるようです。お菓子を並べる準備も順調です」

「ほかにも、食べ物以外の屋台があるといいかな。みんなに楽しんでもらおうね」

　お菓子を使った企画だったはずが、企画が進行するにつれて夏祭りの催しに変わっていた。だけど、琴田製菓のお菓子がたくさん並ぶし、いまから楽しみだ。

「はい。夜遅くまで資料作りも頑張ってますから、みんなの笑顔で報われたいです」

「それで今日も眠そうなのかな」

　ぎくりとした。夜、目が覚めるとベッドから這い出して仕事をしているけれど、そのせいか睡眠時間が足りていない。明日の打ち合わせに向けて、より詳細な資料を用意しようと思っているのだが、なかなか思うようにいかない。

「打ち合わせが終わるまではもうちょっと頑張ります」

「無理しすぎないで。相談にも乗るよ」

「……では、つかぬことを伺うのですが……」

「あ、嫌な感じがする。なんだろう？」

　顔を寄せて「実は」と切り出す。

「離婚届の自然な渡し方を教えてください」

　常盤さんが顔を背けてぶふっと吹き出した。

「僕だって知らないよ」

「自分からは切り出せないので、相手が嫌がってくれないかなと画策しているのですが」

「そこまでして離婚する意味ってなに」

「離婚して、あらためて好きと伝えたいと」

　常盤さんが伝えてくれたことを私なりに整理して、やっぱり離婚して仕切り直そう……と思ったのだけど、常盤さんがとても困惑した表情を見せる。

「薄々思ってたんだけど、君ってときどきどうしようもなくポンコツだよね」

　関係をリセットして、あらためてお付き合いをするのはいけないのだろうか。

　……あれ。離婚して好きって伝える意味って？

「関係をどうにかしろと言ったのは常盤さんです」

「言ったけど、そうじゃない。いきなり話がぶっ飛ぶ子だな、君は」

「じゃあどうするんですか。私、気持ちを伝えようかなって気になってますけど。離婚後のお菓子パーティーを唯一の救いにしてるんですよ！」

「だめになる前提なの？」

　顔を伏せて思いっきり笑われた。だって、いまの関係は好きじゃないから成立しているもので、好きだって伝えたら離婚になるはずなのだ。ならば、好きになったから離婚をして……あれ。やっぱりおかしい。

「なんか追い詰められすぎだよね。でも……うん、僕が知恵を授けてあげよう」

「本当ですか？」

　にたりと常盤さんが笑う。こういうときはあんまりいいことを言わないのだが、いまは頭もうまく働いていないし、縋ってみよう。

「あのね」と声をぐっと潜められたので、顔をさらに近づける。

「ベッドで引くほど積極的だと、僕ならちょっと……」

「ベッ……！」

「しーっ」

　でも、そっか。やっぱりそういうことに積極的すぎると男性は嫌なのか。なるほど、と頷いてはみたが、常盤さんがニヤニヤしている。

「これ以上は教えられないよ。セクハラになっちゃう」

「えっ。そ、そうですね……ちょっと自分で調べてみます」

　お弁当箱を片付けて、急いで営業部の席へと戻る。常盤さんの耐えきれていない笑い声はやっぱり気になったけれど、私にはこれしかないと思ってしまったのだ。




　あのあといろいろと調べてみた。帰りに本屋へ立ち寄って雑誌も買った。

　書いてあったことはといえば、「積極的すぎると引く」とか「気合いの入りすぎた勝負下着はちょっと」といったものだ。そこで私は仕事終わりにデパートの下着売り場へ立ち寄ってみた。普段私が身につけているものよりもきれいで、可愛くて、目移りしてしまう。

　本当はフリルのついた可愛らしいデザインが好きだけれど、黒のレースのものを選んだ。あらゆるところが透けてしまっていたけれど、こういうのがいいと雑誌で見た。

　それに合わせたベビードールも買って、気合いは充分だ。ここまで気合いが入っていれば、さすがに響也さんだってドン引きするはず。私はこういう女なんですよ、とアピールすれば……はしたない女だって思われるのはちょっと複雑だけど、きっと大丈夫。

　家に帰り、しっかりと準備をした。あとは響也さんが帰ってきたらお風呂へ入って着替えればいいだけだ。そわそわしながら彼の帰りを待っていると、玄関の開く音がした。ドキドキしながら迎えに出る。

「お帰りなさい」

「ただいま。今日はいつもより早い？」

「明日の打ち合わせもあるので、早く帰って休みなさいって常盤さんに言われたので」

「そうか。明日は楽しみにしてるよ」

「はい。先にご飯にしますか？」

　安定のお惣菜だけれど。

「いや……持ち帰りの仕事があるんだ。先にそれを仕上げてしまいたい」

「あ……はい」

　お仕事……か。だったら仕方ない。

「すぐに終わるから、先に風呂でも入って待ってて」

　気落ちしたのがわかってしまったのかな。頭をぽふっと撫でられた。

「じゃあ、お先にお借りしますね」

　予定は狂ってしまうけれど、大丈夫かな。下着姿で出ていったらやる気満々みたい？

　どうしようかなと思いながらシャワーを浴びた。念入りに洗っているあたり、自分でもだいぶ引いてしまう。男性が嫌になるのも納得だ。

　そうして脱衣所に出て、買ったばかりの下着を身につける。本当に、下着ってなに？　と言いたくなるくらい透けている。胸なんて絶対見えるし、ショーツだって強調しすぎだ。その上からベビードールを着ればましだけれど、本当に気合いが入りすぎている。

　でも、これで頑張って迫れば……。

　恥ずかしいけれど、彼のいるリビングまで出て行く。ソファに座ってパソコン作業に集中しているせいか、私にまったく気づいていない。

　思い切ってこの格好を見せる？　それとも後ろからちょっと甘えてみる？

　前から見せる勇気はないので、後ろからにしようと彼の背後へ回り込む。そして肩にそっと手を置いた。

「きょ……響也さん……」

　声が上擦って震えた。

「ん……？　ちょっと待って」

　さらっと手を握られて、ただでさえドキドキするのに心臓が飛び出すかと思った。

　でもここで引き下がってはだめだ。これは響也さんに嫌われるための作戦なのだから。

「まっ……待てないです」

「え？」

　振り返った彼に、自分からキスをしてみた。すると、ごく自然に頭を抑えられて、深く舌を差し入れられる。

「んっ……っ、んん……」

　舌が絡み合って、頭がぼうっとする。キスってこんなに気持ちよかったっけ……。

「どうした？」

「あ、あの……だから……」

「……ずいぶんセクシーな格好してるな」

　気づいてくれたことが嬉しくなる。これで響也さんだって……。

「こっちおいで」

　ノートパソコンを脇にどけて私を手招く。彼の前に立たされると、恥ずかしくて逃げ出したくなった。

「膝、跨いで乗って」

　言われたとおりに彼の膝を跨いでソファに乗る。恥ずかしすぎる。

「これ、買ったのか？」

　頷いた。こんな下着を買ってしまう女だとわかれば、響也さんだってきっと……。

「俺を喜ばせるために？　可愛いな」

「へ……っ」

　喜ばせるために……？　き、嫌われようとしてたんだけど……あれっ。

「今日は静夏が誘ってくれるんだろ」

　手を握られ、その手が彼のシャツへと引き寄せられる。

「脱がせてくれよ」

「ま、待っ……そこまでは……」

　無理だと言おうとしたけれど、彼の手が脚の間を撫でてショーツの隙間から差し入れられた。秘裂をなぞる指がぬるりと滑る。

「っ……ん、ふ……」

「もう濡れてるな。ここにほしくない？」

　蜜孔に指を差し入れられ、身体が仰け反った。

「あっ……あ、んっ……」

「静夏。頑張ってみて」

　くちゅくちゅと指が抜き差しされる。指を増やして入れられ、中を弄られると身体の中心が疼いてしまう。

「響也さん……ん、んっ……あ、あぁ……」

　腰が揺れる。もっと深くまで届く感触を求めてしまう。

「脱がせられないと、ずっとこのままだぞ」

「そんな……」

　私ばかりが気合いを入れすぎている状況も恥ずかしい。だからせめて彼の上着くらいと思ってシャツのボタンに手を掛けた。指が震えてうまく外せない。そのうえ……。

「ああっ……あ、あっ、そこ……だめ……」

　彼の指が私の弱い場所を探り当てて擦る。

「……可愛い……」

　吐息混じりに彼が囁く。ベビードールをひらりと捲って、彼が胸元に顔を伏せた。

「んっふ……あ、あっ……」

「これじゃあ下着の意味がないな。ここ、硬くなってるのがよく見えて逆にいやらしい」

　胸の肉粒をコリコリと指の腹で擦られる。レースで覆われただけの、挑発的なデザインならばと思ったけれど、響也さんが引いているようには見えない。……おかしいな……男性はこういうのが嫌いなんじゃなかったっけ。

　ブラのレースをずらされ、膨らむ粒が彼の口内に含まれる。

「ああぁっ……あっ、だめ……吸っちゃ……」

　胸の飾りを舌先に突かれて腰が揺れる。蜜口がぐちゅぐちゅと刺激されて、身体が熱く火照った。

「とろとろだな……早く静夏の中に入りたい」

「響也さん……は、早……」

「ん……？」

　くすりと笑われて顔を伏せた。こんなこと言ったら嫌われちゃう。

　嫌われなきゃいけないことはわかっているのに、どうしてもはしたなく求めることができない。む、無理……言えない……。言えば嫌ってくれるはず。でも、もうちょっと違う方向に嫌われてもいいんじゃないかな。別にこんな大胆なことをしなくても……。

「……静夏。なに？」

　膣壁をぐっと押されて仰け反った。

「あ、ああっ……、あっんっ……」

　私の好きな場所。彼が教えてくれた、気持ちいいところ。内側を圧迫する熱に穿たれたい。早くほしいと言えば、きっと響也さんは──。

「あっ、あ、ああっ……」

　じゅぷじゅぷと水音が大きくなる。

「こんなに濡らしてるのに、このままでいい？」

　ぎゅっと彼の服を握り締めた。

「ふ……、あ、あっ……んっ……」

「早く脱がせてくれないと。な？」

　声音は優しいのに、蜜口から差し入れられる指が増やされた。

「あぁぁっ……あ、あっ……待っ……」

「こっちも、全然隠れてないよな」

　彼のもう片方の手が、ショーツ越しに肉芽を捉えた。

「ああっ……あ、あっふ……だめ……、そんな……」

　敏感に熟れた花芯をくりくりと捏ねられながら、膣壁を強く押し上げられる。そのたびにびくっ、びくっと反応する私を、彼はうっとりとした表情で見つめてくる。

「響也さん……あっ、お願……待っ……あ、あっは……」

「こんな格好で見せつけておいて、待てなんてひどいな」

　面白そうに笑いながらそんなことを言う。

「ち、違……、あ、んっ……」

「俺、いつまでも我慢し続けられないけど」

　胸元に吸い付かれ、肉粒が吸い上げられる。

「あぁぁっ……、んっ、んっふ……、あ……」

　敏感な場所を同時に刺激されて頭がおかしくなりそうだ。下腹部がきゅうきゅうと疼く。熱くて、もっと深い場所で彼を感じたい。そう考えると、彼の指をきゅっと締めつけた。

「もう一本入れたほうがイイ？」

　耳元に声が落ちる。吐息と共にねっとりと耳を舐められ、ぞくぞくと身体が震えた。また、下腹部がきゅんと疼いて締めつけてしまう。

「俺のがほしいって言ってくれたら、もっと奥までよくしてあげられるけど」

　中で彼の指が蠢く。二本の指がばらばらに動かされ、ざらつく膣壁を擦った。

「っ……あ、……ああっ……んっぅ……だ、って……」

「なに？」

「そんなの……きょ、やさん……嫌いじゃない……？」

　なんだか本末転倒になってきている。嫌われなければいけないのに、やっぱり嫌われたくない気持ちが勝ってしまう。

「こんなふうに誘われたら興奮するよ。当然だろ」

　当然……なの？　雑誌の記事は……？　わけがわからなくなって、涙が勝手に零れた。

「ああ……、無茶を言いすぎた。ごめん、泣かないでくれ」

　ちゅっと目元にキスをされ、涙が啜られる。響也さんは全然悪くない。私の頭の中がぐちゃぐちゃになっただけだ。

「ち、違う……の……」

「……ん？」

　ぬちゅぬちゅと指を抜き差しされて彼にしがみつく。

「あ、あっ……んっふ……あぁっ……や……んっ、気持ちい……」

　口から零れた言葉にはっとしたが、直後に身体がぐいとソファに押し倒された。

「ッ……、わかってるんだよ……。静夏がなにを求めてるかは、わかってるつもりなんだ」

　上に覆い被さりながら、響也さんが切なげな顔をする。泣いてしまいそうなそんな表情を見て、そっと手を伸ばした。

「響也さん……？」

「でも、こんなことされたら勘違いしそうになる」

　肌に顔を寄せ、ちゅっと吸い上げられる。少し痛みを感じるくらいに吸われると、胸元には赤い跡が残された。キスマークだ。こんな跡を付けてもらえるなんて思わなかった。

「……なあ。これは、俺のためにしてくれた格好だって思っていいか？」

「う、うん……響也さんに……」

　本当のことはさすがに言えなくて、黙ってコクコクと頷いた。

「じゃあ、脱がせるのはもったいないな」

　彼がスラックスの前を開く。そそり立つ欲望が視界に入って慌てて目を背けると、ショーツ越しに彼のものが押し当てられた。

「今日の静夏は、いつも以上に可愛いよ」

　目元にキスをされたあと、彼が自身に避妊具を身につける。ショーツがずらされ、その隙間からぬぷぬぷと楔が押し込まれた。熱くて灼けてしまいそうだ。

「あっ……お腹……苦し……んっああ……」

　最奥まで押し入れられたあと、彼はすぐに動き始めた。ずちゅずちゅと淫猥な音が響く。背筋が震えるほどの感覚に身体を仰け反らせると、さらに奥を突き上げられた。

「っ……っあ、ああ……っは……んっ……深……あ、あぁっ」

　目の前が白く明滅する。呼吸ができない。奥を何度も抉られて、身体が痺れてくる。

「あっ……あ……あぁっ……響也さ……待っ……あっ……だめ……っ」

　身を捩ると、擦られる場所が変わってビクビクと身体が勝手にのたうった。

「ふっ、く……んあぁっ……は……ぅ、んっ……」

　身体を横にすると、ぞわぞわとした感覚が走る。脚を持ち上げられて開かされ、腰を打ち付けられるたびに意識が飛びそうになった。

「あ……あ……きょう、や……さ……あ、あっ」

「静夏のいいところ……まだ見つかりそうだな……」

　脚に舌を這わされ、びくっと足先が跳ねる。

「でも、ここが一番好きかな……」

　肉芽を指で擦られて、全身に電流が走った。

「ああああっ……ああ、あ、あ、っ……んっ！」

　敏感な場所に触れられたせいで、あっという間に達してしまう。膣壁が強く攣縮して、内側に収められた凶器を締めつける。

「中がまだほしがってる……」

　ぐっと突き上げられ、息が止まった。深い場所をこれ以上穿たれたら壊れてしまう。

「ああ……っ、あ、や……っん……止め……待っ、て響也、さ……ああっんっ」

「もういっそ……」

　打ち付けられるのと同時に腰を掴んで引き寄せられた。

「あああっ……！」

　ガクガクと震えて再び達した身体に、彼の欲望がとぷりと吐き出される。

　びくびくと脈動する熱を感じながら、それでも身動きが取れない。目だけをどうにか動かして彼を見ると、恍惚としたような表情で口付けられた。

「静夏」

　彼は、どんな思いで私の名前を呼んでくれるのだろう。優しい声で、何度も繰り返し呼ばれると、勘違いをしそうになる。

「ベッドに行こうか」

「響也さん……まだ……するの……？」

　抱き上げられて、反射的に彼の首筋に腕を掛けた。

「ん……明日は早いから夜更かしはできないんだけどな……」

「……早いの？」

　うとうとと眠くなってきてしまう。頬を彼の肩口にすり寄せて聞くとこめかみにちゅっとキスをされた。

「明日は起こしてやれないと思う。……するの、やめる？」

　そんなふうに聞く間にも寝室へ運ばれて、ベッドに横たえられる。

　本当はこのまま眠ってしまいたい。でも、響也さんが引いてしまうくらい積極的にならないと。離婚届を渡さないといけないのだから。

「す、する……。響也さんとするの、好き……だから……」

　ありったけの勇気を振り絞った。たぶん、二度とこんなことは言えないだろう。これで響也さんだってドン引きしちゃったはず……。

「そんなこと言ったあとにやめろなんて言うなよ……止まれないからな」

　腰を押しつけられて焦った。なんだかいつもより存在感が……こんなだったっけ……。

　嫌な汗をかきながら、頭が真っ白になる。

　響也さんが着ているものを脱ぎ去ると、ショーツを脱がされて蜜孔にぬぷりと熱塊が押し込まれた。

「ひぁっ……あ、あっ……待っ……あ、あああっ……！」

　容赦なく奥まで押し入れられる。つい先ほど達したばかりの身体は思っているよりも敏感で、入っただけで軽い絶頂感を味わった。

「今日はどうしたんだ……静夏。そんなに俺を喜ばせたい？」

「……あっ、んっ……待っ、て響也……さ、あ、ああっん……」

　揺すり上げられるたびに身体がビクビクと絶頂する。私の身体はどうしてしまったのだろう。おかしくて、気持ちよくて、癖になってしまいそうだ。

「これも可愛いけど……静夏の身体を見たいな……」

　ベビードールを脱がされたあと、彼の指が胸の谷間をなぞる。

「きれいだな……このまま飾っておきたい」

「え……飾っ……」

　プツンとホックが外され、ブラも剥ぎ取られた。乳房に彼が吸い付く。

「ああぁっ、んっ……やっ、吸っちゃ……あ、ふ……っん……」

　ちゅっ、ちゅっと敏感に尖る粒を吸われながら、彼の欲望に揺すり上げられる。身体が熱くて仕方ない。じっとりと汗をかきながら、それでも彼のものを締めつけてしまう。そうするほど、快感が広がって迫ってくるのに。

「……静夏が、めちゃくちゃに壊れたらいいのに……なんて……な」

　ちらりと目を向けてきた響也さんは、いつもとは別人に見えた。いつもはこれが男性なのかと思うくらいだったのだけれど、いまはまるで……獣のよう。全部食べ尽くされてしまいそうで、怖さも少しはあったがどちらかと言えば──。

「ッ……どうした……？」

　きゅうっと彼のものを締めつけてしまった。

　少しの怖さと、でも背筋を這い上がるゾクゾクとした快感が身体を支配していく。響也さんになら、めちゃくちゃにされてもいいと思っているのかもしれない。

「響也……さん……んっく……ふ……あっ、んっ……」

　好き。大好き。そんな言葉を嚥下して、彼にキスをねだった。

「ああ……もう……」

　苛立つような声のあと、噛みつくようにキスをされて口内を舌で嬲られる。息もできないほど深く侵入され、逃れようと首を左右に振る。

「んっく……ふ……ぁ、ぁ……んっ、んっぅ……」

　息苦しくて足を藻掻かせた。そうするほど結合部がより深くなって私を苦しめる。

「響……也……、あ、ああっ……んっあ……」

　ベッドが軋むほど揺さぶられる。弱い場所を見つけては執拗に突き上げて擦られた。

「もう俺にしろよ……」

　ぐっと強く突き上げられた瞬間、私の身体は弓なりに仰け反って絶頂に飲み込まれる。

「ああぁぁ……ぁ、ぁっ……」

　ぶるぶると震える身体が落ち着かない。膣内に大きな熱があるだけでまた達してしまいそうだ。

「静夏……」

　彼の声がうまく聞き取れない。また、名前を呼んでくれてるのかな……。

　手を伸ばしてみると、きゅっと大きな手に握り返された。

「まだ……終わってないよ……静夏」

　身体を反され、腰を上げさせられると後ろから再び奥を抉られた。

「っは……あ、あっ……んっ……あぁっ」

　……また今日も渡せない理由ができてしまった……。響也さんに、好きって言いたいだけなのに。いまの関係を手放したくない……。

　強い律動を繰り返され、何度も達して意識が落ちる瞬間まで彼との交わりは解けることはなかった。




　翌朝、アラームの音で意識が引き戻された。起き上がろうとしても身体がうまく動かない。ごろんと寝返りを打つ。いつもならこのタイミングで「落ちるぞ」と引き戻してくれる手があるのだけれど、今日はそれがない。案の定、ベッドから転がり落ちてしまった。

「いっ……たたた……」

　むくりと身体を起こす。部屋にはだれもいない。ほどなくしてまたアラームが鳴った。びっくりしてあたりを探してみたが、スマホがない。

「どこだっけ？」

　寝室の外から音が聞こえて、慌てて部屋を出た。鞄の中で轟音が響いている。

「わぁぁっ、うるさい……うるさいよぉ……」

　急いでアラームを止めた。時計を見て、ぎょっとする。

　八時三十分。今日は九時から響也さんと打ち合わせがある。会社までは四十五分前後。

「遅刻っ、遅刻するぅぅぅ！」

　いや、遅刻だ。でも観念して連絡することもできなくて、大急ぎで身支度を調えた。

　どたばたと家を出る。鍵を閉めて、鞄も二つ持った。

「ストッキング忘れた！」

　でももういいや。替えだって持ってるし、会社でどうにかしよう。

「遅刻したことなかったのにぃぃ！」

　朝に弱い自分が恨めしい。こんな大事な日に遅刻とかあり得ない。苑矢木副社長を待たせるとか絶対にだめだ。

「タクシーなら早い？　でもお金が……あぁぁぁ……」

　絶望しながら駅まで走った。背に腹は代えられない。大事な仕事に遅れるわけにはいかないのだ。電車だと遠回りになるが、タクシーなら三十分で着く。もう、それしかない。

　停車中のタクシーを見つけて、ドタドタと乗り込み名刺を差し出す。

「おはようございます、すっごく急いでます！　この住所までお願いします！」

「近道で行きますねー」

　陽気な運転手さんの声にこくりと頷く。そして、ちらりと見えたルームミラーの私は前髪が盛大に跳ねていた。







四








「苑矢木です」

「営業部長の常盤です。お目にかかれて光栄です、苑矢木副社長」

　琴田製菓の会議室で、俺は常盤崇たかしという営業部長と対峙していた。

　笑顔の崩れない明るい人柄。物腰が柔らかく、幾人かいるチームメンバーらしい仲間からも好印象といったところ。年齢は、俺とそう変わらないか、少し上。若くして出世する人というのは、得てして食えない人物だ。この笑顔も、どこまでが本当のものなのやら。

「天野さんの姿が見えないようですが？」

「あー……天野さんって今日直行じゃなかったよね。だれか見た？」

　常盤さんが周囲に尋ね始めた。静夏はまだ出社していないのか？

　今朝、俺はいつもより早く家を出てきた。それこそ、始発が動くよりも早くだ。そんな時間から静夏を起こすのは可哀想だったが、一応声は掛けてきた。が、たぶんあれは起きていないだろうな。となると、寝坊をしたか……？

「ひょっとしたら工場にいるのかも。工場長に新作お菓子で手懐けられてるんじゃ……」

「おやつ食べてる可能性もありますよ。休憩室見てきます」

「朝ご飯食べ損ねてるかも。食堂ですかね？」

　皆、静夏を気にしているようだが居場所が食べ物に関係する場所というのはどうなのか。

「じゃあちょっと見てきてくれる？」

　琴田製菓の社員が会議室を出て行く。まるで野良猫探しだ。

　ふっとため息をつくと、常盤さんに椅子を勧められた。

「申し訳ありません。このまま時間に間に合わなければ僕が進めさせていただきますね」

「こちらはお待ちしてかまいません。彼女から話を聞いてみたいので」

「そう言っていただけると助かります。いつもは遅刻なんてしないんですけど……」

　たしかに静夏は時間をきちんと守る。朝はだいぶ弱いみたいだが、それでも時間通りに起きて、ぼんやりしながらも身支度をしている。

「……石いし尾おさん。申し訳ないですが水を買ってきてもらえますか」

　同行した女性秘書に声を掛ける。石尾さんは今回の結婚事情を知っている数少ない人物だが、ここからの話はあまり聞かれないほうがいいだろう。目配せすれば、即座に理解してくれたようで、端整な顔に笑みを浮かべて「かしこまりました」と請け負ってくれた。

「お茶はお嫌いでしたか？」

　常盤さんが眉をひそめた。無理もないか。お茶を出してもらっておいて別のものを用意させようとしているのだから。

「いえ……」

　秘書が出て行ったのを見送って、言葉を続ける。

「常盤さんと二人で話してみたかったので」

「それは光栄ですね」

「天野さんからよくあなたの名前を聞きます。どんな方かと楽しみにしていたんです」

「なんの取り柄もない男ですよ」

　常盤さんはそう言ったが、とてもそうは見えない。静夏の話では、彼女が入社したころから営業部長だったという。雑な見積もりをしても、二十代でその職に就いていたことになる。そんな人物が、なんの取り柄もないなんて悪い冗談だ。

「でも、僕も苑矢木さんに会えるのを楽しみにしていました」

　よく聞くフレーズだ。社交辞令もあれば、下心満載の場合もある。だが、常盤さんは少し違うようだ。どちらでもない。

「なにか、私におっしゃりたいことがあるようにお見受けしますが」

「いいえ、特には」

「腹の探り合いはお互いに不快になるだけだと思いますよ」

「いつ、苑矢木さんがぼろを出すのかなって楽しんでるだけです」

「……いいご趣味だ」

　本当に……いい趣味をしている。やはりこの常盤という人物は気を許せる相手ではない。取引関係者として関わるならあらかじめ身構えていられるが、そうでない場合はきっと懐に一瞬で飛び込まれる。これだから人当たりのよさそうな人間は……と額を抑えた。

「……これはちょっとした僕の身の上話なんですけどね」

　常盤さんを見る。目が合うと、相変わらず人好きのする笑顔を向けられた。

「僕も、ある企業の経営者一族に産まれました。苑矢木さんのような大企業ではないですが、跡を継げとうるさく言われてきました」

「そうでしたか」

「でも、僕はそれが嫌で嫌で仕方なかった。だから、苑矢木さんのことは尊敬してるんです。重圧もすごいだろうに、よくその若さで耐えられるなと」

「なにもなければ逃げ出していたかもしれない。決して楽しいものではないですからね」

　俺には兄弟姉妹がいない。だから、苑矢木商事を継ぐのは俺しかおらず、その重圧はいま思い出すだけでも吐き気がするほどだ。そのプレッシャーから逃げずにいられたのは、静夏のお陰。彼女と出会わなければ、俺は逃げ出していたか、あるいは無機質に仕事をこなすロボットのような人間になっていただろう。

「僕は逃げました。息苦しくて自分が壊れるような気がしたので」

「私にも覚えのある感覚です」

　昔を思い出すたび、静夏の存在にどれだけ救われただろうと噛みしめる。

　静夏は、俺に手を差し出してくれた唯一の人だった。

　学生時代、苑矢木の名前に寄ってくる人間は多かったが、だれも友人たり得なかった。人脈は必要だから相応の付き合いはしていたが、その程度。ときどき父が会社の用事に駆りだしに来ることがあったが、友人の体をした連中は父にいい顔をするばかりだった。

　会社を継ぐことは避けられないことだ。それでも、大きすぎる責任を背負うことが怖かった。俺にそんな力があるだろうかと不安で、でもそれを表に出すこともできない。父に従い、苑矢木商事を背負うことが当たり前であるように振る舞わなければならなかった。

　息苦しい毎日だった。水中で藻掻いているような気分で、だから水面を目指そうと思ったのかもしれない。静夏のいる場所が、俺にはそんなふうに見えていた。いつもどこか幸せそうで、楽しそうで。だから、思い切って声を掛けた。七月七日に願いをかけて。

「苑矢木さん。あなたはなぜ、その逃げたくなるほどの重圧に耐えられたんですか？」

「……好きな人がいたからです。彼女の傍にいると、息ができる気がしたんです」

　でも、一番大きな理由はきっと、静夏だけが俺を引き止めてくれたからだ。父を前にして、怖かっただろうに勇気を出してくれた。そんな彼女の姿が眩しくて、嬉しかった。

「的外れだったら申し訳ありません。その指輪……」

　常盤さんが示したのは、左手にはめた結婚指輪だ。

「天野さんと同じものですよね。ちらっと見ただけなので違うかもしれませんけど」

「よくおわかりになりましたね」

「デザインが変わっていたので。それに、苑矢木商事の案件が入ってすぐに電撃結婚だったし、相手は大学の先輩だと言うので、年齢も近いからもしかしたら、と」

「……ひょっとして、鎌を掛けられたのでしょうか」

「半分くらいは」

　まんまと相手に乗せられてしまったなと天井を仰ぎ見た。すると、常盤さんが面白そうに声を立てて笑う。

「なにか面白かったですか？」

「いや……苑矢木さんも天野さんも、意外とポンコツだなぁと思って」

「……ポンコツ……」

「ああ、天野さんはいつもポンコツでしたね。彼女は変な方向に話が飛躍する」

　そのきらいはある。物事を疑わないというか。そして変な尺度で解釈をする。

「苑矢木さん。彼女にははっきり言わないと伝わらないですよ」

「伝えているつもりですけど」

「彼女、毎日苦しそうですけど、あなたが息をするために彼女を押さえつけてません？」

「そんなことは……」

　ない、と言い切れるだろうか。

「ありませんか？　だったら、二人の絆は揺らがないはずですよね」

　くすりと笑われて嫌な予感がした。が──。

「遅刻しちゃったぁ！」

　騒々しい声と足音が廊下から響いてくる。どたばたと駆け込んできて、扉を開いたのは静夏だ。彼女の姿に目を細める。彼女の傍は息ができる。温かくて、幸せな気持ちになれる。今日も好きだと思って、その言葉を苦しく飲み込むのだ。

「ギリギリだけど大丈夫だよ。おはよう、天野さん」

「おはようございます」

　彼女は前髪を抑えたままぺこりと頭を下げる。そして俺に向き直って「おはようございます」とやはりぺこりと頭を下げた。

「その手はどうかしたの？」

「……前髪が戻らないんです。タクシーの中で頑張ったんですけど……」

　手を離すと、ぴょこんと前髪が跳ね上がる。うっかり吹き出してしまった。

「よしよし。僕がどうにかしてあげるからね。ヘアピンでもつければいいかな」

「常盤さんヘアピン持ってるんですか？　貸してください。うぅ……恥ずかしい……」

「あ。デスクの中だな。ちょっと取りに行ってくるね。あと──」

　常盤さんが静夏の耳元でなにか囁いたようだ。

　こんなことはよくあること。苛立つのはおかしい。……いや、よくあることか？

　上司と部下という関係の二人が、顔を寄せ合うほど近づくなんて普通ならあり得ない。

「わあっ！　常盤さん素敵。いい人っ。今日もお仕事頑張ります！」

　……冗談……だよな……？　静夏は好意をあんなにまっすぐ伝えるのか。

　俺たちの絆は揺らがない？　絆ってなんだ？　そんなもの、存在しているのか？

　告白めいたことはしたつもりだ。だが、相手にしてもらえなかった。……と思ってきたが、もしかして伝わっていなかった可能性は？

「婉曲……しすぎたか……？」

　うまく言えなかったかもしれないと思っていた。でも、静夏に受け流されたことがショックだったこともあって省みることはなかったが、いまにして思えば、彼女に好きだと正面から伝えていない気がする。彼女の気持ちを探るばかりだった。

「なにが婉曲してるの？」

　ピトリと首筋に冷たいものが押し当てられた。顔を向けると、戻ってきた石尾さんがにまにま笑う。

「いや……告白、ちゃんとしてなかったなと思って」

「えっ!?」

　石尾さんが絶望的な顔でこちらを見てくるので、同じような顔になってしまった。





　◇






「──というわけで、夏祭り風のイベントにしようと考えています」

　前髪は常盤さんから借りたヘアピンでどうにかなった。打ち合わせにもギリギリ間に合った。みんなが探し回ってくれていたようで、冷蔵庫の中まで探してくれたとか。でも、さすがに私でもそんなところにはいない。

　拗ねながらプレゼンを始め、説明を終えたが響也さんの反応はどうだろうか。

「もともと使用予定だった催事スペースには更衣室を設けるんですね」

　響也さんが書類を手に口を開く。

「はい。浴衣を格安でレンタルできるようにして、お祭りを楽しんでもらいたいです」

「その業者は決定済みですか？」

「デパートに入っている呉服店にお願いをする方向で考えています」

　和服離れも著しいので、できるだけ店舗を構えた業者に入ってもらいたい。もしかしたら、新しく買った浴衣を着て楽しんでくれるかもしれないから。

「私からも話しておきます。そのまま調整してください」

　響也さんが副社長の顔をしていると、なんだか緊張してしまう。

　当日、少しくらいは響也さんも時間が取れるだろうか。一緒に回ることは無理でも、雰囲気だけでも楽しんでほしい。

「石尾さん。私も一度見学をしたいので、どこかで時間を取ってください」

「かしこまりました。調整しておきます」

　石尾さん……美人だな……。

　さっき、二人が話している声が聞こえた。なんだか仲がよさそうだった。もしかして響也さんの好きな人って石尾さんなのだろうか。だとしたら、私じゃ太刀打ちできるはずがない。すらっとしたモデル顔負けのスレンダーボディ。脚なんてすごく長い。美人で、仕事もできそうだ。それに比べて私は、また常盤さんにお菓子で釣られてしまった。

「では、なにかお気づきのことがございましたらいつでもお知らせください」

　そう言って、打ち合わせに幕を引く。

　椅子に座って書類を詰んでいると、常盤さんがツンツンと肩を叩いた。

「はい、これ」

「！　これは……！　もうもらっていいんですか？」

「いいよ。でも、みんなには内緒だよ」

　有名ショコラティエ監修の期間限定チョコレートだ。一粒数百円もする高級品。常盤さんから、打ち合わせが終わったらあげると言われて気分が爆上がりしたのだ。

「常盤さんいい人」

「餌付けされすぎでしょ。チョロい子になってるよ」

「チョロくていいです。今日も頑張れる」

　だけど、常盤さんがさっきからにやにやしている。いつもはにこにことした爽やかな人なのに、今日は悪い人に見えてしまう。あと、ちょっと距離が近い気がする。

「あ、ねえねえ。ヘアピンこっちと変えてみない？」

「？　せっかく前髪がおとなしくしてくれているので変えなくていいですよ？」

「まあまあ、そう言わずに」

　そう言って、常盤さんが身体を近づけてくる。動きが妙だなぁ……と思っていると、ガタッと物音がした。ひょこりと顔を覗かせてみると、響也さんが立ち上がっている。もう帰ってしまうのだろうか。もう少しお話ししたかったな。

「これでよし、と。可愛い可愛い」

「本当ですか？　変じゃないです？」

「うん。僕たちは戻るね。天野さんはギリギリだった罰として、機材片付けておいてね」

「はぁい……」

「……それと、今日は外出、直帰でいいから。片付けなきゃいけないことがあるでしょ」

「でも、外出の予定なんてないですよ……常盤さん!?」

　訴えてみたが、常盤さんは振り返ることなくみんなと退室していった。

　予定を間違えているのだろうか、と思いながらも、使った機材を片付ける。

「静夏」

　はっとして顔を上げた。こんな場所で名前を呼ばれたら……。

　きょろきょろと辺りを見回す。

「石尾さんは先に帰ってもらったよ」

「じゃあ、だれもいない……？」

「ああ。そちらの社員も常盤さんが連れて行ってくれたみたいだからな」

　ほっと胸をなで下ろした。だれかに聞かれたら、関係を絶対に疑われる。取引先の人に名前で呼ばれるなんて普通じゃない。仮に先輩と後輩だと主張したとして、あれだけ副社長として接していた響也さんが、こんなところでミスをするなんて考えにくい。

「今日は起こしてやれなくてごめんな」

　抱き寄せられると胸が高鳴った。

「寝坊したのは私がいけないので」

「慌てて飛び出してきたんだろうな。前髪も跳ねてたし……」

　ヘアピンを取られて、慌てて前髪を押さえる。

「それ外しちゃだめ……っ」

「こんなの、外せよ。それとも、常盤さんがつけてくれたから外したくない？」

　ヘアピンを外したら変な前髪が目立つから嫌だが、常盤さんがつけてくれたからではない。なぜ、響也さんはこんなことを言い出すのだろう。

「前髪が変だから、外したくないなと思いましたけど……」

「本当にそれだけ？」

「そうですよ。まだ前髪跳ねちゃってるし……」

「でも、常盤さんとはすごく親しそうだった」

「それは……ずっとお世話になっている上司ですし」

「あんなに近づかせておいて、不用意にも程がある」

　今日の常盤さんはいつになく距離が近かった気がした。それを避けなかった私も悪いが、露骨な避け方をしたら常盤さんを意識しているみたいで嫌だったのだ。

「……ごめんなさい。それは私の不注意でした」

「常盤さんのことが好きだって言うなら、話は別だけど」

「なっ……」

　そんなわけがないのに、と見上げると、響也さんが私を見下ろす。いつもと違って、どこか冷たく見えて目を逸らした。

「俺、聞いたことなかったよな。静夏の好きな人がだれなのか」

　ここで響也さんを好きだと言って信じてくれるだろうか。この場を凌ぐための嘘だと思うのではないだろうか。嘘じゃないと主張しても、いまの響也さんが信じてくれる？

「どうしていまになってそんなこと聞くんですか？」

「知りたくなるのに、明確な理由はないだろ」

「そんなわけないです。なにかきっかけがないと知ろうなんて思わないですよ」

　彼から一歩距離を取った。なんだかいつもと雰囲気が違う。怒ってる……？

「言えない？」

「響也さんだって教えてくれないでしょ」

　すると、彼がふっと視線を逸らした。

「教えてくれないんですね」

「……いいや。ただ、やっぱりなと思っただけだ」

「やっぱり？」

　むっとして見上げていると、彼は自嘲気味に笑った。

「俺がだれを好きか教えたら、静夏も教えてくれるのか？」

「……いいですよ。ちゃんと教えてくれるなら」

「だったら、場所を変えよう。落ち着いて話がしたい」

「わかりました」

　機材を片付けて、荷物を手にする。先を行く彼を追いかけようとして、ガコッと机にトートバッグを引っかけてしまった。

「あっ、待って、響也さん……」

「お菓子詰めすぎだろ」

「これは私の大事なものなので」

　慌ててトートバッグを引っ張る。と、持ち手が切れて中身をぶちまけてしまった。

「ああぁ……お気に入りの百円トートが……」

　安くて可愛くて大容量。使い勝手が良かったのだが、使い込みすぎたかもしれない。

「ほら、静夏の夢と希望と人生」

　響也さんが笑いながらお菓子を拾ってくれる。胸がときめく。昔言ったことを、彼は覚えていてくれたのだろうか。何気ない会話のひとつでしかなかったのに。

「スルメばっかりだな」

「美味しいですよ」

　一緒にお菓子を拾っていると、リボンの付いたポーチが目に入った。あれは響也さんに見られたらまずいものだ。慌てて拾いに行って事なきは得たけれど。

「……これ、静夏のものか？」

　目を向けると、彼の手には離婚届があった。

「あっ……それは……」

「…………、ここまでしたくなるくらい嫌だった？」

「違……っ」

　彼に好きだと伝えたかったからだと言ったところで、なんの説明になるだろう。そもそもどうして私は離婚届なんて取りに行ったんだっけ？

「……書こうか、これ」

「違うの、響也さん……、本当に……」

「静夏が応じてくれるから、そこまで嫌がられてないと思ってたよ」

「響也さん……」

「ごめん。ちょっと気持ちがうまく追いついてない」

　床に座り込んで、彼が顔を伏せた。

　私は、彼に振り向いてほしかっただけだ。好きじゃないから成立してしまったこの関係を、どうにかしなければと思った。そのためにまずは離婚をしてから仕切り直すべきと考えたのだが……この時点で思考が破綻しているとなぜ気づかなかったのだろう。

「ここまで追い詰めたのは、たぶん俺のせいだよな……」

「そんなこと……」

　ぎゅっと彼の手を握った。振り払われるかもしれないと思ったが、彼は私の手を握り返してくれる。でも、少し彼の手が震えているような気がした。

「静夏に無理をさせたいわけじゃない。……離婚したいなら、そうするよ」

　彼がこちらを見上げてくる。寂しそうで、ひどく傷ついたような顔をしていて、自分の軽率な行動を呪わしく思った。私は、彼にこんな顔をさせたくて離婚しようなんて考えたわけじゃない。ただ……彼に気持ちを伝えたかった。その一心だったのだ。

「響也さん……本当に違うの」

「俺は……静夏の気持ちがわからないよ」

　握っていた手をぐいと引かれる。痛いくらい強く抱きしめられ、息をするのも苦しくて身じろいだが、彼の腕はさらに私を強く抱いた。

「響也さん……」

「離れたいなら止めない。……でも、どこにも行かないでほしい……」

　彼は、言葉の矛盾に気づいているだろうか。こんなに傷ついた響也さんははじめて見るかもしれない。

「……静夏。俺は静夏が好きだよ」

　ぎゅうっと抱きしめてくる腕に力が込められる。彼の言葉の意味が一瞬で理解できなくなった。いま、なにを言われたの……？

「え……？」

　わからなくて聞き返すと、彼が腕を緩めてくれた。顔を覗き込まれたが、私の焦点はまったく合っていない。目を泳がせていると、彼が俯いてしまった。

「好きでもないのに結婚を持ちかけるわけがない」

「でも、私に気持ちを確認しましたよね。好きじゃないよな……って」

「したよ。もしかしたら……って思う瞬間は何度もあったから。でも、静夏は先輩として好きだって答えた。だから、それでもいいかと……思ったんだよ」

　あのとき彼が聞いた言葉は念押しの確認ではなく、純粋な疑問符だった……？

「響也さん……私のこと友達だって言った……」

「覚えがない。静夏に友達宣言された記憶はあるけど」

「だって……距離感を間違えない友達はいないとか……」

「それは言った」

「これからもこうしていられたらとか……」

「それも言った」

「友達でいよう……って意味ですよね……？」

　響也さんがようやく顔を上げてくれた。が、じっと見つめられたかと思うと、ふいと顔を背ける。

「…………、精一杯、告白をしたつもりだった」

　気まずそうに、彼にしては珍しく尻すぼみに声が小さくなっていく。

　友達のままでいようねと釘を刺されていないだろうか。だから私は間違えないように、友達でいようと答えたのだ。それなのに、告白……だったの？

「わ、……私が、わかるわけないじゃないですか……っ」

「俺もちゃんと、好きだって言葉で伝えてないって気づいたのは今日なんだ」

「今日まで気づかなかったんですか……？」

「俺に恋愛の相談ができるほど仲のいい友人がいると思うか？」

　たしかに恋愛相談なんて彼はしない気がする。

「でも、さっき石尾さんと仲良しだった……」

「秘書との関係が殺伐としてたら仕事がやりづらい」

「それだけ……？」

「そうだよ。だいたい、彼女は既婚者だ」

　既婚者……なんだ。

「……信じられない？」

「いいえ。信じます」

　ここで疑い続けたら、彼の気持ちまで疑うことになる。そんなことはしたくない。

「俺の気持ちはちゃんと伝わった？」

「はい」

　学生時代の、あの言葉が彼なりの告白だったこともわかった。何度考えても私にわかるはずがないくらい、婉曲した告白だけれど。

「静夏は俺のことどう思ってる？」

「……好きだって、言いました」

「…………いつ？」

「はじめて響也さんの部屋に行ったときです」

「……あれは……だって、後輩として……、……違うな……俺がそう思い込んだんだ」

　私もごまかそうとした。あのとき真剣に伝えていれば、こんなにややこしくすれ違うことはなかったのに。だけど、それは結果ありきの話。あのときは不安でいっぱいだった。

「私、響也さんが好きです。学生時代に告白できたらよかったんですけど、勇気が出なくて言えませんでした。好きだって知られて、嫌われたらどうしようって」

「だから昨夜はあんなに積極的だったのか」

　なるほど、と頷かれたが、断じて違う。慌てて彼の腕を掴んだ。

「あれは、嫌われたら離婚届を渡しやすくなるかなと思って嫌われる努力をしたんです」

「……なんで離婚届？」

「その……偽装結婚から始まったので、好きだと知られたら嫌われちゃうのかなって」

「そんなこと絶対にないけど、俺がちゃんと静夏に気持ちを伝えなかったからだよな」

　私の手を握ったまま膝を抱えて、彼がため息をつく。やらかしたという気持ちが滲み出ているように見えるのは、気のせいかな。

「だから、まずはこの偽装結婚を終わらせて、あらためて気持ちを伝えて結婚ができたらと思っての、離婚届です」

　我ながら支離滅裂だ。これで「そうなのか」なんて言われたらちょっとびっくりする。

「それで、嫌われようとして、昨夜のあの行動……か。まるで逆効果なのに」

「なんでですか？　積極的な女性は引くって雑誌で見ましたよ」

　響也さんが立ち上がる。それに倣って私も立ち上がると、強く抱きしめられた。

「好きで好きでどうしようもない人があんな姿で迫ってきたら、平常心なんてなくなる」

　要するに、昨夜は大胆に迫っただけなのだ。恥ずかしい。本当に、いますぐ消えたい。

「それより静夏。今日、仕事は遅くなる？」

「常盤さんがこのあとは外出、直帰でいいと言ってくれていて。外出の予定なんてないんですけど」

「なら、お言葉に甘えよう。この離婚届は処分するぞ。必要ないだろ」

　それはつまり、この結婚は続行ということ。好きだと伝えても終わらないんだ……。

「はい！」




　常盤さんのお言葉に甘えて会社を出たあと、響也さんはタクシーを停めてホテルソノヤギへと向かった。なぜホテルに向かうのだろうと思って聞いてみると、彼は言った。

「親父が戻ってきた。結婚の報告に行かないといけない」と。

　今朝彼が早くに家を出たのもそれが理由だったようだが、そんなことはどうでもいい。

　苑矢木社長と対面する。あの、ものすごく強面の苑矢木社長と。

　膝の上で手をぎゅっと握り締めた。「大丈夫だよ」と響也さんが励ましてくれる。避けて通れないとわかっているけれど、できるなら二度は会いたくなかったのだ。苑矢木社長とは昔、一度だけ会ったことがあった。




　それは、学生時代の話だ。私が響也さんと話すようになってほどなくしたころ、学校の傍に真っ黒な高級車が停まったことがあった。

　車から人が降りてくる。スーツ姿に髪をオールバックに固めた男性だった。その時点でおそらくみんながわかっていた。その男性がだれの元へ向かうのかを。

　男性が響也さんの元へやってくると、『どうぞ』とだけ促すのだ。

『天野、またな』

　響也さんもただそれに従っていた。だけど、帰り際の彼はすごく寂しそうな顔を見せる。それに気づきながら、あのとき響也さんを引き止める人はだれもいなかった。

　もともと住む世界が違う人だ。そんな彼が一度だけ、話してくれたことがあった。

『友達っていっても、どこまでが心を許せる友達かなんてわからないよ』と。

　多くの友人に囲まれて楽しそうではあったけれど、どこか寂しい思いを抱えていたのかもしれない。私も、響也さんが好きで傍にいるから下手な下心は見せないほうがいいと思って、気持ちを隠すようになったのもこのころからだ。

　それからも、高級車は大学にときどき停まるようになり、響也さんを連れ帰ってしまう。そのたびに少し寂しげな彼の横顔を見つめるしかできなかった。それをもどかしく思っていた、ある日のこと。

『天野。講義が終わったら少し出かけないか。駄菓子屋があるって噂を聞いたんだ』

『行きます！』

　食べ物に釣られる食いしん坊。そんなふうに彼は思ったかもしれない。でも私は、彼と出かけられることが嬉しかった。

『うん。楽しみにしてる』

　そうして、いつものベンチを離れようとしたとき、神経質そうな男性が近づいてきた。

　ああ、まただ。また彼を連れ帰ってしまう。寂しそうな顔をさせてしまう。

『響也さん。社長がお待ちです』

『……このあと講義がある。時間を変えてもらえないか』

『社長のお時間には限りがありますので』

　そんな会話を少し後ろで聞いてしまった。社長が大変な立場だということはわかる。理解もする。だけど、響也さんだって学生という立場があるのだ。それなのに。

『響也。なにをしている』

　まるで返事を急くように、厳しい声が聞こえた。怒鳴っているわけじゃない。大声を出しているわけじゃない。だけど、威圧的な声に身が竦む。

『父さん……すみません。すぐに行きます』

　響也さんの顔に、暗く影が落ちた気がした。このままいつものように『またな』と言わせていいのだろうか。彼にも、守りたいものがあるはずなのに。

　苑矢木社長の声は、私だけでなく社長の秘書も、響也さんでさえも硬くしてしまうほどの圧がある。これで人を従えているのだろうか。だとしたら、正しいことなのかな。

　離れていく響也さんの腕をぎゅっと掴んだ。

『あ、あのっ。先輩はこっ、これから講義がある、そうなので……っ』

　舌がうまく回らないまま、声が震えるまま社長に抗議した自分に泣きたくなる。こんなところで私がしゃしゃり出たってなにが変わるわけでもないのに。

『それがどうした』

『がっ……学生の本分は勉強をすることです……のでっ』

『勉強などあとからでもできる』

『同年代の友人と学んで遊ぶ機会はいまだからこそです』

『遊ぶ……？　そんな暇が響也にあるとでも？』

『暇は知らないですけど、権利はあります』

　社長が眉間に皺を寄せる。こんなに怖い顔をする人がいるなんて知らなかった。

『あの、だから……っ』

　あたふたしながら言葉を探していると、肩をぽんと叩かれる。

『天野、いいんだ』

『でもっ』

『ごめんな、一緒には行けなくなるけど』

　そんなことはどうでもいいのだけれど、彼が悲しい顔をするのは耐えられそうにない。心配で見上げると、ずいぶんと嬉しそうな顔をして社長とその場をあとにしていった。

　なんで笑ったのかな。

　高級車は去って行き、私はベンチに戻って腰を抜かした。めちゃくちゃ怖かった。本当に怖すぎて泣いちゃいそう。

『先輩にも迷惑掛けちゃったかな……』

　早まった行動を後悔したけれど、次の日から彼といる時間は増えたような気がする。

　そんな、学生時代の出来事だった。




　ホテルソノヤギ東京の最上階は、苑矢木社長が使うための部屋らしい。内装は以前入った部屋とは比べものにならないほど贅沢で、見て回りたいなんて気さえ起こらなかった。

　響也さんに手を握られ、竦む足を一歩ずつ進める。そして。

「父さん。時間を取ってくださりありがとうございます」

　その一言に目眩がしそうだった。苑矢木社長に、社会的抹殺でもされるのではないだろうか……と心底思ったからだ。学生時代のことを忘れてくれているといいけれど。

「勝手に結婚なぞしおって」

「見合う相手であればいいと、父さんはおっしゃいました」

「言ったが、そんな相手がお前にいるとは……」

　恐る恐る目を向けると、社長と目が合った。怖いいぃぃ……！

「……以前会ったことがあるな」

「お、お久し……ぶりです……」

　やっぱり忘れてくれてなかった！

「ならばなおさら認めん。おとなしく私の選んだ相手と結婚すればいい」

「婚姻届はもう出しました」

「離婚すればいい。いまどき珍しい話でもなかろう」

　握られた手に、痛いほどの力が込められる。私も一緒に説得しないといけないのだろうけれど、口を挟む隙なんてあるのかな。

「……静夏と別れるつもりはありません」

「彼女はどうだろうな。私に刃向かってただですむとは思っていないだろう？」

「父さん……！」

　苑矢木社長に目をつけられれば、やっぱり末路はいい結果にはならない。

「響也。お前にはいい縁談を用意する。私に従っていなさい」

　でも、社長の言葉は響也さんを服従させようとしているだけ。また寂しそうな顔をさせてしまうのは嫌だ。

「お、お言葉ですが……っ、響也さんにも選ぶ権利はあると思います……っ」

　やっ……ちゃっ……た……。

「また権利かね？」

「響也さんがいいと思った人と結婚するのが、いい縁談ではないかと思うのですが……」

「そういう相手を選んでやると言っている」

「そうではなくて……」

　響也さんは、苑矢木の名前にしか興味がないことや、彼の容姿しか見ていない人たちと縁を結びたくないだけだ。ちゃんと彼を見てくれる人なら話は変わってくるはず。

「会社の益になる相手がいる」

「響也さんの気持ちはどうでもいいんですか？　大企業を背負う重圧は、私にはわからないですけど……家くらいは会社のことを忘れられるような場所じゃだめなんでしょうか」

「君の言い分を理解したとして、それが君にできるとでも言いたいのかな？」

「私じゃないかもしれませんが、響也さんが選んだ人なら……」

「婚姻関係にある君に言われてもな……」

　たしかにいまの私じゃ説得力がない。だったら──。

「……離婚届ならここにあります。私ではだめだというなら、すぐにサインをします」

　さすがに会社では処分できなくて持ち帰ってきた離婚届を社長の前に差し出す。

「ならば書きなさい」

「っ……わ、わかりました」

　鞄からボールペンを取り出し、応接テーブルに離婚届を置いて自分の名前を書いた。震えてグニャグニャしている。こういう使い道じゃなかった。でも、私はこういう決断を下そうとしていたのだ。いまさら気づいた。たとえ気持ちを伝えるためだったとしても、私は彼と一度でも決別したくない。そんなことにさえ気づけないなんて……私の馬鹿……。響也さんと、お別れしたくないよ……。

　涙が零れそうで顔を上げられずにいると、響也さんに肩を抱かれた。

「父さん。静夏は俺を支えてくれる人です。彼女でなければだれとも結婚はしません」

「お前が未熟だからより強い相手をと考えるのは、至極まっとうな考え方だと思うがな」

「それは俺の問題です。静夏につらく当たらないでください」

「ならばお前が身を引けばすむ話だろう、響也」

「……父さんが認めてくれればすむ話です」

　響也さんがそう言ったあと、気まずい沈黙が流れた。どうしていいかわからず離婚届を前に正座をしていると、男性が苑矢木社長に近づく。昔会った、神経質そうな男性だ。

「社長、お時間です」

　苑矢木社長がなにを言うでもなく立ち上がり、部屋を出て行く。テーブルには離婚届が残ったままだ。よくわからなくて響也さんと顔を見合わせた。すると、男性が言った。

「社長が諦められるようですよ」

「……意外とあっさりと……だな」

「それはそうでしょうね。もともと、お二人を試されただけですから」

　その言葉を聞いて、私は反射的に社長のあとを追いかけた。

「苑矢木社長！」

　ぱたぱたと駆け寄ると、相変わらず怖い顔をして見下ろされる。

「あ、ありがとう……ございます……」

「……響也のために、頼りないながらに言葉を尽くしてくれる君を、以前から好ましく思っていました」

「え……？」

「響也は変わりました。私の言いなりだったあの子が、ちゃんと意見するようになった」

　たしかに、昔の響也さんは苑矢木社長に対してなにも言わなかった。たまたまだろうかと思っていたのだけれど。

「いい傾向です。これからも、愚息を支えてやってください」

「……こちらこそよろしくお願いします」

「それでは、急ぎますので」

　あまり表情は変わらなかったけれど、そう言った苑矢木社長は響也さんを慈しむ、お父さんの顔をしていた。




「ただいまですー」

　響也さんと共に家へ戻ると、どっと疲れが出た。苑矢木社長の圧力は尋常ではないなと、ため息を零しながら靴を脱いで部屋に入ると、響也さんに腕を掴まれた。

「え……ど、どうしたんですか。響也さん……っ」

　そのままぐいと引っ張られ、強引に廊下を歩かされる。

　後ろから見上げる彼は、いつもと少し雰囲気が違って見えた。だけど、怒っているわけでもなさそうな気がして、状況が理解できない。

「静夏は我慢できる？」

　ちらりと視線だけを向けられた。そっか。もう気持ちを隠す必要がないんだ。彼に届かないと胸を痛める必要もない。響也さんも同じ気持ちなのかな。だとしたら、嬉しい……。

　腕を引かれ、寝室へ連れられる。

「静──」

　持っていた荷物を放り出し、彼にぎゅっと飛びついた。

「響也さん、私……」

「好きだよ、静夏」

　唇を荒っぽく奪われる。強く抱きしめられ、呼吸なんてろくにできなかったが、夢中で彼と舌を絡め合わせた。

「んっ……ふ……」

　くちゅくちゅと水音を立てながら唾液を混ぜ合う。彼の首筋へ腕を掛けて引き寄せ、一瞬も離れたくなくて、何度も唇が離れては触れ合わせた。

「ッ……さすがに苦し……」

「だめ。もっと……響也さん……」

　彼の言葉を遮ってまでキスをねだるなんて、きっとどうかしている。それでも、気持ちが溢れて止まらない。

「静夏、わかっ……、ん、わかったから……」

　子どもみたいに何度もちゅっ、ちゅっと啄んでいると、彼が笑って私を抱き上げた。

「キス、嫌ですか？」

「積極的な静夏は大歓迎だけど、せっかくならもっと気持ちいいことを、な？」

　ベッドに横たえられると、響也さんが覆い被さってくる。

　彼に気持ちを伝えたいと思って夢中でキスをしていたが、たしかにもっとお互いの気持ちを通い合わせる方法があった。そういう発想に思考が届かないあたり、まだまだ子どもだなと思ってしまう。

「響也さん……す、好き……ですっ」

「うん。できれば噛まないでほしかったけど」

　笑われて恥ずかしくなる。ちょっと悔しくて、彼のジャケットに手を掛けた。襟を掴んでぐいと引き寄せ、キスをする。

「いいな、そうやって俺を誘ってくれる感じ。すごいそそる」

　ジャケットを脱がされ、スカートの隙間から手を差し入れられる。ショーツに指がかかると、そのままストッキングごと引き下ろされた。

「……もう感じてる？」

　彼の視線が秘部へ向けられ、嬉しそうに目を細める顔を見て、瞬間的に顔が熱くなる。

「い、言わないでくださいっ。仕方ないじゃないですか……」

「今日の静夏は、いつもより乱れてくれそうだな」

　響也さんがジャケットを脱いで、ネクタイを解く。シャツのボタンもいくつか開くと、私の両膝に手を掛けて左右に割った。

「お、お手柔らかに……」

「喉が潰れる覚悟はしておけ」

　笑いながら彼は脚の間に身体を滑り込ませ、秘所へと口を付ける。ジュルッと音を立てて蜜を吸われ、腰がびくっと跳ね上がった。

「んあっ……あっ……」

　秘裂を舌でなぞられるだけで足先がぶるぶると震える。

「響也さん……気持ちいい……」

　彼の頭に手を掛け、髪を指に絡めた。まるでねだっているみたいだ。

　ふっと吐息が零され、花芯がちゅうっと吸い上げられた。

「あああっ……、あっん……っ！」

　それだけで軽い絶頂に達してしまう。

「あ……うそ……」

「ん？　イった？」

　響也さんが一度離れ、着ているものを脱ぎ去ると再び私に覆い被さって、ジャケットを脱がされた。

「聞かないでください……恥ずかしいから……」

「いいことだよ。静夏をもっとよくしてあげられる」

　スカートを引き下ろされ、ブラウスもブラも取り払われると、彼の手が胸の膨らみにあてがわれる。きゅっと胸の飾りを摘ままれ、身体がびくっと跳ねた。

「んっ、あ、ああ……っ……」

　疼くような痛みが快感をもたらす。爪で引っかかれると、下腹部から熱を帯びて全身が熱くなった。

「あっ……、響也、さん……、んっ……」

　焦れったい疼きが広がり、膝を擦り合わせる。

「こっち？」

　彼の手が秘部へ滑らされ、肉芽を指の腹で擦られた。

「んっぅ……、あ、あっ……」

　胸元に顔を伏せられ、先端が口内に含まれる。尖った粒を舌先で転がされながら、花芯も擦られると身体がくねった。

「ああぁっ……、んっあ……あぁっ」

　優しく触れられているのに、我慢できないくらい気持ちいい。もっと強い刺激がほしくて、腰を浮かせて自らも動きに合わせて揺らすと、響也さんがふっと笑った。

「物足りなくて焦れてるの、可愛いよな……」

「な……っ、も……意地悪……」

　顔を両手で隠すと、その上からキスをされる。

「手、どけて。キスしたい」

　言われて手をどけると、唇を重ねられた。舌を深くまで差し込まれ、絡め合う。

「んぅ……ふ……んんっ……」

　唾液が溢れるほど流し込まれる。懸命に嚥下しても互いの唾液が混ざり合って、口の端からつっと溢れた。

「ふ……あっ……んっ……」

「やらしくて可愛い……好きだよ、静夏」

　唇を指で拭われ、響也さんが額をこつんと擦りつける。

「こうして、まっすぐ伝えればよかったんだな……そうすれば……」

　彼が言葉を飲み込んだ。

　そうすれば、いくら鈍感な私でも伝わっただろうか。すれ違わずにいられただろうか。

「響也さん……好きです。これからはもっと、たくさん言いますね」

「うん……俺もそうする」

　とても簡単なことが難しかった。実際は、ほんの少し勇気を出すだけでよかったのに。

「静夏……」

　名前を呼ばれ、唇を触れ合わせる。彼の指が秘裂を這って、蜜口から押し込まれた。

「んあ……あ、ああっ……あ、っは……」

　ぬぷぬぷとぬかるむ膣内へ沈められ、内側からぐっと押し上げられる。

「っあ、あ……んんっぅ……」

　弱い場所を何度も押され、身を捩った。焦れったい快感が苦しい。もっと深い場所に彼がほしい。そんな淫らなことを考えながら身体をくねらせる。

「物足りないか……？」

　指が二本に増やされ、中を弄られた。ぬちゅぬちゅと抜き差しされ、ざらつく肉壁を擦られてシーツを掴む。

「あっ、あっ……んっふ……」

　胸を揉みしだかれ、もう片方は舌で転がされた。びくびくと身体が震えて、感覚が鋭敏に研ぎ澄まされていく。そのまま彼の唇が脇腹へと下る。ちゅっ、ちゅっと肌を吸い、赤い跡が残されていくのが見えると、下腹部がきゅっと甘く疼いた。

「はっ……あ、あぁっん……あぁっ……」

　もっととねだるように腰を浮かせると、響也さんの手に腰を掴まれる。

「あ……」

「静夏はここ、好きだよな……」

　そう言って、花芯を吸われた。

「ああぁっ……、あ、ああっ……それ……あ、だめ……」

　一度達しているせいか、敏感に刺激を享受してしまう。舌で転がされると、足先が跳ね上がって、軽い絶頂感を何度も味わった。

「んっぅ……ふ……あ、んあっ……」

　膣内の指がぬちゅぬちゅと肉壁を擦る。シーツを掴んで圧迫感とじわじわと攻められる感覚を少しでも逃がそうと足掻いたが、逃げられそうにない。

「ああぁ……そこ……だめ……んっ、ふ……あ、あっ」

　下腹部がきゅうきゅうと攣縮する。押し上げられるたびにびくっ、びくっと跳ねる身体を押さえきれない。

「イって、静夏」

　じっと響也さんに見つめられ、恥ずかしさと高揚感が入り交じった。

「きょ、や……さ……あ、あああっ……！」

　身体が仰け反って、目の前が白くなる。なにかが弾ける感覚がして、強張った肢体がぶるぶると激しくのたうった。

「っあ、……あ……は……」

　意識が朦朧として、ぼんやりと響也さんに視線を移す。視線が絡み、最後まで見られていたのだと気づいて顔を手で隠した。

「隠さないで、俺を見て」

　手を掴んでどけられ、視界が響也さんで覆われる。

「響也さん……好き……」

「ん。俺も好きだよ」

　ちゅっとキスをされ、彼が一度身体を離す。その動きを目で追っていると、避妊具を手にしたのがわかった。のろのろと動いて、彼の手に自分の手を掛ける。

「響也さん……それ……ないとだめ……？」

　きゅっと彼の手を握ると、響也さんが驚いたように目を見開いて私を見る。

「だ、だめならいいです……、ごめんなさいっ」

　ちょっとだけ、勇気を出してみた。でも、やっぱりこういうのははしたないと思われるはず。だけど……響也さんと全部、ちゃんと繋がりたかった。今日だけは、せめて──。

　恥ずかしいことしちゃったな、ともじもじ俯いていると、腕を掴まれて組み敷かれた。

「静夏がいいなら、よろこんで」

　ぴとりと秘裂に硬いものが押し当てられた。

「……嫌いにならない……？」

　泣きそうになって聞くと、響也さんが優しく笑ってこめかみにキスをする。

「静夏がなにをやっても嫌いにならないよ。安心して、もっとおねだりしてくれていい」

「それは……恥ずかしいです……」

　彼の顔を引き寄せ、ちゅっと唇を触れ合わせた。

「……静夏、俺を見てて」

　頬を撫でながら言われて頷くと、蜜口からぬぷりと欲望が押し込まれる。

「んっあ……は……んんっ……あぁっ……」

　首を反らせて喘いだ。体内に侵入してくる質量の大きさに息が詰まる。

「静夏」

　名前を呼ばれ、視線を戻す。恍惚とした彼の表情に膣襞がきゅうっと蠢いた。

「あぁっ……あ、んっああ……ふ……きょ、や……さん……」

「……可愛い……」

　首筋を甘く噛まれ、ねっとりと舐め上げられる。小さな刺激にも、身体がびくびくと反応してしまい、恥ずかしくて彼の肩に顔を埋めた。

「っ……ふ……ぅ……恥ずかし……」

「いつもより感じてる？」

　耳を舐められながら聞かれ、コクコクと頷く。

「俺も、気持ちよくてどうにかなりそう……」

　ぎゅっと抱きしめられて、強く腰を打ち付けられた。

「っんあぁっ……あ、あっは、あ、ああ……っ」

　最奥まで貫かれ、跳ね上がった足先が快感にビクビク震える。

「あぁ……っ、きょ……や……さん……あ、あっんっ……」

「今日は、静夏が離してくれなそうだな……」

　きゅうきゅうと熱塊を膣壁が締めつけている。それだけで頭がぼうっとしてしまうのに、彼が腰を打ち付けて揺さぶった。

「んあっ、あっ……は、っん……待っ……あっ、動い、たら……あっ」

「静夏の中……いつも気持ちいいけど、今日は特別……な……」

　苦しげに吐息を零しながら彼がうっとりと呟く。

「響也さんも……気持ちいい……？」

「ん……、本当に加減してやれないかも……」

　彼も、私と同じ気持ちでいてくれるのだろうかと思うと、嬉しさがこみ上げてくる。それと同時に、膣内の質量がぐっと増した気がした。

「んあっ……」

「そんなにわかりやすく嬉しそうな顔されたら……」

　膝裏に手を入れられて両脚を押さえられると、響也さんが激しく腰を打ち付けてくる。

「あぁっ……あ、あっんっ、あ……はっ、ん……あぁっ……」

　子宮口を突かれ、腰を回して中をかき混ぜられると、快感に身体がのたうった。

「んっあ……、やっ……激し……あ、あっ……きょう……や……あ、ああっん」

　肌がぶつかり合う乾いた音が大きく響く。愛液が混ざり合い、ぬちゅぬちゅといやらしい音を立てた。

　音を聞いているだけで頭がくらくらするのに、彼は私の弱い場所を探り当ててはぐりぐりと擦りつけてくる。

「んっふ……あ、……は、んっく……あぁっ」

「ここ……赤くなって美味しそうだな……」

　結合部に視線を落とし、彼の指が花芯をピンッと弾いた。

「ひあ、あ……ああっ……んっあ……や、っあ、は……」

　じりじりと追い詰められる感覚に耐えきれず、背を反らせて腰を浮かせる。深い場所まで熱塊を招き入れてしまうと、彼が蕩けそうな表情を見せた。

「気持ちいい……静夏……愛してる……」

　覆い被さられてキスをされる。唇を啄まれながら、最奥がぬちぬちと攻められた。

「んっ……んぅ……ふ、あ、あ……んあっ……や、あぁっ……」

　奥の奥を開かれて、頭の先まで刺激がピリピリと走る。そのたびに下肢がびくびくと震えて、絶頂しそうだ。

「きょ……や……さん……、あっ……イっちゃ……あ、あっ……」

「いいよ、イって」

　下腹部をそっと押さえられると、彼はさらに激しく抽送する。

　ぱちゅ、ぱちゅと肌がぶつかり合い、目の前にチカチカと星が散った。

「っは……あ、あああっ……、あ、あっ……んっあ、ああ！」

　ビクンっと大きく身体が跳ねたあと、全身が震えて弛緩する。ずちゅ、ずちゅと強く突かれるたびにがくがくとのたうち、けだるい感覚に包まれた。

「響也……さん……、んっ、ん、あっ……」

「俺も……イキそうだけど……」

　頬を撫でられて彼を見上げると、くすっと意地悪な笑顔を浮かべている。

「静夏と離れたくないな……」

　彼の指が花芯をくにくにと捏ねる。達したばかりの身体にもたらされる強すぎる刺激に、シーツを掴んで身体をくねらせた。

「っは、あ……ああっ……んんっ……や、そこ……触っちゃ……」

「中、きゅうって締めつけてくる……本当に、そういうところ可愛い……」

　揺すり上げられながら敏感な芽を摘ままれ、身体を藻掻かせた。

「あぁっ……、ま、待っ、て……まだ……」

　刺激が強すぎて逃げ出そうとベッドを這うと、身体を反されてあっけなく彼の腕に捕まってしまう。

「静夏……、俺、まだだよ……？」

　抱きしめられ、耳元で囁かれた。

「ご、ごめんなさい……でももうちょっとだけ……」

「静夏……好きだ」

　うなじを舐められて下腹部がきゅんと疼く。彼の「好き」はずるい。私を淫らにする。

「で、でもね……変になっちゃ、う……」

「なればいいよ。ぐちゃぐちゃになって、俺のことだけ考えてて」

　胸を揉みしだかれながら、脚の間に膝を入れられた。ベッドを這い出して逃げたせいで結合は解けてしまったが、これは悪手だったかもしれないと、いまふと冷静に思った。

「響也さん……、ま……待っ……」

　脚をぐいと開かされると、後ろから彼の欲望が蜜孔に押し込まれる。

「あ、あ……あ、ああっ……あっ！」

　挿入される瞬間の圧迫感と摩擦に身体が弓なりに仰け反った。

「は……あ、あっ……」

　この瞬間が一番好きで、一番感じてしまう。びくびくと身体を震わせながら、下腹部に手を当てる。

「そこに俺がいるってわかる？」

　彼の手が重ねられる。熱を感じて、疼く場所。彼と繋がっていると実感できる感覚。

「うん……。大好きな響也さんがいる、って……」

　振り返ると唇を塞がれ、腰を掴まれた。ズッと突き上げられ、ベッドに突っ伏す。

「んんっぅ……は……んあっ……あ……っ」

　最奥を強く抉られ、快感に耐えきれず指を噛んだ。敏感な場所に刺激を与えられ続けているせいか、すぐに強烈な快感を捕まえてしまう。

「っ……ふ……あ、んあっ……あ、そこ……」

「ん……、ここ……？」

　ため息のように零れる熱を帯びた声が耳元に落とされ、身体がぶるりと震えた。

「きょう……や……さん……あ、あっ……」

　もっと深く繋がろうと自らも腰を揺らす。彼に腕を掴まれて伏せていた状態を引き起こされると、さらに打擲が激しくなった。

「あぁぁっ……あ、は……っん……あぁっ……」

「静夏……中に……いい？」

　その言葉に、背筋がぞくりと震える。

「うん……、んっ……響也、さん……あ、あっん……」

　パンパンと肌がぶつかり合い、子宮口が強く穿たれた。敏感な場所を何度も突き上げられ、また目の前が白く色をなくしていく。

「あ、あ、ああっ……あ、……んっぅ！」

　緊張に強張る身体がガクガクと弛緩する。響也さんに掴まれた腕が崩れ落ちることも許さず、さらにそのままぬちゅぬちゅと音を立てて貫かれた。

「あぁぁ……あ、あっ……んっは、ぁあ……っ」

「静夏……ッ」

　ぐっと深い場所まで打ち込まれた直後、内側で欲望がどくりと爆ぜる。

「あ……っ、あ……」

　どくどくと彼の熱が注がれるのを感じて、うっとりとしながら喉を上下させた。彼にすべてを染められる高揚感に、胸の高鳴りが止まらない。

「響也さん……好き……」

　どれだけ頑張っても、そんな言葉しか出てこなかった。

　ぎゅっと彼に抱きしめられ、耳元に声が落とされる。

「俺も。ずっと好きだよ、静夏」

　キスを交わし、見つめ合って笑った。すごく、照れくさい。

「……静夏、まだいい……？」

　身体をぐるんと反され、ベッドに押し倒された。

「ま、待って。今度は本当に……」

「だめ。待てない」

　そうして、また快感を貪り合った。







五








　準備に追われに追われた一ヶ月が過ぎた、暑さの残る八月。苑矢木商事に依頼されて始まった夏祭り風のイベントは、連日の大盛況となっていた。

　屋上に開かれた小さな祭り会場には、意図したとおりに浴衣姿のお客さんがたくさん入ってくれ、運営していた私たちもワクワクしてしまう。

　琴田製菓としてはお菓子を景品とした射的やくじ引きの屋台を用意し、ほかにも社員が各々好きな屋台を開いてスタッフとして対応していた。飴細工の屋台も人気で、実演販売の時間になると人が集まって予定数量を簡単に超えてしまっていたようだ。

　夏祭りは週末の忙しい時期を迎え、私も常盤さんと屋台でお客さんを待つ。私は大好きな駄菓子を販売し、常盤さんは隣でスーパーボール掬いの屋台で店番をしていたけれど。

「ヨーヨー釣りが二時間待ちだって聞いた。あそこは人気のレストランなの？」

　常盤さんがやけくそ気味にスーパーボールを、水の張られたプールに投入する。

「だいたいさ……副社長はお客として来るべきだと思うんだよ」

　午前中、外出から少し早く帰ってきたからと言って響也さんが様子を見に来てくれた。私は手が離せなかったので屋台を一緒に回ることはできなかったのだが、彼が屋台スタッフをしてみたいと言いだした。それならばとお願いをしてみたら、ものすごい美形が屋台にいると即座に話題になって客足がどっと増えた。そして、二時間待ちの大行列だ。

「……僕、ちょっと行列のできる屋台を見てくるね。店番よろしく」

「えっ、常盤さん!?　一人でずるい！」

　ふらふらと抜け出す常盤さんに叫んだが、絶対聞こえてない。「もう」と拗ねてみたが、すぐに機嫌が直ってしまった。

　手を振って響也さんが近づいてきてくれたら、笑顔にならないわけがない。

「響也さん！」

「屋台って大変だな。ようやく抜け出せたよ」

「あ。じゃあ行列は終わりですね。こっちにもお客さんが来るかも」

　響也さんが捲った袖を下ろしながら「どうだろうな」と呟く。

「親父が来てるんだ。難しい顔してヨーヨー釣りをしてるよ」

　だとしたら、たぶんそっちのほうが面白いだろう。

「響也さん。明日は時間取れますか？」

「取るつもりだよ。静夏と一緒に回る約束をしてるからな」

　明日は少しだけ屋台を抜け出して、響也さんとお店を見て回るつもりだ。あんず飴とか、綿飴とか、焼きそばとか、たくさん買って一緒に食べたい。

「響也さんとお祭りデート、楽しみです」

「俺も。でも今日は仕事に戻らないと。またあとでな」

　そう言って帰って行く響也さんの姿を見送る。その少しあと、強面の苑矢木社長がスーパーボールを真剣な顔で掬っていたので、みんなで力みながらその様子を見守った。




　イベントは幸いにも大盛況で幕を閉じ、私たちの家には数日の間、なぜかイカの飴細工が飾られていた。







あとがき








　初めまして、桜さくら旗はたとうかと申します。

　このたびは拙作をお手にとってくださりありがとうございます。

　こちらの作品では「先輩・後輩」「片思い」「ポンコツ」と好きな要素をたくさん詰め込みました。特にポンコツは大好きで、一生懸命やっているのだろうになんだか違う方向に着地しているという、あの感じがとても。とても。

　違う、そうじゃないと思っていただけると嬉しいです。

　ほかにも懐かしいと感じる要素を入れましたが、記憶の引き出しを開いて思い出を探す時間はとても楽しかったです。

　今回、作品の装画を描いてくださったカトーナオ先生、作品作りを支えてくださった編集様、出版社様に心よりお礼申し上げます。

　お一人でも多くの方のお手元に届きますように。そして、少しでも楽しんでいただけましたら幸甚です。

　またお目にかかれることを願って。ありがとうございました。






桜旗とうか










【著者紹介】

恋物語を主に書く文字書き。

イケメンヒーローは心の栄養。







濃蜜ラブルージュ

偽ぎ装そう結けっ婚こんなのに一いち途ずで甘あまい溺でき愛あいに戸と惑まどっています!?

～次じ期き社しゃ長ちょうの独どく占せん愛あいに貫つらぬかれて～
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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